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１話　不幸な少年



　まさに崖がけというところで、ありえないぐらいの暴風が吹いた。

　落ちた。

「え、ウソ？　こんなところで俺おれ、死ぬの？」

　まだ、高一なんだけど……。十六年しか生きてないんだけど……。

　学校行事のハイキングの途中、風にあおられて崖から落下って、ひどすぎる……。

　クラスメイトが俺を呼ぶ声が、やけにスローモーションで聞こえた。

　いかん、人生が走馬灯のように流れてきた。

　三歳の時、食中毒にかかり死にかけた。

　四歳の時、悪性のインフルエンザにかかり死にかけた。

　五歳の時、遠足のバスに岩が落下してきて、死にかけた。ちょうど俺の真上だった。

　以下略。

　どんな最悪すぎる人生なんだよ。

　でも、悲しいかな、事実だ。

　この俺おれ、竹たけば林やし大だい介すけは極端なほど、不幸な人間なんだ。

　だから、山でのハイキング中に風が吹いて落下するぐらい、日常茶飯事だ。

　いつもと違うのは走馬灯が見えたことかな……。

　死にかけの記憶の次は、人の顔が浮かび上がってくる。

　──両親。

　──口数が少なくて何を考えているかわからない小こ秋あき。

　──それから幼おさ馴なな染じみの眞ま如じよ花か。

　眞如花は実家の向かい側に住んでいた漆うるし原ばら家の娘で、小さい頃ころから一緒に遊んだ。

　幼稚園に入る前から、小学校までほとんど毎日顔を突き合わせていた。

　まさに幼馴染だ。

　不幸すぎる俺のことを避けたりせずに、いつも遊んでくれた。

　おかげで、ちょくちょく不幸に巻きこまれてたけど。買い食いしてたら、腹をすかせた野良猫に囲まれたこともあったな。あの時は体を張って前に出たら、俺だけ噛かまれて、引っかかれたんだった。

「ほんとに、大介は不幸だよね～。これ以上不幸にならないように、なでなでしてあげるね。なでなで」

　ああ、噛まれたあと、眞如花になでられたんだった。

　小二だったけど、恥ずかしかったな……。

　世の中には幼馴染がいることを羨うらやましいと思う奴もいるかもしれない。

　そんなのは不幸でもなんでもない。そういうのはリア充と言うのだと。

　そういう意見を俺は否定しない。

　世の中、いろんな価値観があるだろう。

　でも、俺の不幸に隙すきはない。その眞如花も小三の時に引っ越しした。両親がフランスに仕事で行くことになり、眞如花も日本の親しん戚せきの家に預けられることになったのだ。

　まさか、これでもリア充などと言う奴はいないだろう。

　かれこれ七年は眞如花と会ってない。

　まあ、メールのやり取りは七年間もしているけど……それぐらいいいよな？

　ちなみに本当にメールの文章だけだ。顔写真の一枚も送ってもらったことはない。そういうことはしないというのが、いつのまにか暗黙の了解になっていた。今更、顔が見たいから写メを送ってくれとか言いづらいしな。

　けど、実は一週間前に、こんなメールが来たんだ。



　────あのさ、大介、今度の土曜日、会わない？　大事なお話があるんだ。



　そんな書き出しからはじまっていたメールには、待ち合わせの場所と時間も書いてあった。

　俺おれの家と眞ま如じよ花かの家のちょうど間ぐらいの街だった。

　高校生にはきつい交通費だけど、行けない距離じゃない。

　正直に言おう。少し、どきどきした。

　七年ぶりの再会だし、お互い、今の顔も知らない。幼おさ馴なな染じみといっても緊張する。

　まさか、眞如花に恋愛感情を抱くなんてことはないが、七年ぶりに幼馴染と会えるだけでも待ち遠しい。

　メールを見るかぎり、あまり変わってないみたいだけど、それでも待ち遠しい。

　料理と称するありえないものを食べさせられた記憶もあるけど……それでも待ち遠しい。

　なのに、どうして俺は落下しているんだろう……。

　そうだった、俺は不幸なんだった……。

　そんなに都合よく会えるわけがないんだ。

　再会まで生き延びたところで、駅を間違えて、なおかつ、携帯電話が壊れて連絡とれなくなったりするんだ。そういう運命なんだよ。

　走馬灯もそこで終わった。

　目の前に地面が来ていた。

　岩場っぽいし、即死だろうな。

　眞如花、会えそうにない、すまん……。

　地面に叩たたきつけられたはずだが、痛みは何もなかった。

　奇跡的に無事だった？

　違う。死んだから痛みを感じなかったんだろう。

　気づくと、自分はふわふわしたものになっている。

　これが魂なのか。魂なんだろうな。

　地面では俺が動かなくなっている。真上から見下ろしている構図だ。

　感覚は空を飛ぶというよりは、泳いでるのに近い。あまり早く動けない。

　そのあたりをしばらく浮かんでいると、ドクロっぽいフォルムのかぶりものをした奴が、遠くからやってくるのが見えた。

「りさいくる、りさいくる♪」

　なんか、変な歌を歌っている……。

　ヤバイ！　あれに回収されるのはヤバイ！　絶対まずいことになる！

　けれど、逃げきれるわけがないんだよな。泳いでるみたいで、迅速に動けないし、その間にドクロっぽい顔の奴は近づいてくるし……。

「りさいくる、りさいくる♪　魂集めてりさいくる♪」

　どんどん、奴はこっちに寄ってくる。

　なあ、神様、これはひどすぎないか。

　死ぬほど運が悪かったのは、認める。でも、死んでからも運が悪いって、救いがなさすぎる！

　ああ、せめて、眞ま如じよ花かと会いたかったな……。

　けれど、次の瞬間、俺おれの体は強い力に引っ張られた。

　なんていうのかな、掃除機に吸引される紙かみ屑くずの気持ちだ。体も動いて死神からも距離をとることができた。助かった！

　いや、引っ張っているのが、もっと悪質な奴って可能性は否定できないけどな……。

　むしろ、これまでの俺の人生からすれば、必ずそうなる……。

　そこで俺の意識は一回途切れた。



「やったぁ！　成功したよ！」

　その声で意識が戻ってきた。

　あたりに目をやる。どうやら、ベッドに寝かされているらしい。病院の個室かな？

　さっきまで空中をただよっていたが、どうやら体に魂が入っているらしい。ベッドの毛布の感覚もあるし。助かったのだろうか。

　でも、それにしては変だ。まず、壁が黒い。病院なら白だろう。

　それに壁にかかっているのが、怪しいお面や、幾何学的な紋様のお札、それから交通安全のスローガンみたいなのぼりだったりする。

　のぼりに書いてあるのは、こんな言葉だ。

『世のため、人のため、あんこくまほう』

　世のためにも、人のためにもならなさそうだけどな……。

　よく見ると、ほかにも似たようなのぼりがかかっている。

『世界に光を灯ともす、あんこくまほう』

『愛と勇気と、あんこくまほう』

『心を元気にする、あんこくまほう』

　なんなんだ、これ……。実は「あんこくまほう」って「暗黒魔法」とはまったく違う名詞なのか？

　あれ、そういえば、さっき聞いた女の子の声は？

「つか、ここはどこなんだ？」

　ひとまず、ゆっくりと体を起こした。

　そして、目の前の少女と目が合った。

　いや、訂正しよう。美少女と言わせてくれ。「美」を追加させてくれ。

　宝石みたいに輝く瞳ひとみ。

　信じられないぐらい、みずみずしい唇。

　ほんのりと朱の差した頬ほお。

　さらさらした絹糸のような髪。

　美しいという言葉の使用を、この少女の形容だけに限定しても許されるかもしれない。可愛かわいいと言っていいのか、綺き麗れいと言っていいのかわからないが、とにかく美しい。

　けれど、それ以上に少女を目立たせるものがあった。

　漆しつ黒こくのローブ、漆黒のとんがり帽子。まるでハロウィーンの仮装だった。

　しかも、信じられないことに、俺おれはその少女にどこか見覚えがある。

　まさか、まさか……。

「大だい介すけ、目が覚めたんだね」

　ああ、俺の下の名前をそう呼ぶ女の子は、あいつしかいないはずだ。

　そんな美少女に話しかけるのは、緊張するけど、まさか……。

「眞ま如じよ花かなのか……？」

「うん！　会いたかったよ、大介！」

　漆うるし原ばら眞如花が俺の前に立っていた。どうして黒いローブのようなものを着て、まして黒いとんがり帽子をかぶっているのかわからないが、眞如花だ。

「感動の再会だね！　あっ、ベッドからは出ないで、安静にしててね」

　いかん、突然すぎる再会と、あまりにも眞如花が美しくなりすぎているせいで、何を話していいかわからない。

　どうしたら、こんな完かん璧ぺきな成長ができるんだ……。人生って不公平だ。

　落ち着け、相手は眞如花だ。アイドルでもモデルでもなく、ごく普通の幼おさ馴なな染じみだ。恰かつ好こうが少し変わっているが……。

　まず、無難な服装の話題からいくか。

「なんだか、魔女みたいな恰好だな」

「うっ、鋭いね。そう、漆原家は魔女の一族なの。ずっと隠しててごめんね」

　ぺこりと眞如花が頭を下げる。

　とんがり帽子が落ちる。

「わわわっ！　帽子が！　魔女の命である帽子が！」

　ああ、眞如花ってこういう天然なところがあったよな。

　──って、なごんでる場合じゃない。

「魔女って言った？」

　さりげなく、衝撃的な告白を受けていた気がする。

「うん。わたしは、暗黒魔法の使い手なんだ」

　こっくり。眞ま如じよ花かがうなずく。

　また、帽子が落ちそうになる。

「わわわっ！　この帽子、落ちやすすぎるよ！」

　うん、間違いなく本物の眞如花だ。この、学習能力のなさは間違いない。

　でも、魔女なのかどうかは謎なぞだ。

　それと、暗黒なのかどうかも謎だ。

「魔女って、そんなもの、この時代にいるのか!?」

「意外といるよ。堂々と名のってる人はいないから、わかりにくいけどね」

「魔女か……。魔女と魔女以外の人間の区別って、どこにあるんだ？　実は免許制だとか」

「自称だよ。でも、魔法が使えるかどうかで決まるかな。魔法が使える男の人もいるけど、圧倒的に女の人が多いね。あっ、布団はあんまり外さないでね。あんまり動くとまずいから」

「魔女っ娘こにあこがれて許されるのは小学生までだぞ」

「違うよ！　本物だよ！」

　ちょっと眞如花の体形を見た。

　うん、予想どおり、あんまり成長していない。



    

  
    
      



    

  
    
      　とくに、胸のあたりが。

「……いや、眞ま如じよ花かなら、ぎりぎり許されるのかな……？」

「ちょっと！　今、失礼な理由を考えなかった!?　ねえ、大だい介すけ！」

「大丈夫だ、眞如花。人間の顔は胸なんかで決まらない。ところで、その魔女のコスプレ、よく似合ってるな」

「本当に失礼なこと、考えてた！　それに、わたしは本物の魔女なんだよ！　由緒ある【漆しつ黒こくの漆うるし原ばら】の魔女なの！」

「ダサい二つ名だな……」

　でも、たしかに眞如花が一般人だとすると、説明のつかないことが多すぎた。

　そもそも、なんで、俺おれは崖がけから落下したはずなのに、こんなところにいるのか。

　普通は搬送先は病院だろう。ここは病室っぽくもあるが、たぶん違う。こんな病院があったら嫌だ。

　眞如花の後ろにはなにやら精密機械のようなものも置かれてある。普通の部屋に、あんなものはない。広さも一般の病室の四倍はあると思う。

「ここは、眞如花……勉強部屋？　秘密基地？　いや、むしろ、実験室……？」

「そうだよ。ここで、いろんな研究をしてるの。立派な聖なる魔女になるために、日々努力してるんだよ」

「『聖なる』って今、漆黒と言ったばかりだぞ！」

「ちゃんと説明するから待ってて。ひとまず、ベッドに安静にして──」

　やたらと安静にさせようとしてくるな。

「思ったより復活してるみたいだぞ。ほら、立ち上がるぐらい、できそうだし」

　回復をアピールするために、ベッドを出て、立ち上がる。

　じっとしてると言っても暴れるわけじゃないし、いいだろう、これぐらいは。

　それにこのベッド、なぜか体がスースーして落ち着かないんだよな。

「あっ……大介……」

　眞如花の表情がすごく気まずそうなものになる。

「なんだ？　骨折してる様子もないみたいだけど？」

「ぞ、ゾウさん……」

「ゾウってエレファントのゾウ？」

「そんなには大きくないけど……ゾウさん……」

　本能的によくない予感を察知して、俺は自分の体を見た。

　全裸だった。

　すがすがしいぐらい、全裸だった…………。

「うわわわっ！　服着てなかったのか！　すまん！」

　幼おさ馴なな染じみとの七年ぶりの再会がこれかよ！　そこまで、ありのままを見てもらいたくはない！

「悪い！　すぐに隠す！」

　ベッドの毛布を引っ張るが、意外と重くて取りづらい。

「とんがり帽子で隠したら、ダメだからねっ！」

　眞ま如じよ花かが半泣きで帽子を両手で押さえた。

「使うか！　その帽子で隠したら、変態の中の変態だ！」

「うわ……揺ゆれてる……スウィング・ゾウさん……」

「眞如花も横を向いたりして、自衛してくれ！　けっこうじっくり見てるだろ！」

「もちろん製作にもタッチしてるけど、動いてる姿で見るのは怖いよぉ！」

　製作？

　そう言えば、この体、どことなく違和感がある。

　体つきが微妙に違うというか、俺おれの体はどっちかというと骨ばってた気がする。

　ひとまず布団に入って体を隠そうとした時だ。

　横に置いてあった鏡に自分が映っていた。

　そりゃ、そうだ。自分以外が映っていたらホラーだ。

　でも、その鏡に映っているのは、どう見ても自分とは違う男だった。

　どっちかというと鏡の男のほうが俺より、かっこいいかもしれない──って、冷静に観察してる場合かっ！

「誰だれだ、これ！　俺は竹たけば林やし大だい介すけじゃないのか!?　どうなってるんだ！　でも、俺の記憶は明らかに竹林大介だし……どういうこと？」

「今から説明するからっ！　落ち着いて！　ゾウさんを隠すパンツも持ってくるから！」

「ゾウさんって言うな！　とにかく至急パンツを頼む！」

　三分後。

「この家、女の子用のしかないんだよね」

　眞如花が持ってきたのは、ストライプのパンツだった。

　雰囲気としては、「ぱんつ」とひらがな表記にしたほうがそれっぽい。

　俗に、しまぱんと言う。

「悪い、いくら俺の体じゃないにしても、その辱めを受けることは無理だ。誠に申し訳ないが、近くのコンビニで買ってきてくれ。この姿では外出できない」

　十五分後。

「買ってきたよ～」

　やっと俺は念願のトランクスを手に入れた。

「俺、こんなに下着に感謝したことは、いまだかつてなかった」

「でも、トランクス一枚でも、ちょっと変態さんかもしれないね……」

「眞ま如じよ花か、お前の言うことはもっともだが、そこは許してくれ。そろそろ本題に入ったほうがいい」

　魔女の話とか、この体のこととか、全部聞かねばならない。

　そもそも、なんで俺おれがここにいるのかも謎なぞだ。

「じゃあ、お茶、入れてくるね～」

　また、眞如花は部屋を出ていった。

　この非常事態なのに、こんな呑のん気きでいいのかはわからん。



　　　　　　　　



　お茶を持ってきてくれたあと、眞如花は講義をはじめた。

「まず、魔女っていうのは、業界用語だと、『魔力を使える者すべて』を差すんだ」

　眞如花がホワイトボードを出してきて説明をしてくれる。

　研究室みたいな部屋であるせいか、そういったものは元から用意してあったらしい。

　だが、いきなりよくわからん。

　なお、トランクスの上からバスローブのようなものを着ているので、変態度はだいぶ下がっている。

　幼おさ馴なな染じみの前でバスローブというのも変だが、幼馴染が魔女であることのほうが特殊だろうし、大目に見てほしい。

「魔力って何だ。重力や引力みたいなものか？」

　科学的に存在している単位とは思えない。

　でも、その割にはこの部屋は科学っぽいんだよな。マッドサイエンティストの香りがする。

「すごく簡単に言うと、『この世界の隣にある世界』から持ち出してきた力だね」

　うさんくさい説明だが、別人の体になっているという俺自身が極めてうさんくさいので文句は言いづらい。

「大だい介すけも超能力とか奇跡とかいった言葉を聞いたことがあるでしょ。どうして、そんなことが科学的に起きたのかわからないようなことが、この世界でも時々起きるよね」

「俺はそういうのは信じないタチだったんだが……。俺の体が体だからな……」

　竹たけば林やし大介じゃない体で、そんな奇跡はないと言っても空しい。

「そういうのは、隣にある世界から力を借りているせいなんだ。それが魔力なの。だから、この世のルールでは説明できないことが起こせたりするわけ」

「なんとなくはわかる」

「そういった、解明できない力を研究してた人は世界中にいたんだ。神様の研究のつもりだった人もいるし、難しい算術ですごい力が生み出せると思っていた人もいたしね。その中でも、魂が不思議な力に関係してると考えたのが、わたしのご先祖様なんだ」

　うさんくさい話このうえないが、魂を認めるしかないようだ。

　崖がけから落ちたあと、ふわふわ漂ってたしな。

「ちなみに、魂を別の体に移し替えたりするような技術も、かなり進んでる。その中でも、魂に特化してた漆うるし原ばら家の技術は別格で、遠方の大だい介すけの魂でも回収できたってわけ」

「とすると、この体は魂の入った容器みたいなものか」

「そうそう。ちょうど、ふらんけん君の開発テスト中に魂を発見できたから、すぐに動けたんだ」

「ふらんけん君って、この体のことか。ああ、フランケンシュタインみたいなもんだよな」

　ある意味、運がいいのかな。

　でも、ハイキングで落下する時点で不運だよな……。

「体もこれまでの研究の蓄積を元にして開発したんだ。…………ゾウさんをつくるのは恥ずかしかったけど」

　眞ま如じよ花かが顔を赤らめて、口を手で覆った。

「わざわざ言わなくていい！　もう、その言葉は忘れてくれ！」

「漆原家に代々伝わる教えに『ゾウさんを笑う者はゾウさんに泣く』って言葉が昔からあるんだよ」

「嫌な教えだな……、でも、昔の日本にゾウっていたのか？　いや、マンモスとかナウマンゾウの時代は知らないけど」

「我が家の歴史によると、魔女狩りの弾圧が厳しくなった時に、日本にそうっと潜入したことになってる」

「だから、眞如花の両親がフランスに行ったのか」

「うん。わたしは日本で武者修行中なの。この家が道場みたいなものかな──あっ、話を戻すね」

　こほん。

　わざとらしく、眞如花は空から咳せきをする。

　大人っぽいしぐさも、眞如花がやると、子供が背伸びしてるように見えるんだよな。

「人間はいろんな地域で不思議な力の研究をしてたわけだけど、実は同じ力を調べてたことがわかってきたんだ。だから、それを魔力と呼ぶことにして、魔力を使える人間をすべて魔女と定義することにしたの」

「つまり、魔女っ娘こも、巫み女こも、ドルイドも、全部魔女って呼ぼうってことだな」

「そうそう。だから、切り口が少し違うけど、どこでも研究水準もだいたい同じ。魂もそうで、魂が流る転てんするところまでは、どこの地域でも調べられたみたい」

「たしかに、魂が存在しないって昔から言ってた民族はなさそうだ」

「輪りん廻ね転生という発想もその一つだね。生き物が死ぬと、魂は向こう側へ行っちゃう。そこで回収されてまた別の生き物になって、こっちの世界にやってくるの。記憶も断絶してる。つまり、魂って生命を作る原料なんだよ」

「向こう側って、いわゆる『あの世』のことか？」

「そうそう。そこでほかの生命のために、加工されて、もう一度この世に戻ってくるの。最近は人口増加でちょっと人間用の魂になるペースが上がってるみたいだね。それと、前世の記憶はリセットされてるはずだけど、たまにエラーがあって、前世を思い出しちゃう人もいるみたい」

「新聞をリサイクルして作ったトイレットペーパーみたいなもんか」

「そうだね、リサイクルって発想は近いね」

　死神みたいなのが、「りさいくる♪」って歌ってたしな。

　まさに、リサイクル感覚なんだろう。

「でも、それだと、自分という存在は死ぬと消滅するってことだな」

　たとえば俺おれが死んで来世で牛になったとしても、その牛は前は竹たけば林やし大だい介すけだったと思いだせない。だとしたら、それは竹林大介が消えたことと同じだ。

「そうだよ。だから、そんなのは嫌だって思って、研究を続けた人がたくさんいるの。不老不死の研究もその一つだし、魂に意志がある段階で別の体に入れる方法もあるね。

　──わたしがやってるのも、まさにそれ」

　眞ま如じよ花かが腕組みをして、「どうだ！」という得意げな顔をする。

　これも、また子供っぽい。

　けど、たしかにとんでもない技術だ。

「もし、数分遅かったら、あの世に逝ってたよ」

「だろうな。死神みたいなのが楽しそうに近づいてきたからな……」

　本当に間一髪だったわけだ。命からがらというか、なんというか。いや、命は一度なくなったのか？　定義が難しいな。

　これで、俺がこの場に違う姿でいる説明はついた。

　でも、まだわからないところはある。

「眞如花は魔女なんだよな」

「うん。そうだよ」

「どんな魔法で魂を戻したんだ？」

　そういえば、肝心の魔法というか、眞如花が超自然的な力を使っているのを見ていない。

　野次馬根性かもしれないけど、興味がある。

「あ～、それはね……そんな試しに披露できるようなものじゃないんだよ。なかなかの命懸けなんだから」

　眞ま如じよ花かがダメダメと手を振る。

　なるほど、魂を引っ張るなんて、言葉だけ聞いてもとんでもないことだ。

「とくに魂を遠方から引っ張るなんてことは、準備なしだと難しくて、百回中三回ぐらいしか成功しないんだよ」

「低っ！　俺おれ、三パーセントの確率で生き延びたのか！」

　なんで、そんなところだけ運がいいんだ？　あるいは俺は不幸なんじゃなくて、めったに起こらないようなことばかり起きる体質なのだろうか？

「優秀なご先祖様なら百回中七十回は成功するんだけどね」

「お前が下手なだけか！」

　危うく、あの世に逝くところだった……。

「ところで、すご～く大事な質問なんだが、いいか？」

　俺は、眞如花の目を見て尋ねる。

　これまでのことは極論、原理を知らなくてもかまわない案件だ。

　でも、知らないではすまされないことが残っている。

「眞如花もだいたい、予想はついてるかもしれないけど……」

「そうだよね。大だい介すけも心配だよね……」

　眞如花が小さくうなずいてみせる。

「でも、まかせて！　わたしもずっと練習したんだよ！　オムライスに混入する卵の殻の量が全体の五分の一になったよ！」

「三分の一から五分の一になったのは大きな進歩だが、それでも多すぎる！」

　小学校の頃ころから、眞如花は料理が趣味だった。

　ただし、実力はゼロというか、マイナスだった。

　あの時はひどかったな……。卵の殻が口にちくちく刺さって、血の味がした。殻のおかげでカルシウムたっぷりだけど、血を作るための鉄分がいる。

「しかも、砂糖と塩が別の調味料だということも覚えたよ！　褒めてもいいよ！」

「むしろ、小学生の時点で砂糖と塩の区別ができてなかったお前の味覚を恥じろ！」

「だから、今日の夕食はまかせて！　腕によりをかけた食べても死なない料理を提供するから！」

「食べても死なないって、志が低すぎるだろ！　それと俺がしたい大事な質問はそんなことじゃない！」

「明日の朝食は、パンとヨーグルトとカエル系だけど」

「明日の朝食の話でもない。それと、さらりとカエルって言ったな、今！」

「カエルじゃないよ。カエルとよく似た何かだよ」

「余計悪いわ！」

　調理担当にもぼかされている食材なんて、危なくて食えるか。

「だって、昔、カエル系を入れたオムライス、食べてくれたよ？」

「ウソ……あれってそんな謎なぞの食材が入ってたのか……」

　知らなくていい過去を知ってしまった……。

　小一の時だったかな、「料理を作ったよ」と言われて、漆うるし原ばら家で見た目はオムライスのようだけど、味が明らかに違う料理を食べたことがある。

　やはり、オムライスには絶対入れない食材が入っていたのか……。

「いや、食材なんかより、ずっと重要な問題なんだ。なあ、眞ま如じよ花か、質問なんだが」

「うん、何？」

「俺おれは、元の体に戻れるんだよな？」

　当然ながら、今の俺は本当の自分ではない。

　なんだか、すごく痛い人間の発言のようだが、比ひ喩ゆではなくて事実である。

　今の体はあくまでも人造人間の「ふらんけん君」だ。

　女の子である眞如花が作ったせいかもしれないが、見た目は思ったより美形かもしれない、それでも、自分でないことに変わりはない。

　それに、この体で実家に帰ったら、家族もびっくりするだろう。

　信じてもらおうにも、ＤＮＡ鑑定しても絶対に別人の結果が出るしな。

　そもそも、血液や遺伝子といった概念がこの体にあるのかも謎だ。

「うん、大丈夫だよ！　魂は無事なんだし、体さえ手に入ればどうにかできるよ」

　こっくりと眞如花がうなずく。

　帽子が落ちる。

「わわわっ！　魔女にとって命より大切な帽子が！」

「命より大切な割には扱いが雑だぞ」

　というか、頭に載せてるだけだから落ちるんだと思うが、あご紐ひもで固定したりしたほうがいいんじゃないだろうか。

「人間って、心肺停止から数分以内に心臓が動かないとアウトなんじゃないのか？」

「そこは漆原家の暗黒魔法でどうとでもなるよ」

　さらりと眞如花は言った。

　なんか、聞けば聞くほど魔女というより凄すご腕うでの医者って感じだ。

　怪しい機械があるし、病院みたいなベッドもあるし。

　なにより魔法を実際に見てないから、余計にそう思える。

「でも、落下してから、数時間は経ってるだろ。早くしないと、警察が事故として体を回収するんじゃないか」

　クラスメイトもだいたいの落下地点は目撃してただろうしな。

「ちょうど今、ご先祖様の一人に回収に行ってもらってるの。ご先祖様もプロだから、警察に先を越されることはないよ。だから、最速で今日中には元の体に戻ってもらえると思う」

「それを聞いて安心した。家族にどう報告するか迷ってたんだ」

　俺おれは間違いなく不幸だが、少なくとも両親からはまともに愛されて育った。

　妹の小こ秋あきも口数は少ないが、仲が悪いわけでもない。

　そんな家族をあまり心配させたくはなかった。

　この体で「大丈夫だ」と連絡しても怪奇現象だ。少しだけ我慢してもらおう。

「というわけで、体が戻ってくるまではこの家でゆっくりしててね～」

「わかった。ところで、今思い出したんだけど」

「うん、何？」

「大事な話があるってメール、いったい何の話だったんだ？」

　こうして眞ま如じよ花かと会っているのは極端なイレギュラーのせいであって、本来は明日に会うはずだった。

　どんな話が予定されていたんだろう。

「あっ…………」

　眞如花は帽子のふちを両手で握った。

　まるで頭をかかえているみたいなしぐさだ。

「それは、わたしが魔女だってことの説明のためだよ。だから、もうお話はすんじゃった。だいじょうぶ！」

　まあ、そりゃそうか。それ以上に大きな話なんてありえないよな。

　ひとまず、この真っ黒な研究室で聞く話は終わったかな。

「この体は問題なく動くみたいだし、ちょっと、ほかの部屋も見てまわっていいか？」

「いいよ。体に異常があったら困るから、念のため、わたしもついていくね」

　違和感なく歩けるし、おそらく大丈夫だけどな。

　実験室のドアを開ける。

　廊下に女性が寝ていた。

　ブロンドの髪の女性が腹を出して寝ていた。どんな寝ぞうだよ。いや、その前にどこで寝てるんだよ。

「ふあ～あ」

　寝言を言いながら、女性はおなかをかく。

　うわ、まずい、まずい。服があがる面積が増える！

「ストップ！　ご先祖様！」

　そこに眞ま如じよ花かが来て、服を整えた。

「あ～あ、またご先祖様、こんなところで寝ちゃってる。この廊下はダメだって言ってるのに」

　眞如花がゆさゆさと揺ゆするが、女性は起きない。

「ご先祖様にしてはやけに若くないか」

　どう見ても二十歳前後だろう。

「元は別の体だったんだよ。これも一種の作り物の体だね」

「不死身か。でも、さっき、ご先祖様が俺おれの体を探しに行ってるって……」

　一方的に頼んでいる側なのはこっちだが、ゆっくり廊下で寝られているのも困る。

　遺体として警察に収容されたら、試合終了だ。

「ああ、それはひいひいひいひいひいおばあちゃん、この人はひいひいひいひいひいひいひいひいひいおばあちゃんだから別人だよ」

「何代前かよくわからなくなってきたけど、とにかく別人なんだな」

「うん。あそこに、ひいひいひいひいひいひいひいひいひいひいひいおばあちゃんも寝てる」

　廊下の奥で、もう一人、女性が寝ていた。ほぼ同じ顔をしていた。

「研究は長丁場だからね。漆うるし原ばら家では、こうやって別の体に移って研究するのがよくあるパターンなんだよ」

「漆原家がすごいことだけはよくわかった」

「ちなみに、この家には七人のご先祖様がいるよ。一人は回収に向かって留守だけど」

　そのあとも台所で寝ているご先祖様や、天井に吊つり下がって寝ているご先祖様を見た。

　みんな寝てるけど、俺の体を取りにいったご先祖様は大丈夫なんだろうか……。

　廊下を歩いていると、奇妙なお香のような匂においがする。

　かすかだが、白い煙も漂っているようだ。

「なあ、この煙と匂いは何だ？」

「礼拝室からの煙だよ。見てみる？」

　眞如花の落ち着いた様子からすると火事ではないらしい。

「礼拝ってキリスト教？　でも、魔女ってキリスト教は信じてなさそうだな」

「暗黒魔法にふさわしい、立派で慈悲深い神様だよ～」

　気になったので、煙の元になっている部屋に入ってみる。

　祭壇に「触手を無数に集めてトカゲの体にしたような何かの像」が安置されていた。おそらく、トカゲではない。もっと禍々しい何かだ。

　周囲にはよくわからない儀式用の器とか、気持ち悪いお面が並んでいた。

　それから、よくわからない文字の書かれた石板が九枚立っていた。

　トカゲらしき像から「ヒキカエセ、ヒキカエセ……」という声が聞こえてきた。

　すぐに部屋を出た。

「とりあえず、キリスト教でも仏教でもないことだけはわかった」

「そうだね。少し変わってるかもしれないね」

「あの像が神様なのか？　いったい、何教なんだよ？」

「祭りの日以外は、口にしてはならない名前なんだ。次の月げつ蝕しよくまで待っててね」

「そうか。俺おれもあまり聞きたくなかった」

「平和を守る神様なんだよ」

「ウソだ！　絶対にもっとヤバい系統の神だ！」

　平和を守る神が触手を寄せ集めて作った爬はち虫ゆう類るいみたいな体はしてないと思う。

「え～、星せい辰しんの秩序を守護し、森羅万象の存在をつかさどるありがたい神様なんだよ」

「それ、世界平和とかそういう論理を超越してるっぽいな」

「あっ、そろそろ、いけに──お供えの時間だ」

「今、生いけ贄にえって言おうとしたよな。なあ！」

「気のせいじゃないかな……。この神様は平和を愛する、やさしい存在だよ。敵意を抱かないかぎり、安全だし」

「なんだ、その微妙な補足情報！」

「それじゃあ、お供えを持ってくるね！」

　眞ま如じよ花かは廊下を走っていった。

　まさか、お供えって子羊とかそんなんじゃないよな……。

　一分後、刺身のパックを持って、戻ってきた。

「これをお供えしておけば大丈夫だよ。神様、今日もわたしたちを見守って下さい。近所で犬さんを飼う家が減って、猫さん派の人が増えるようにして下さい」

　眞如花は二回頭を下げて、柏かし手わでを二回打ち、もう一回頭を下げた。

「そんな神社でやるような参拝方法でいいのか!?　それと、後半の願いだけ、変に具体的だな！」

　たしかに、眞如花は昔から犬だけは苦手だった。

　さらに廊下を歩くと、いくつも両側に扉が並んでいるエリアがあった。

「それにしても、広いよな」

　七人もご先祖様がいるらしいから、人口も普通の家庭よりは多いけれど、それでもかなりの部屋数だ。内装も行き届いていて、貴族の邸宅という雰囲気がある。

「漆うるし原ばら家は、魔女としてはなかなか有名な一族なんだよ。伝説上のご先祖様は魂を管理する、聖なる魔女と呼ばれてたぐらいなんだ。それから、いろいろとあって、一族はいつからか【漆しつ黒こくの漆うるし原ばら】って呼ばれるようになったんだけどね」

「伝統あるんだな。ところで、このあたりはどういう部屋なんだ？　ご先祖様の個室？」

　部屋には、それぞれ、ルームプレートがついていた。

　ちなみに、どんな部屋なんだろう。プレートを見てみる。



『危険！　開けると死ぬ！』



『五年以上封印しておくこと』



『開扉可能日　３月３日　５月５日　７月７日　９月９日』



『この扉を開けてはならない。もし、開けたなら…………』



「開けたらダメな部屋、多すぎる！」

　危なっかしいな、この屋敷……。

「ごめんね。ここ、危険な部屋が多いんだ。普通に生活するだけなら、安全だよ」

「普通に生活するだけで危険な屋敷は困る！」

「あっ、大だい介すけ、そこ、踏んだらダメだよ！」

　いきなり眞ま如じよ花かが両手をばたばた振って、必死さをアピールする。

「え、踏むって何かあるか？」

　下ろしかけた足を止めてよく見ると、廊下に魔法陣が描かれていた。

「それを踏むと、復活するから！　復活しちゃうから！」

「何が復活するんだ、何が！　目的語を頼む！」

「『星海に住まいし暴虐の貴種』だよ！」

「まったくよくわからないが、宇宙規模で危ないことはわかった！　つか、そんな魔法陣、廊下に描くなよ！」

　うかうか廊下も歩けないのか、この屋敷……。

　そうやって部屋を案内してもらっているうちに、少々生理現象をもよおした。

　つまり、トイレに行きたくなってきたのだ。

　つか、行きたくなるんだな……。この体になってから水分とってないのに……。

「なあ、トイレ、どこにあるんだ？」

「トイレはね、その廊下をまっすぐ行って右の突き当たり」

「念のため聞くが、開けても大丈夫だよな……？」

「ちゃんと掃除してるから臭くないよ」

「大丈夫そうだな。行ってくる」

　トイレはごく普通の洋式ウォシュレットだった。

　眞ま如じよ花かの表現を借りれば「ゾウさん」も、すごく精密にできており、違和感なく用が足せた。ふざけているんじゃない。俺おれにとってみたら、重要事項なのだ。

　ただ、自分とは違う体でトイレに入るって、変な気分だな……。

　何のアクシデントもなく、終わった。手を洗って、眞如花のところに戻ろう。

　ん…………？

　あれ……………………？

　体が動かないんだけど……。

　ズボンをあげたいのだが、体が自分の意志に全く反応しない。

　つまり、小便小僧みたいな状態になっているのだ。もちろん全裸ではないけど。

　まさか、魂がこの体になじまなかったとか？

　でも、前みたいに浮き上がっている感覚なんてものはない。

　すると、脳内に変なメッセージが流れてきた。

　────重要なアプリケーションをインストールしています。しばらくお待ち下さい。

「なんだ、この発言？」

　────インストールにはしばらく時間がかかります。それまで目の前の景色でも見て待っていて下さい。

「目の前、トイレだから！　とくに見たくもないから！」

　数分動けずにいると、後ろから「どうしたの～」と眞如花の声がした。

「なあ、脳内に謎なぞのメッセージが流れるんだけど、これは何だ？」

「ああ、自動更新だね。魂が入って起動されたせいかな。三十分ぐらいそのままになってるかも」

「思ったよりも時間かかるな……」

「そのシステムは、ご先祖様の流用なんだよね」

「陽気なご先祖様だな……」

　窓から風が入ってくる。下半身が寒い……。

「なあ、どうにかする手段はないか？」

「だって、トイレの中でしょ。入れないよ……ゾウさんのいる個室はちょっと……」

「そうだな。俺が悪かった……忘れてくれ……」

　また、メッセージが頭に流れた。

　────お暇かと思いますので、今週の音楽チャートベストテンをお送りします。

「ああ、暇つぶしにはちょうどいいかもな」

　────第十位は、童謡「ぞうさん」です。

「ウソつけ！　絶対、十位じゃないだろ！」

　このメッセージ、悪意があるぞ！

　三十分、俺おれは下半身をさらしたまま、じっとしていた。ちょっと死にたくなった。いや、俺はすでに一度死んでいることになるのだろうか？

「ごめんね。急に止まったりしないように、改良するね」

　トイレから出ると眞ま如じよ花かに頭を下げられた。

　とんがり帽子が落ちかけたので、手で支えた。

「眞如花、お前、こっちの学校でも天然って呼ばれてるだろ」

「あれ、大だい介すけ、どうしてわかるの？」

「帽子に聞いてみてくれ」

　もちろん、それは冗談のつもりだったんだけど、眞如花はありえない行動に出た。

「ねえ、わたしって天然なのかな？」

　──と、帽子をとって、中身？　に向かって聞いたのだ。

「おい、それで帽子が答えるわけないだろ！」

「天然ダー。天然ダー」

　と帽子が答えた。

「天然なんだ、がっかり……」

「もう天然の話題はどうでもいい！　帽子の中に何がいるんだ！」

「使い魔だけど、見る？」

　眞如花が帽子の中を指差す。

「ツカイマダケドー、ツカイマダケドー」

　また、抑揚のない声が聞こえてきた……。やはり、中に何かいるらしい。

「悪い。遠慮する……。見てはいけないものが出てくる気しかしない……」

　トイレから戻ったあとは、リビングに移動した。

　ここでのんびりと積もる話でもしよう──と思っていたのだが、いまいち会話がはずまなかった。

「本当に久しぶりだよな……」

「しかも、いきなり魔女だって聞かされて驚いた？」

「そりゃ、そうだ……」

　恥ずかしい話かもしれないが、俺は少し緊張していた。

　さっきは、屋敷にツッコミを入れているせいで、あまり意識せずにいたけど──眞如花、こんなに変わったんだな……。

　七年の歳月は長いとはいえ、ここまで美しくなるなんて。

　いわば、初対面の美少女と会話しているみたいな気分だ。

「や、やっぱり……こっちに引っ越してから彼氏とかもできたんだよな」

　幼おさ馴なな染じみだったせいか、保護者的な余計な心配をしてしまう。

「彼氏？　やだなあ。そんな人いないよ。魔女のことがばれちゃったら大変だし」

「あ……そういえば、そうか」

　あんな研究室を一般人に見せるわけにはいかないよな。俺おれも体が別物になってるから、すぐに信じられたけど。

「告白されたことはあるけど、魔女がばれると困るから、お断りさせてもらってる」

「そ、そっか……」

　よかった、よかった……。

　あれ、どうして俺がほっとしてるんだ？

　命の恩人の幼馴染に何を考えてるんだよ。

　ううむ、昔のペースにならない……。これも七年の壁のせいだろうか。

　七年前までは何の照れもなく、手もつないでたけどな。

　今はとてもじゃないけど、そんなことできないな……。

「よし、そろそろ夕飯の支度をするね！」

　眞ま如じよ花かが立ち上がり、キッチンに向かう。といっても、対面式なので、すぐ横に移動する感覚だ。このまま、会話もできる。

　エプロンも漆しつ黒こくなのかと思ったら、そこは無難な白だった。

　色合い的に、どことなくメイドさんっぽい。

「眞如花って料理は好きだよな」

　昔からいろいろな試作品を食べさせられた。

「魔女の実験と似たところがあるんだよね～。一つの食材に無限の可能性があるんだよ！」

　ああ、この世のものとは思えない料理をいろいろと食べさせられた……。

　でも、砂糖と塩の区別もできるようになったらしいし、前よりはマシなものになるだろう……たぶん。

「今日は和風で行こうかな。それとも暗黒料理がいい？」

「全力で前者のほうで頼む」

「じゃあ、和食にするね。いい食材を調達してきたからね。活きがいいよ。まだ、こっちを攻撃してくるぐらいだから」

「攻撃……？」

　何か胡う乱ろんな言葉だな……。生きたままのカニか？

「なあ、手伝ったほうがいいか？」

「ダメだよ。大だい介すけは今日はゲストなんだから。わたしがちゃんとおもてなし料理を作るよ。うわっ、食材が逃げだした。母ほ星しに帰ろうとしてる」

「おい！　母星ってどういうことだ！　そこは百歩譲っても海だ！」

「触手攻撃か、こしゃくな。わたしの包丁のさびにしてやる！」

「なあ、手伝わせてくれ！　むしろ、何を調理してるか見せてくれ！」

「怪しいものじゃないよ。タコ系だよ」

「だから、『系』って何なんだよ！　タコに似た何なんだ！」

「ふう……あやうくまな板を溶かされるところだったよ」

「タコじゃない！　タコにまな板を溶かす力はない！」

「大丈夫だよ、アルカリ水でよく洗浄すれば、毒は消えるし」

「毒って言った！　今、毒って言った！」

　あっ、この感覚だ。

　昔はこんな調子でずっと言い合いしてたよな。

　七年経っても眞ま如じよ花かの中身は変わってないんだ。

「あれ、大だい介すけがちょっとにやけてる」

「ああ、ちょっと感慨にひたってるんだ」

「そっか、タコ系料理が楽しみなんだね。頑張るよ！」

「それは違うぞ。全然違うぞ！」

「ご先祖様もタコをもしのぐ美味さだって言ってたよ」

「そこはしのぐ必要はない。タコでいい」

「タコ焼きにするか、どっちか迷ったんだけどね」

「今からでも遅くはない！　タコ焼きにしてくれ！」

　──不安はあったが、とにかくおもてなし料理が出てきた。

　メニューはご飯、つけもの、豆腐の味み噌そ汁しる、タコ系の煮こみ料理。

　このタコ、足にあたる部分がイカっぽいんだけど……。それと羽らしきものも生えてるんだが、どういう生き物なんだろう……。

「はい、おてんと様と神様と天使様と悪魔様に感謝して、いただきます！」

　眞如花が手を合わせて元気よく言う。悪魔様は余計だと思うが、魔女だからだろう。

「あっ、大介、この人たちがご先祖様」

　いつの間にかテーブルには、ほぼ同じ顔の女性が六人集まっていた。

　寝ていたご先祖様たちが起きてきたらしい。

　ブロンドの髪がまぶしい。

　顔立ちからすると、日本人と漆うるし原ばら家の母国のハーフという感じだろうか。

　美しいが、六人もいらっしゃると壮観を通り越して威圧感がある。

　ちなみに、これで全員ではない。もう一人は俺おれの本体回収に山に行っている。

「この子が眞如花の幼おさ馴なな染じみ？」「こんにちは」「ねえ、眞如花のことってどう思う？」「寝過ぎて頭が痛い……」「ワイン飲んでいい？」「タコ系超おいしい」

　同時にしゃべられたので、よくわからなかった。

　ここは、交流をはかるために何か会話しているほうがいいだろうな。両親が外国にいるわけで、この人たちが眞ま如じよ花かのお目付役に当たるんだろうし。

「ご先祖様たち、趣味って何ですか？」

「囲碁」「ゲートボール」「太たい極きよ拳くけん」「ご朱印集め」「ラジオ体操」「俳句会」

「老人かっ！　いや、年齢的にはそれで合ってるのか……見た目が若いからややこしい……」

　どうやら、別々の個性をお持ちらしい。

「好きな寿司ネタは何ですか？」

「トロ」「サーモン」「〆サバ」「すじこ」「うに」「プリン」

「一人、お子様がいますね」

　たしかに、回転寿司ならプリンは流れてるかもしれないが、寿司ネタではないだろ。

「今、一番したいことは何ですか？」

「「「「「「えっちなこと！」」」」」」

「そこだけハモるなっ！」

　なんか、タチの悪い年の取り方をしているな、この人たち……。

　見た目は若いから、余計にタチが悪い……。

「ご先祖様たち、静かにしてね。ほら、テレビでも見てて」

「アニメでしょ」「時代劇」「国会中継」「プロ野球」「ニュース」「ドラマ見させて」

　六人がテレビのチャンネル争いをしだしたが、こちらは食事に集中する。

「おっ、意外とこのタコ系美味いな。何かわからないけど……」

「よかった～。なかなか捕まえられないんだよ。ご先祖様たちがやった【深しん淵えんの儀式】で偶然召喚できたんだ～」

「うっわ……今、食べたことを急速に後悔する情報が出てきた……」

　ま、まあ、そこそこ味がいいだけマシかな、うん……。

「テレパシーを受信しちゃうと、ひどい頭痛や悪夢にうなされるんだけど、その前にしとめられたし、よかったよ」

「なんか、徐々に人類ごときが逆らってはいけない存在を冒ぼう涜とくしている恐れが出てきたんだが、本当にいいのか……？」

　極めてうろ覚えで浅い知識なんだけど、こんな神様が出てくる神話があったような……。

　怖いので、考えを放棄して料理に集中することにした。

　味み噌そ汁しるに移行する。

「豆腐の味噌汁は確実に砂糖入れてるな。甘すぎる」

「あれ……三回に一回は成功するんだけどな……」

「明らかに成功の確率が三分の一になるような問題じゃないぞ」

「本場の八はつ丁ちよ味うみ噌そも用意したんだけどな。間違って砂糖を入れちゃった」

「今度、どうやってその二つを間違えたのか確認させてくれ」

　やっぱり、味覚壊れてるよな。味覚以外のものが壊れているかもしれないが……。

「それにしても平和だね」

　ほっとしたように眞ま如じよ花かが笑う。

「大だい介すけのことだから、もっと不幸なことが起こると思ってたけど」

「たしかに、バスに乗ってたら、落石が俺おれの上に降ってきたり、川に行ったら、鮫さめが出てきたり、いろいろあったな。川なのに鮫とか、本当にびっくりしたぞ」

「そうだよね、二家族揃って船で島に行こうとした時も、海賊に襲われたしね。あの時、大介だけ誘拐されたよね。山にピクニックに行った時も、山賊に襲われたよね。あの時も大介だけ誘拐されたね」

「あれ、思い出しただけで涙が……」

　あの悲惨な日々と比べれば、今日は本当に平和だ。よかった。

「ところで、俺の体のほうは？」

「ご先祖様から連絡があったよ。今、落下した場所がわかったから、取りにいくって」

「よかった、寝てたわけじゃなかったんだ」

「今、起きたところだって」

「寝てたんだ、ご先祖様！」

「なので、しばらく時間がかかりそうだから、お風ふ呂ろにでも入ったら？」

「いや、でも、そこまでしてもらうの、悪いな……」

　女性ばかりの家のお風呂を使うのは、少しまずい気がする。

「あ～、心配しなくていいんだよ。こっちにもメリットがあって、人造人間の耐水性も確認したいんだ。実際に魂を入れることなんて、ほぼないからね。実験台って言うと気を悪くしちゃうかもしれないけど」

「ああ、なるほどな。そのほうが、こっちも気楽に入れるからありがたいや」

「うん。ご先祖様も自分の魂を移してきただけだしね。ほかの人の魂を入れるなんて、初めてなんだよ。まさか、練習用に開発してたふらんけん君を使うとも思わなかったよ」

　そりゃ、ある意味、神をも恐れぬ行為だからな。うかつにはできないか。

　──というわけで、一番風呂に入ることになった。

　どうせお風呂も広いだろうと思ったが、本当に広い。

　五人ぐらいなら、ゆうゆう入れそうな浴槽、シャワーも三つあるから、本当にそれぐらいまとめて入ることが前提なんだろう。ご先祖様だけで七人いるしな。

　どこで稼いでいるかわからないけど、漆うるし原ばら家が富裕なのは間違いない。

　もうすぐ自分のものでなくなる体を洗うのも変な感じだが、だからこそ入念に洗う。

　飛ぶ鳥跡を濁さずの精神だ。

　そのあと、ゆっくり足を伸ばして湯船につかった。くつろげるお風ふ呂ろって、ほんとに理想的だ。将来、宝くじに当たったら絶対に大きな風呂を作ろう。

　なんだかんだで十五分ほどつかっていた。

　あまり入ってものぼせてしまうし、お風呂からあがる。

「結局、耐水性も完かん璧ぺきだっ──」

　お風呂場から出る前に体が止まった。

　げ……このタイミングで……。

　また、頭にメッセージが流れる。

　──耐水限界を超えたので、肉体運動機能を一時停止します。ゴメンネ☆

　いや、ちょっとかわいく言われても……。

　──でも、どれぐらいの時間、入浴に耐えられるか眞ま如じよ花かにチェックしてなかったあなたにも責任はあるよね。

　まあ、そうかもしれないけどさ……。

　──今回はセーフティモードで起動するため、声の使用も一時停止します。復旧してくれるエンジニアが来るまで目の前の美しい景色をお楽しみ下さい。

　だから、目の前、扉だから！　なんでやたらと景色を楽しませようとしてくるんだ！

　──景色に飽きた場合は、「もしも、宝くじを買って一億円当たったら何に使うか」でも、考えて時間をつぶして下さい。

　余計なお世話だ！　眞如花、余計な機能つけるなよ！

　──この機能はひいひいひいひいひいおばあちゃんが開発していたものを使用しています。

　あ、そうだったな……。

　──暇だと思うので、ひいひいひいひいひいおばあちゃんの本当にあったエロい話をいたしましょう。

　やらんでいい！

　──じゃあ、もう少し待ってみたらいいんじゃないですか、ばいばーい。

　どうしようと思った。

　どうしようもなかった。

　これ、誰だれかが来てくれないと動けないらしいけど、この恰かつ好こうで待機してるのって、変態以外の何者でもないな。

　そして、あわれな被害者が来た。

「あれ、まさか、大だい介すけ、まだ入ってるの？　だいすけー！」

　時間が経ちすぎて、俺おれが出たと思った眞ま如じよ花かが来たらしい。

「だいすけー！　パセリと卵の殻が嫌いなだいすけー！　いないんだねー！　うん、いないみたいだ」

　卵の殻は食べ物じゃない。お前が混入させてただけだ！　それと、声を出せないのは俺のせいじゃないからな！　仕様だからな！

　がらがらがらっ。お風ふ呂ろの引き戸が開いた。

「ゆっくり入ろ──うわ」

　眞如花が固まった。ちなみに、幸いというか、なんというか、タオルのおかげで大事なところは見えなかった。視線が定位置から動かなかったことも幸いした。

「ろ、露出狂だよ！　幼おさ馴なな染じみが露出狂だよ！　ゾウさんによる進軍だよ！　ハンニバルによるローマ遠征だよ！」

　そんなカルタゴの将軍に失礼なたとえはやめろ！

「あれ、もしかして、耐水性の限界？　だったら声も出せないもんね」

　そうです。

「ごめんね、大介が高校生になって新たなる趣味に目覚めたのかと誤解しちゃった」

　幼馴染にどれだけ誤解されてるんだ、俺。

「じゃあ、ちょっと待っててね」

　すぐに眞如花はバスタオルを巻いて戻ってきた。

　それと、なぜか魔女っ娘このとんがり帽子。帽子いるのか？

「そんなに時間かからないから、この場でなおすね。まず、声の復旧っと」

　のどにデコピンされた。

　のどだから、厳密にはのどピンかもしれないが、指ではじくアレだ。

「痛っ！　なんでデコピンなんだよ！」

「ほら、なおってるよ」

　そういえば、いつのまにかしゃべっていた！

「えっ、これでなおるの？　どんな構造だよ！」

「のどに起動用のボタンがあるんだよ。デコピンぐらいの衝撃で押されるようになってるの。ちょっと待ってね……すぐに動くようにするから。魂を入れたの、初めてだから、やっぱりエラーが多いなあ」

　同じような調子で、眞如花はいろんなところをデコピンしたり、つねったりしていった。遊ばれているみたいだが、眞如花が本気なのは顔を見ればわかる。

「え～と、これで水が抜けるから～と」

　ただ、眞如花が真剣なところ、申し訳ないのだが、この構図はよくない。

　ずっとバスタオルだけの姿で眞ま如じよ花かはいったりきたりしているのだ。

　ちょくちょくきわどい状態になる。

　じゃあ、目を閉じろよという話だが、機能停止中のため閉じられない。

「すまん、修理中悪いんだが、バスタオル姿で動くの、やめてくれないか……」

「えっ……」

　また、眞如花が固まる。

　うん、これで察してくれ。腐っても幼おさ馴なな染じみだからわかるだろ。

「ま、まさか……」

　そうだ、そのまさかだ。服を着て戻ってきてくれ。

「バスタオルもとれってこと!?　裸で修理作業をしろってこと？　大変態だよ！　変態の征せい夷い大たい将しよ軍うぐんだよ！」

　眞如花は顔を赤らめて泣きそうになっている。えっ、これ、俺おれのせいなの？

「大誤解だ！　そんな意図は毛頭ない！」

「まさか、裸でこの帽子だけつけて作業しろってこと？　裸でやれって言うよりエッチだよ！　エッチのグランドスラムだよ！　大だい介すけなんてタコ系の触手地獄に落ちちゃえ！」

「待て、頼むから待ってくれ！　帽子をかぶってるのはお前だ！　そんな趣味はない！　信じろ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　なんだかんだで信じてもらえるまで、五分を要した。その間、エロティック三冠王、変態大明神、エッチエベレストなど、数々の称号をいただいたが、すべて返上する。

　これは幸せなのか、不幸なのか、どっちだろう？



　　　　　　　　



「そろそろだよな」

　壁の時計を見ながら、俺おれはつぶやく。

　時刻は夜十時。そろそろ、竹たけば林やし大だい介すけの肉体確保の連絡が入るはずだった。

　俺たちは実験室で連絡を待っている。

「なかなか電話来ないな……」

「ご先祖様は、どんなところでも五分で寝るほどの肝の据わった人だから大丈夫だよ」

「それ、信用に足る情報じゃないけど、信じることにするわ」

　視線は旧式の黒電話に注がれている。あそこに連絡が来るはずだ。

「ところで、なんであんなに古い電話を使ってるんだ？」

「黒電話って名前がいいよね。それに、あの黒いフォルムがいいよね」

「ところで、一番好きな仮面ラ○ダーは？」

「仮面ラ○ダーブラックＲＸ」

　とにかく黒いものが一番好きらしい。

　そういや、眞ま如じよ花か、イカ墨スパゲティが好きだったな。

　そして十時を五分ほど過ぎたころだった。

　じりりりりりりり。

「「電話！」」

　眞如花がすぐに電話をとる。

　俺も顔を近づけて話を聞く。まさに自分の命がかかっているのだ。

『あ、眞如花、私。山だと携帯が圏外だから、下山してから電話してるんだけど』

「はい、ご先祖様、無事に回収に成功した？」

『それが、ダメだったの……』

　あれ、聞き間違いかな？　とんでもない一ひと言ことが聞こえたような。

『何者かに奪われたの』

　奪われた!?

『どうやら私が来るのを待ってたみたい。彼の体のところに行ったら、そこに、ほかの女がいてね、私に向かって見下したように鼻で笑って、『これは渡さない』って言って、彼の体ごと消えたの。間違いなく、魔女の仕業だね』

「ご先祖様、詳しく聞かせて！」

『今わかることはそれだけ。じゃあね』

　電話が切れたあと、俺おれはその場に崩れて膝ひざ立だちになる。

「ウソだろ？　体が盗まれた？　どこにでもいる男子高校生だぞ？　何の価値もないぞ？」

　不幸が、また不幸がやってきた……。

　いつも、こうなんだ、俺の人生は。期待をさせてはきっちり裏切ってくる。

　頭が上う手まく回らない。

　喪失感だけが強烈に体を支配する。

　体がないのなら、竹たけば林やし大だい介すけはいないのだ。

　今の報告をもって、竹林大介は死んだ。

「そうだよな。この俺があっさり体を手に入れられるだなんて、そんなおいしい話があるわけないか」

　目がうるみそうになる。

　自分の体でもないのに、きっちり泣けるだなんて、なんたる皮肉か。

　それとも泣けるだけありがたいのかな。魂が向こうに行っちゃったら、泣けないもんな──

「──絶対に見つけるから」

　後ろから肩に手を置かれていた。

　もちろん、眞ま如じよ花かだ。

「いつになるかは約束できない。でも、必ず見つけてあげるから。大介の体、取り返してあげるから。だから、それまでは不便かもしれないけど、その体でいて」

　その手は体中の熱が集まっているんじゃないかってぐらい、熱かった。

「それで、お互い、元の体で再会しよう。それでいろんなところに行こう」

　まるで自分のことのように眞如花は怒り、解決を約束してくれた。

　それに比べて俺はどうだ？　このちょっとした間でも、自暴自棄になりかけて、不幸だと嘆こうとしてた。そんな人間、そりゃ神様も救いの手なんて差しのべてくれないだろうよ。

　ちゃんとしろよ、俺。

「そうだな、いろんなところに行こうな、眞如花」

「うん。タコ系の本拠地と言われている水中都市に行ったりしよう」

「そこは行かない」

　どうして、ちょくちょくそんな危ないものに会わせようとするのか。

「ありがとな、眞如花。元気出た。それと、これからもよろしく」

　振り返ると、眞ま如じよ花かは笑ってくれていた。

　そうだよ、眞如花には笑顔のほうが似合う。

　俺おれにはもったいないような笑顔だ。少しときめきかけた。

「メンテナンスはまかせてね！」

「止まらないように頼むな」

　しばらくはこの、ふらんけん君の体で生きていかないとな。

　でも、まだ重要な問題が残っていた。

「さて…………………………………………家への連絡、どうしよう……」

　魂はあるので復活するまで待って下さいと電話をかけるわけにもいかない。悪質なイタズラ電話だと思われる。でも、最低でも俺は山で行方不明になった状態のはずで、このまま放っておくわけにもいかない。

「よし、いつもクールな妹君に聞いてみるか。携帯に直接かけてみる」

　小こ秋あきは普段から感情の動きが見えづらく、何を考えているかわからない奴だが、その分落ち着いていることに関しては定評がある。

「小秋ちゃんの電話番号、覚えてるの？　わたしも多分登録してるけど」

「大丈夫だよ。忘れようがない電話番号だからな」

　×××－｜××３５－｜３５３５

　ミコミコミコ。巫み女こさんが三人と覚えてればいい。妙な電話番号だ。

　ワンコール目から小秋が出た。

『お兄ちゃん』

　あれ、漆うるし原ばら家の電話番号からかけてるのに、なんでわかるんだ？

「あ、小秋、落ち着いて聞いてくれ。俺だよ、俺」

　これじゃ俺俺詐欺みたいだな。

『お兄ちゃんから、電話、来ることは、知っていた』

「え、どうして……」

『私は巫女だから』

　かえって向こうからサプライズが飛んできた。

「すまん、意味がまったくわからん」

『ちなみに、ママも、巫女。安心して。お兄ちゃんの状況は、家族一同、把握してる。学校にも、連絡してる』

「いやいやいや！　俺の家系、神社なんてやってないだろ！　父さんはサラリーマンだし！」

『巫女、というのは、日本古来の、魔女の総称。神社で、ご奉仕する、とは、限らない。パパも、魔法は、使えないけど、神官の、末まつ裔えい』

「ふ～ん、そうなんだ──ってあっさり納得できるか！　どんな家系なんだ、俺おれの家!?　まさか、俺が不運続きだったのもそれと関係あるのか？」

『…………お、お兄ちゃん、大好き。あいらぶゆう』

「え、え…………何、言ってるんだよ！　理解が追いつかないんだけど…………」

　あまり強い感情表現をしない小こ秋あきがそんなことを言うなんて、整理が追いつかない。話もぶっ飛んでしまいそうだ…………あれ？

「あっ、今、話をそらそうとしたな！　爆弾発言で話をそらそうとしたな！」

『ばれたか』

　危うくこれまで以上の衝撃のサプライズで誤魔化されるところだった。

『能力のある、巫み女こが、何代も、続くのは、奇跡……。その分、穴埋めのように、不幸が、お兄ちゃんに……』

「え、何その、繁栄の裏にあるごみ処分場みたいな扱い……俺、泣いていい？」

『泣いて、解決すると、思ったら、おおまちがい』

「わかってるよ！　いちいち言うなよ！」

『ごめん、お兄ちゃん……』

　無表情に聞こえるけど、声がふるえていた。

　その声で、小秋が勇気を出して、俺に事実を伝えてくれていたことがわかった。

　あんたの不幸は自分たちのせいだ──いわば、そんなことを小秋は言おうとしていたんだ。責められるのも、覚悟のうえで。

　この電話の内容のすべてが、壮大な告白なんだ。

「謝る必要なんてないだろ。俺は恨んでなんかない。間違いなく、小秋のせいじゃないしな。運を憎んで人を憎まず、だ」

　運を憎んで人を憎まず──たしかに俺は運は悪い、でも、それってつまり、ほかの誰だれかのせいじゃないってことと同じだ。

　だから、俺は失敗も問題も誰かのせいにしない。自分のせいか、運のせいだ。

　そうしないと、俺の不運でまわりのみんなまで不運にしてしまう。そんなの最悪だろ。

『ありがとう。さすが、高校生とは、思えない、苦労人の人生を、歩んでるだけある』

「お前、微妙に上から目線だな」

『だけど、その苦労は、まだはじまりに、すぎないのだった』

「どういうことだよ！」

『兄さんは、巨大な魔女同士の争いに、巻きこまれる、かもしれない。そう、おおいなる【魔女戦争】に。易えきの観測結果ではそうなっている』

「なあ、その物騒な固有名詞は何だ？　なあ！」

『お兄ちゃん、大好き。あいらぶゆう』

　一方的に電話を切られた。

　でも、これで家に連絡するって問題は解決したな。

　最初から知ってたみたいだけど……。

「小こ秋あきちゃんと仲いいんだね。あいらぶゆうだなんて」

　ちょっと、眞ま如じよ花かの機嫌が悪くなっていた。なんでだろう？

「いや、あれは小秋のギャグだろ。それより【魔女戦争】って何だ？」

　眞如花の顔色が少し曇った。

「名前のとおり、大昔のヨーロッパで、魔女たちがいくつかの陣営に分かれて争った戦争のこと。でも、そんなことが起こる可能性はないよ。現代は陣営が何百にも分離してるからね」

　なるほど。組織が無数にあれば、戦争なんて形に発展しようがないか。

　ただ、小秋の預言めいた発言は気にかかるんだよな……。

「そんなことより、早速、明日に向けて考えることがあるよ」

「朝食にカエルは入れなくていいぞ。パンとヨーグルトだけでいい」

「学校に通うの、どうしようか？　わたしの行ってる学校なら話をつけられると思うけど」

「へ？」

「だって、大だい介すけも高校生だもん。勉強しないといけないし」

「いや、それはそうだけど……」

　その時、妙に眞如花の顔が赤くなった。

「それに……大介と一緒に学校行きたいし（ぼそっ）」

「ん？　聞きとれなかったんだけど？」

「気にしないで！　そにかく学校行こうね！　準備もするから！」

　眞如花が自分の胸を、ぱん！　と叩たたいて言った。



    

  
    
      
２話　転入生、火を吹く



「まつもりしょうすけ、まつもりしょうすけ、まつもりしょうすけ」

　朝から俺おれはその名前を連呼していた。

「大だい介すけ、パン焼けたよ！　ほら、真っ黒になんてなってないよ！　すごいでしょ！」

「はじめまして、松まつ森もり章しよ介うすけです。眞ま如じよ花かの従兄いとこにあたります、これからよろしくお願いします──よし、これだ」

「ほら、大介できたよ。大介はマヨネーズを塗る派？　それとも醤しよ油うゆマヨネーズ派？　あ、わたしはバターは使わない主義なんだよ」

「親の都合でまた引っ越しするかもしれませんが、仲良くしてやって下さい──うん、悪くないな」

「でも、真っ黒なパンもあれはあれで味わいがあるよね。やっぱり、黒い色を見てると、落ち着くよね！」

「俺は今日から松森章介だ、松森章介だ。竹たけば林やし大介じゃない」

「…………大介のパンにカエルジャム塗ろうっと」

「やめろ。そんなユニークなジャムを使うな」

　眞如花はぷく～っと顔をふくらませていた。

「なんだ、声聞こえてるじゃん。どうして、無視するの？　朝から無礼者大会だよ、失礼甲子園だよ」

　なぜか眞如花って物事を強調する時、謎なぞの造語を使うよな。

「今日から学校に通う間は松森章介で過ごすからな。その予行演習だ」

　名前は昨日のうちに決めた。

　竹林を松森に変更。

　下の名前のほうは変えなくてもいいんじゃないかと思ったが、眞如花が「イメチェンしてみたら」と言ってきたので、章介にした。大介だから、小介にしようかと思ったけど、それだと弱そうすぎるしな。

　この名前で眞如花の通っている学校に行く。最初は家に残って、家事手伝いでもしようかとも思ったけど、七人のご先祖様たちがそういうことはやってくれるらしい。

　それと、夜中に俺の本体を探しに行っていたご先祖様も戻ってきたらしい。ちょっと気落ちしてたらしく、「ごめんね」と謝られたが、悪いのは盗んだ側だ。

「ちなみにご先祖様たちは？」

「まだ寝てるよ」

「本当に家事とかやってるのかな……」

「ご先祖様は一日十六時間寝てるからね」

「思った以上に寝てるな」

　けど、こうやってあらためて見てみると──魔女の要素がどこにもないな。

　かろうじてあるとすれば、眞ま如じよ花かが着ているゴスロリっぽいパジャマぐらいか。でも、それはゴスロリッぽい人でも着る可能性はある。

　ちなみに俺おれはまだバスローブを着ている。服も買わないとな。

　いまだに魔法なんてものも見てないし、まさか壮大な与太話なんてことは──ないか。

　それだと、俺が別人として動いている理由が説明できない。

　朝イチで、鏡を確かめたけど、完全なる別人だ。今の俺は大だい介すけじゃない。

「よ～し、じゃあ、大介、学校に行こっか！」

「学校行く時は、『章しよう介すけ』だからな！」



「まさに魔女の屋敷だな」

　外に出て、漆うるし原ばら邸の外観を確認してみた。

　レンガ造りの家に細い煙突のようなものが立っていて、いかにも怪しげな工房だ。

　そして、壁にはツタが絡みついていて、なかなか雰囲気がある。

「かなり昔に建てたらしいからね。余計に雰囲気があるんだ」

　ある意味、かっこいいけれど、目立ちそうだ。

　さすがに魔女が住んでいると思う人間はいないだろうが。

「うわ、絶景だな、これ」

　それと、漆原邸はかなり高台にあるらしく、近所から港町が一望できた。

　海の奥には巨大な島が見え、そこに向かって大きな橋がかかっている。

「うん、眺めはいいよ。ここのお屋敷はもともと、ひいひいおばあちゃんが建てたものなの。本格的な魔女修行のために引っ越してきたんだ」

「なんか、魔女ってことを除くと、普通にお嬢様だよな」

　それに引きかえ、竹たけば林やし家は見事なぐらい、何の変哲もない一軒家だ。

　まさか、巫み女この家系だなんて、昨日まで考えもしなかった……。

「ところでその制服、サイズは大丈夫だった？」

「うん、ちょうどいいけど。でも、よく一日で用意できたな」

　俺が着てるのは眞如花が通っている学校の制服だ。眞如花の家に男はいないので、つまり、昨日の夜から手配してもう調達したことになる。

「学園長、そういう融通はすごくきくんだ。学校が魔女用に特化してるから」

「え、どんな高校なんだよ。魔女だらけなのか……？」

　脳内にハリポタ的な世界が浮かぶ。

「眞ま如じよ花かの制服もどことなく魔女っぽいな」

　ありえないレベルではないが、ゲームやアニメにこういうキャラがいますと言われれば、信じてしまいそうなデザインだった。

「学校も表は普通だよ。それとわたしもどれぐらい魔女が在籍してるか知らない。魔女って基本的に個人主義で、情報も出さないからね」

「魔女はたくさんいるらしいけど、誰だれがそうかはわからないってことか。でも、どうして、この街に集まってるんだ？」

　ところで、「この街」ってどこだっけ。何度も眞如花から聞いたはずなのに忘れている。地理は苦手なんだ。

「魔法って、無尽蔵に使えるわけじゃないんだ。車を動かすのにガソリンがいるみたいに、エネルギーがいるの。そのエネルギーがたくさん埋まってる街が、たまにあって、それがこの法のり扉と市なの」

　法扉というと、たしかに港町として有名だ。山と海が極端に迫っているが、もしかすると、そういう地形が魔法のエネルギーみたいなのを作るんだろうか。

「隣の港町は本物のタコの水揚げで有名なんだよ」

「偽物との区別が必要なのは、漆うるし原ばら家だけだ」

　今後も食事はこまめにチェックした方がいいな。

「でも、魔女の間でも、あんまり交流はしないものなんだな」

「なかには、悪い魔女もいるからね。わたしたち【漆しつ黒こくの漆原】の魔女は正義の暗黒魔法使いだけど」

「なんでも正義ってつければいいってものじゃないぞ」

　悪い魔女がいるなら、なおさらばれないようにしないとな。

　トラブルが起こると文字通り命にかかわる……。

「悪い魔女じゃなくても、魔女ってばれたら嫌われちゃうかもしれないしね」

　ぼそりと、付け加えるように眞如花が言った。

「まあ、変な目で見られたら嫌だよな。俺おれも気をつける」

　でも、眞如花って名前が、いかにも魔女っぽいんだが……逆に、そんな名前の魔女はいるわけないと思ってもらっているんだろう……たぶん。

　漆原邸は丘のてっぺんのようなところにあるので、今はずっと下り坂を歩いている。

　付近は住宅地と雑木林が半々ぐらいだ。

　俺が言ってもいろいろと説得力がないかもしれないが、平穏な雰囲気の街だ。

　そこに、美少女と公言しても誰も文句を言えないような眞如花が歩いている。

　自然と絵になる光景だ。映画を見ているような錯覚すら覚える。

　そのせいか、また俺おれは緊張していた。

　前に眞ま如じよ花かと登校していたのは、小三の時だ。

　あの頃ころは、男女で一緒に通うなんて恥ずかしいという意識もなければ、もちろん女の子と登校できてうれしいなんて意識もなかった。

　相手がほかの女子なら違ったかもしれないが、眞如花とはほぼ三百六十五日すべて顔を合わせていたので、そういう感覚はマヒしていた。

　だけど、今はどちらも高校生だ。

　一緒に歩くのを意識するなと言うほうが無理だ。住宅地を歩いていると、時たまほかの制服の男女とも遭遇するが、その目が全部こっちを見ているような気になる。

「どうしたの？　緊張してる？」

「え？　いやいや、緊張なんてそんなバカな！」

　鈍感な眞如花にまで見透かされるなんて、恥ずかしすぎる……。

「高校デビューみたいなものだもんね。緊張しちゃうよね」

「ああ、ある意味、これも高校デビューに入るのかもな。リア充になる必要はないんだが」

「わたしも、少し緊張してるぐらいなんだもん」

「そっか。眞如花ですらそうなんだな」



    

  
    
      



    

  
    
      「うん、いつもなら歌を歌いながら登校してるからね」

「歌？　最近はやってる歌とかか？」

　眞ま如じよ花かはジャニーズ系の曲にも、ロックにも興味がないイメージがあるんだが。

「では、歌います」

　小さく咳せき払ばらいしてから、眞如花は歌いだした。

「ひつじのくび～、とかげのあたま～、おなべにまぜて、とくせいのくすり～♪」

「ストップ、ストップ。眞如花、ちょっとこっちに来い」

「何？　この曲は『第五黙示録』って言うんだけど──」

　とりあえず、ほっぺたをつねった。

　おおお、のびる、のびる。

「なんふぇ～？　いふぁいんだけど……」

「今後気分がよくても歩きながら歌を歌わないように。迷惑だから。とくに歌詞が。不審がられる」

　眞如花は天然なんで、たまにこういうありえないことをするから要注意だ。

「せめて、三番まで歌わせてよ」

「ダメ！　つか、何番まであるんだよ、その歌！」

「６６６番」

「歌詞、覚えられないだろ！」

　どこまで冗談なのかさっぱりわからないな……。ある意味、眞如花らしいが。

「わかったよ。じゃあ、歌はやめるね」

　と言いつつ、眞如花は俺おれの手を握る。

　力を入れると壊れてしまいそうなほどやわらかな手だ。

　これが本当に同じ人間の手なのかと思ってしまう──じゃなくて。

「どうして、手を握ってるんだ？」

「幼おさ馴なな染じみなんだし、手ぐらいつないで行こうよ。ダメ？」

　首をかしげて、眞如花は尋ねてくる。

　思わず、「まったく問題ない」と答えそうになった。危ない、危ない。

「ダメに決まってるだろ！　そんな登校、目立ちすぎる！　それに幼馴染だからって普通は手をつないで登校しないの！」

　そんな空気の読めない転入生は困る。

「そうだよね。ごめんね」

　しょんぼりして、眞如花は手を離す。

　そんなしぐさも全部が全部、なんというか、その……すごくかわいい。

　どうやら、眞如花は自分が美少女に育っていることに気づいてないらしい。

　おかげで俺おれもつまらないところで、あたふたしてしまっている。

　落ち着け、相手はあの眞ま如じよ花かだ。小三まで毎日のように会ってきたし、メールだって毎日のように送ってた、あの眞如花だ……。

「ところで、学校ってどこにあるんだ？　そこそこ歩いてるんだけど」

　さっきからずっと坂を下っている。近くに学校があるようには見えないが。

「学園はね、丘の上だよ」

「丘の上って、ずっと下ってるぞ」

「丘の上だよ。隣の」

「へ？」

　二十五分後。

　真しん宝ぽう学がく園えん──と書かれた門柱の前まで来た。

「疲れた……」

　学園は漆うるし原ばら邸の隣の丘にあった。つまり、一度丘を降りきって、もう一度あがるという、とんでもなくしんどいルートなのだ。

　たしかに電車通学などと比べれば近いが、しんどいことに変わりはない。

「この街はいくつも丘があるんだよね。きっと、すぐに慣れるよ」

　十二月なのに少し汗ばんだぐらいだ。でも、眞如花は何でもないという顔をしている。そういえば昔から体の割に体力はあるほうだった。

「疲れすぎて、また停止するってことはないよな？」

　この松まつ森もり章しよ介うすけの体に魂が入ってから、まだ二十四時間も経ってない。

　不測の事態のリスクは、怖いけどある。

「のぼりの坂でも停止しなかったから、大丈夫なんじゃないかな」

「トイレで停止とか本気でしゃれにならないからな……」

　そんなことになれば変人確定だし、正体がばれる危険さえ出てくる。

「ところで、眞如花の通ってたのって、まさか、あの真宝なのか？」

「そんなに有名なの？」

「ああ、甲子園でも、高校サッカーでもスポーツの大会に名前を連ねるのはもちろん、世界的な学者も何人か輩出してる。徹底したスペシャリスト養成校って話だ」

　こういうのって、中の人間はなんとも思わないんだろうな。

　真宝か。無理矢理、漢字の読み方を変えれば「まほうがくえん」になるな。たしかに、いかにも魔女が集まってそうだ。

「よし、まず学園長のところに行こっか。すごい人だよ」

「そうだよな。これだけ有名な学校のトップだもんな、すごい人だろうな」

「うん、すごく変な人だよ」

　すごく嫌な予感がした。

　眞ま如じよ花かが変であることを強調するぐらいだから、とんでもない人間なんだろう。

　目が五つあるぐらいのことは覚悟しておいたほうがいいかもしれん。

　勝手知ったる眞如花は校舎の中に入っていく。建物の外壁も内装も教会のようだ。あるいはキリスト教系の学校なのかもしれない。

　まだ早朝だが、ちらほらといる学生から見られているのがわかる。

　見慣れない男が美少女と一緒にいるわけだから目立つよな。だが、単独行動を取るわけにもいかない。迷うだけなら大丈夫だが、止まる恐れがある。

　それに、俺おれは竹たけば林やし大だい介すけじゃない。

　まったくつながりのない別人として生活しないといけない。多少の注意はいる。

　実のところ、漆うるし原ばら邸に引きこもるという選択肢もあったと思うが、眞如花の精神的負担になるのが容易に想像できるので、諦あきらめた。

　廊下のちょうど真ん中あたりに学園長室があった。

「はい、ここだよ。学園長、入りますね」

　こんこんと扉をノックすると、返事も待たずに眞如花は開けていく。

「おい、確認せずに開けて大丈夫なの──」

「ひ～～～～～ひっひっひっひっ」

　部屋の奥では、しわくちゃの老婆が煙の出るフラスコの前で高笑いしていた。

　服は真っ黒なローブで、首にはドクロの首飾りがついている。

　それと机には黒猫。「何の用だ」とばかりに睨にらんでいる。

　もう、誰だれがどう見ても魔女だ。しかも悪役系の。

「あの、すみません……」

「ひ～～～～～ひっひっひっひっ」

　これは話を聞いてないな。

　むしろ、あんまり話もしたくないのだけど、そういうわけにもいかない。

「ひ～～～～～ひっひっ、ひっひひっひっひっひっひっひひひひひ、しゃ……しゃっくりが止まらぬ」

「しゃっくりなの？　今の高笑い、しゃっくりなの？」

「ひっひっひっ……ちょっと待ってくれ。横隔膜のけいれんは熱い液体を摂取することで回復する……」

　学園長（だと思う。眞如花の言ってたように、すごく変人だし）はフラスコの液体をおもむろに口に流しこんだ。かなり加熱されてたようだが……。

「熱い！　火傷した！　それとけっこう苦い！」

「そりゃ、そうだろ！　気づけよ！」

　あんまりふざけているので、タメ口でツッコミを入れてしまった。

「だが、しゃっくりは止まったぞ。それと、薬の効果もそろそろ現れてくる」

　すると、信じられないことに、急速にしわくちゃの体が若返っていく。

　四十歳ぐらい、三十歳ぐらい、二十歳ぐらい……。

「ええええっ！　どうなってるんだ！」

「うるさいな。漆うるし原ばら家で居候してる人間が驚くな」

　その魔女の変化は止まらず、今度は体が縮んでいく。

　最終的には小学校低学年ぐらいの容姿になって、やっと止まった。

　よく見ると、なぜか服まで小学生サイズになっている。

　どこからどう見ても子供の魔女である。七年前の眞ま如じよ花かよりも小さいかもしれない。

「ふう。やはりアンチエイジングにはバファ○ンが効くな」

「それ、絶対にバファ○ンじゃない！　そんな成分は入ってない！」

「バファ○ンに含まれるやさしさの成分を凝縮させると、若返りの秘薬になることを知らぬのか」

「世間一般には知られてないぞ。と言うか、製造部の人でも知らないと思う」

「そういう既成概念にこりかたまっておるから、成長せぬのだ。愚か者め。ああ、その体が成長することはないか。話はすべて漆原から聞いておる。私はここの学園長の高たか田だ良りよ子うこだ」

「言動の割に名前は普通だな」

「その服も調達してやったのだから、もう少し敬え」

　そっか、制服の手配は学園長となされていたわけだな。

「ありがとうございました。しばらく、この学校で厄介になります」

　お世話になっているのは事実だし、頭を下げる。敵にまわしたら、大変そうだしな。

「うむ、苦しゅうない、苦しゅうない」

　ありがとうと言われて、学園長はご満悦らしく、子供っぽく笑った。

「高田学園長は、真しん宝ぽう学がく園えんを一代で作った大物魔女なんだよ～」

「うむ。もっと褒めるがいい」

「普段はこの小学生の体で過ごしてるんだ。『幼すぎる学園長』として有名だよ～」

「うむ。私自身が学園のマスコットと言っても過言ではないな」

「年齢はピ───」

　眞如花の声に放送禁止用語にかかるような音声がかかった。

「不適切な発言はこの室内では話せないようになっている。漆原、以後、気をつけるように」

　本当に何でもありな学園長だな。

　しかし、さっきの老婆もまずいが、こんな子供でもまずいだろ。

「この恰かつ好こうだと、教頭がはあはあして、勝手に事務を進めてくれる」

「そんな教頭はまずいだろ！」

「心配するな。教頭は高校生には興味はない。学園内は健全だ」

「そういう問題じゃないだろ！」

「おいおい、お前は私と漫才をするのが目的じゃないだろう」

　学園長は容姿に似合わない、俺おれを見透かしたような目をした。

「しばらくはここで松まつ森もり章しよ介うすけを演じていろ、竹たけば林やし大だい介すけ。泥棒の正体もいずれわかるだろう」

「泥棒？」

「お前の体を奪った『泥棒』のことだ」

「えっ、まさか心当たりが？」

　だとしたら、本当にありがたい。俺には犯人の見当もつかない。

　けれど、学園長はゆっくりと首を横に振る。見た目だけは少女なので妙にかわいい。

「心当たりはない。ただ、話を聞いたかぎりだと、犯人のほうから接触して来る可能性が高い」

「どうして、そういう結論になるんだ？」

「お前の体を持ち去ることだけが目的なら、回収に来るのに合わせて持ち去るようなことはしない。とっとと事を運べば、盗まれたことすらわからなかったはずだ」

「たしかに、そうだ……。だとしたら、俺に接触してくる理由って何だ？」

　魔女にケンカを売ったことはないと思う。

「さあな。いずれ相手も動くだろう。覚悟はしておけ。無論、漆うるし原ばらもな」

　学園長が眞ま如じよ花かのほうを見る。

　たしかに、狙ねらわれているとしたら、眞如花だな。

　まさか、誰だれかに追われているなんてことは────

「か～わいいな～、猫さんはぁ。にくきゅう、にくきゅう～♪」

　眞如花は黒猫を撫なでていた。

「にゃ～にゃ～にゃ～」

　目つきの悪かった猫も、すっかり毒気を抜かれてじゃれている。

「わたし、犬さんは苦手だけど、猫さんは大好き！」

　そういや、野良猫に好かれすぎて、囲まれたこともあったな……。

　まあ、こんな眞如花を恨んでる奴なんていないか。

「せいぜい、目立たんようにやれ、転入生」

「はい、せいぜい気をつけますよ」

「お前もここに通うからには、私の生徒の一人だ。学園長として、お前の身、命を懸けて守ってみせよう」

　胸に手を当てて、幼子の容姿には不似合いなほどの真剣な顔で学園長は言う。

「高たか田だ学園長……」

　単なる変人じゃないんだな。

「ところで話は変わるが、携帯の番号を交換しよう」

「ほんとに話変わったな！　もう少し切り替え方考えろよ！」

　松まつ森もり章しよう介すけ名義の携帯を出す。

　いまどき、高校生で携帯がないというのは不自然だということで、用意してもらっている。通話料は漆うるし原ばら家に払ってもらう。申しわけない。

「ああ、それとお前の転入するクラスは一年三組、漆原と同じクラスだな」

「そういえば、担任の先生にあいさつしないと」

　いつのまにやら時間が経っていた。急がないとホームルームになる。

「クラスに行け。担任もすぐにわかる」

　なぜか、学園長が、にやっと笑った。



　　　　　　　　



　さて、いよいよ教室に向かう。一年三組だ。

　ばれてはいけないせいもあるが、転入って落ち着かないな……。

「わたしまで転入してきたみたいで、緊張してきたよ。緊張オリンピックだよ……」

　眞ま如じよ花かもそわそわ落ち着かないらしい。ある意味、自分の実験作のお披露目だしな。

「目立たなければ、それでいいからな。キーワードは『平凡』だ」

　ちょうど教室の前に髪をお団子状にまとめた女の子が立っていた。

　チャイナドレスを着たら似合いそうだ。いや、そんな趣味はないぞ？

「あっ、あなたが転入生ですね！」

　女の子は俺おれと目が合うと、少し睨にらんできた。

　どうして初対面から目をつけられるんだ？

「ワタシは海かい龍りゆ寺うじきりん、このクラスの委員長兼担任です」

「俺は松森章介。すまん、委員長はわかるが、その先の担任はどういう意味だ？」

　いくらなんでも、担任ができる年齢じゃないだろ。

「数日前に担任の先生が急病で入院しちゃって、代役の先生が来るまで、クラスで一番成績のよかったワタシが担任をつとめる権利を得たんです。それまでは海龍寺先生と呼ぶようにして下さい」

　海龍寺きりんは少し得意げだ。

　そんなの制度上アリなのか？　ほんとになんでもありの学校だな……。

「今回は臨時の担任ですが、ゆくゆくはこれを常態化させ、教師の権限を接収し、クラスでの権力維持を図るのです。生徒会よりも強大な権力を……」

　黒い笑みを浮かべる海かい龍りゆ寺うじ。

「初対面ながら忠告させてもらうけど、そういうの黙っているほうがいいぞ……」

「ふふ、この学校を思い通りにすることができたら、あんなこともこんなことも……まずはそうですね、銅像とコロシアムですね……ふふふ……」

「話を聞いてないな、まったく……」

「すみません、権力をもてあそんでいる様子を想像していたら、我を忘れていました」

　ちょっとは羞しゆ恥うち心しんがあるのか、海龍寺は小さく咳せき払ばらいして、顔を赤くした。

「まあ、権力を握って酒池肉林の宴を開催している妄想とか、思春期の少年少女なら誰だれでもやりますよね。ワタシは普通です」

「普通じゃないぞ！　アブノーマルだぞ！」

　あ、そうだ、海龍寺がイライラしていた理由を聞いておこう。

「ところで海龍寺さん」

「先生と呼んで下さい」

「…………先生、ちょっと怒ってらっしゃったようですが、何かありましたか？」

「ああ、思い出しました！　あれは、いくらなんでも非常識です！」

「え？　俺おれ、何かやったか？」

　学園長室に寄っただけで、トラブルを生みだしたことにはならないはずだ。

「あれですよ、あれ！　知らないんですか？」

　廊下の掲示板を海龍寺きりんが指差す。

　そこには、俺の顔写真付きポスターが張ってあった。

「いやいやいや、どうしてポスターなんだよ！　いつの間に！」

　しかも、妙なキャッチコピーまで入っていた。



　学園にあらゆる種類の革命を起こす　松まつ森もり章しよ介うすけ



「選挙ポスターかよ！」

　スタートの前から目立ってどうするんだよ！　しかも痛いわ！

「あれ、朝から学園長様がこれを掲示するように言っていましたよ」

「学園長め！　何が目立たないようにしろだよ！　それと、学園長に様までつけるんだな」

「権力のある方を敬うのは当然です」

「そっか、それが君のスタンスだな」

「いずれ、ワタシが学園ともども乗っ取りますけどね（ぼそっ）」

　学園長、危険思想の人間がいるぞ。

「それと、ポスターは全四種類ありますよ。ほかにもバージョン違いが貼はってあります」



　信念の政治を法のり扉とから　松まつ森もり章しよ介うすけ

　ゆりかごから墓場まで　松森章介

　みんな俺おれの靴を舐なめろ　松森章介



「最後のは、もはや犯罪だろ……」

　人を不幸にする行動力だな、これは……。

「あっ、きりんちゃん、おはよ～」

　眞ま如じよ花かが海かい龍りゆ寺うじきりんにあいさつする。眞如花はいつも動作が少しのんびりしている。

「漆うるし原ばらさんも海龍寺先生と呼んで下さい。ちゃんと、従兄いとこが羽目を外さないように見張っておいて下さいね。では、自己紹介をしましょう」

　まず、海龍寺きりんが教室に入って、クラスメイトに呼びかけている。

「はいはーい、みんな、静かにして下さい。ほらほら、海龍寺先生の権威に従って静かにして下さーい」

「なあ、眞如花、あの海龍寺って子、すごく個性的だな」

「え、そうかなあ？　普通だと思うけどなあ。クラス想いの子だよ」

　眞如花、よく訓練されてるな……。

「はい、今日はなんと転入生が来ています。皆さんもポスターでご存じの松森君です」

「ああ、あのポスターの……」「でも、顔は悪くはないね」「あの変態力はすごい」

　廊下からも声が聞こえてくる。あんまりいい噂うわさではない。

「眞如花さんの従兄なので、一緒に入ってきてもらうことにしましょう」

　しかし、後悔している場合じゃない。今から高校デビューなのだ。

　目立たないように、目立たないように……。俺はあくまでも松森章介だ。

「よし、行くよ。大だい介すけ」

「紛らわしい発言するなよ。章介って呼べ」

「わかったよ、大介」

　悪意がないがゆえのお約束な発言だな。とにかく、入ろう。

　当たり前だが視線が集中する。こっちも見返す。少なくとも見た目の時点で変な奴はいない。ありふれたクラスの風景だ。

「漆原眞如花の従兄の松森章介です。仲良くして下さい」

　よし、予想以上に無難にやった。これなら印象にも残るまい。

「ポスターの割には普通の自己紹介でしたね。はい、彼に質問がある人はどうぞ」

　女子の一人が「はい」と手を挙げた。

　黒髪が美しい少女だ。どことなく、凛り々りしい感じさえする。

　実際、女子の一部から「灰はい島じまさんの質問だー！」「灰島さんが教室にいる！」なんて黄色い声があがっている。「教室にいる」ってどういうことだ？

「灰島縁えにし、あなたが質問なんてどういう風の吹き回しでしょうか……？」

　海かい龍りゆ寺うじがトゲのある声で言った。

「余計なことはいいよ、海龍寺」

　なんだ？　微妙に灰島という女子と委員長（兼担任）との間に火花が散っているようだが……。

「じゃあ、とっとと質問して下さい」

　こういう時って、どんな質問が来るんだろう。好きな食べ物は何ですか？　とか、好きな子いるんですか？　とかそんなたぐいだよな？

　大丈夫。十分なシミュレーションはできている。

　さあ、どんと来い！

「どうして、首にボタンがあるの？」

　えっ！　それはシミュレーションにないぞっ！



    

  
    
      



    

  
    
      　そもそも、ボタンなんてあるのか？　首を触ってみる。

　視界に入らないので気にしてなかったが、たしかにボタンらしき感触が二つ……。

「やだなあ、これはボタンじゃないですよ、ただのほくろ。ためしに押しましょうか」

　上のほうのほくろを押してみた。

「コォンニチワァー」という変な声が出た。

　俺おれは口を開けてないので、ノドとはまったく違う場所だ。

　なんなんだ！　この機能！　実用的な状況が想像できん！

　少しクラスが沸いた。そりゃ、盛り上がるわな。

「じゃあ、下のほうのほくろは何？」とまた質問された。

　やけくそで押してみた。

　口から火が出た。火炎放射器のごとく。

　ブグオォォォォォッ！（効果音）

　クラスがものすごく沸いた。前の席では、髪が焦げかけたとか悲鳴も交じっていた気がするが、きっと気のせいだ。少なくとも俺のせいではない。

「先生、ちょっと廊下に出ます。眞ま如じよ花かも来い」

　眞如花を連れ出して、廊下でほっぺたをつねった。

「お前、余計な機能つけるなよ……。思いっきり目立ってるぞ……」

「け、研究者の性さがなんふぁよ……」

　ほっぺたをつねっているので、少し発音が変になっている。

「暗黒魔法は人をしあふぁせにふゅることを考えてるふぁら……」

「火炎放射機能で人が幸せになれるシチュエーションがあったら教えてくれ」

「タバコを吸いたい人がいふぁら、『ライター貸しますよ』って言ってボタンを──」

「押せるか！　とにかく、これからは普通の人でいくからな。目立つと困る」

「うん、以後気をつけるよ」

　じゃあ、教室に戻──

「……………………眞如花」

「何？」

「また、停止したらしい」

　こんなので、目立たずにやれるのかな……。



　　　　　　　　



　結論からいくと、目立ちまくった。まず、国語だ。

「担任で国語を教えていた吉田先生がお休みなので、この海かい龍りゆ寺うじきりんが担当します」

　委員長の海かい龍りゆ寺うじが教壇に立っている。本気かよ……。

　思わず、小声で隣の眞ま如じよ花かに聞いてみた。

「きりんちゃんはテストでいつもベスト三に入るし、とくに国語はずっとトップだからね。適任だよー。高校生で、もう高たか田だ良りよ子うこ文学賞を受賞したぐらいだから」

「へえ、でも、聞いたことのない文学賞だな──って、それ学園長の名前だ！」

「でも、高田良子文学賞は評論の世界では立派な賞らしいよ」

「つまり、未来の評論家の授業ってことか」

「ほかにも高田良子戯曲賞、ノーベル高田良子賞、高田良子アワードを二年連続受賞してた」

「聞けば聞くほどうさんくさくなってくるな……」

　教壇のほうでは、海龍寺きりんが少し苛いら立だっていた。

「あっ、灰はい島じま縁えにしがいませんね。おのれ、またサボりやがりましたか……。いつか必ず屈服させてあげますから……靴を、靴を舐なめさせます……。『ほうら、舐めてきれいにしなさい』とか見下しながら言ってあげますから……」

　海龍寺の変態的な部分はスルーするとして、たしかに一人いない。

　灰島という、朝に質問してきた子のはずだ。

　クラスからは「灰島さんは相変わらずだな」とか「でも、あの生き方がかっこいいよね」なんて声が聞こえてくる。一匹オオカミ的なキャラなんだろうか。

「灰島さんときりんちゃんはあんまり仲が良くないんだ。どっちかというと、ライバル同士なのかな。成績も近いし」

　まあ、個性的な面々がいてくれたほうが自分の存在を消せるからいいけどな。

「にっくき灰島縁がいませんが、授業をはじめます。国語はわたしの一番得意な科目ですからね！　本日は六十三ページまでは進みますからねっ！」

　授業内容は教科書に載ってる有名な近代文学を解釈していくというもので、授業というより講演会という感じだった。これなら、授業を聞くだけでいいから、楽だ。

「つまり、ここの情景描写は友人を裏切ったことを後悔している主人公の心を示しているわけです。そういえば、その前のページにも似たような場面がありましたね」

　授業のほうはまともだな。

　よし、このまま、黙々と授業を聞いていればいい。

　そのうち、「転入生は変な奴」っていう意識も消えるだろう。

「はい、公約通り、六十三ページまで終わりました。何か質問がある人はいませんか？」

　しーん。

　手を挙げる奴はいない。目立つと困るから、無論、俺おれも同じだ。

　だが、その時、体に異変が起こった。

　──エクセレント勉強モードを自動起動します。

　また、脳内に声が響く。げっ。嫌な予感しかしない……。

　──科目を選択して下さい。国語　夜の保健体育

　なんて選択できるか！　だ、！

　──エクセレント勉強モードを開始します。

「先生、その解釈は間違っています！」

　いきなり俺おれは（無意識のうちに）立ちあがって、（無意識のうちに）声をあげていた。

　うわ、何をはじめる気だよ……。

「ほう、転入生の章しよう介すけ君」

　海かい龍りゆ寺うじきりんの目が、きらんと黒光りする。

「なんで下の名前で呼ぶんだよ」

「ワタシは委員長であり先生でもあって偉いからです。呼び方を変えるのは力関係を表現するためです。いい度胸じゃありませんか。そのポジティブな姿勢だけは認めてあげてもいいですね」

　まあ、呼ばれ方ぐらい、どうなってもいいけどな。

　それより困ったな、意見なんて何もないのに……。

　──と思っていたが、口が勝手に動きだした。

「では、意見を述べさせていただきます。先生は主人公が愚かな生き方をして、友達を裏切って失敗したんだと解釈していますが、それは逆です。どうしてかというと、この友達の就いていたポストって、この時代の典型的な悪役を示しているんです。つまり、国と癒着して暴利を貪むさぼっているのは友達のほうなんです。主人公はむしろ、その生き方に染まれずに出ていった、友達の変わり果てた姿を悲しんだと解釈できないでしょうか」

　げっ！　海龍寺の意見を全否定してるぞ……。これはキレるだろうな……。

「でたらめを言わないで下さい……。この話の主題は『高慢であるがゆえに孤独な生き方をするしかなくなった人間の愚かさ』のはず…………です……たぶん」

　だが、思った以上に海龍寺は困惑しているらしい。

　無意識のうちなのかもしれないが、頭をかかえている。

「たしかに主人公は孤独です。でも、孤独な生き方がダメというのは、集団の重要性を説かざるを得ない学校教育のルールに毒されているんではないでしょうか。よく読むと、主人公が自分の境遇を悲しんでいることが具体的にわかる箇所はないんです。むしろ、権力に媚こびへつらう生活に嫌気が差して、自分からそういう世界から脱出したと読み取れる箇所がたくさんあります。たとえば、六十ページのここですね。（中略）ほかにも五十三ページのこれとかも。（中略）つまり、この小説は権力から逃避して貧しいながらも芸術の身に生きることを選んだ主人公の生き方を表現しているんです。先生の解釈は間違っています」

　結局、五分ほどかけて海かい龍りゆ寺うじをつぶしにいってしまった。

　ほんとに、口がいつのまにか動いて……。

　まずいな、委員長と全面戦争なんてことにならないかな……。

「…………負けました」

　がっくりと海龍寺はうなだれた。

　思いのほか、あっさりと決着はついた。

「皆さん、ワタシの解釈は忘れて下さい。正しいのは転入生さんの意見です……」

「うわ！　委員長が負けを認めた！」「奇跡だ！」「革命だ！」「炎の転入生だ！」

　そこにチャイムが鳴った。授業終了だ。

「眞ま如じよ花か、ちょっと来い」

　廊下に連れ出して、また眞如花のほっぺたをつねった。

「どうするんだよ……無茶苦茶目立ったぞ……」

「ふぉめんん。そのふぁらだ、高校生が持てる最高の知性をインストールしてて、時たま自動的に反応しちゃうんだ……」

「無意味に強力な機能がついてるな……。ところで、眞如花、前にやった国語のテスト、何点だった？」

「六十二点」

「この、ふらんけん君のほうが開発者より賢そうなのはなぜだ……」

　教室に戻ると、海龍寺が浮かない顔で待っていた。

　げっ、何か物申されるのかな……。

「章しよう介すけ君」

「はい、なんでありましょうか……海龍寺先生……」

「ワタシの完敗ですっ！　命ばかりはお助けをっ！」

　いきなり、海龍寺きりんは頭を下げてきた。土下座でもしそうな勢いだ。

「何、何、何？　そもそも命をとる、とられるの関係になるのおかしいだろ！」

「ここまで完全に敗れた以上引き下がるしかありません！　ワタシの全権力を返上いたします。どうか、ワタシの就いていたポストである委員長・保健委員・図書委員・風紀委員・文芸部長の地位をお継ぎになって下さい！」

「いくらなんでも、兼務しすぎだろ！」

「ワタシは隠居のうえ、山寺にでも入って、世俗と縁を切ります」

「おかしい、おかしい。まだ高校生だから！　引退が早すぎるから！」

「では、せめて……き、き、き、きりん、とお呼び下さい」

　少し顔を赤くして、海龍寺きりんが言った。

「それが勝者と敗者のけじめというものですから……。一方的に名前で呼ぶわけにはいきません。悔しいですが、呪じゆ詛そしたいほどにムカつきますが、結果は結果、ここは認めるしかありません……」

「そんなにイライラしてるなら、別に認めなくていいよ！」

「いいえ、ここは潔く認めないと……。さあ、きりんと呼ぶがいいのです」

　さらに顔が紅潮していく。向こうも本気なようだし、ここで誤魔化すのはよくないな。

「わかったよ……き、きりん」

「章しよう介すけ君、必ずリベンジいたしますからね！　そして、靴を舐なめさせます！　むしろ、靴を食べさせます！」

「よくわからんが、無茶苦茶恐ろしい！」

「では、ワタシは、職員室で授業の準備がありますのでっ！」

　そのまま、逃げるように、きりんは走り去っていった。

「委員長が屈した」「新しい権力者だ……」「ポスター通りの働きね……」

　教室からは早速そんな声が聞こえてくる。まずいな。かなり目立ってるぞ……。

「でも、まだ運動方面の権力確保がまだだからな」「そうだね、彼女がいるからね」

　ん？　運動方面って何だ？



　三時間目は体育だった。しかも、授業内容が最悪だ。校内マラソン──グラウンドを五キロ、合計二十五周も走らされるらしい。

　そういえば、真しん宝ぽう学がく園えんは陸上でもインターハイ出場の常連校だしな。普通の授業でも鍛えてるんだろう。一般生徒にとったら、とばっちりもいいとこだが。

　運動場に出ると、やたらと視線を集めている女子がいるのがわかった。

　誰だれかとつるむわけでもなく、黙々とストレッチをしている。

　ああ、ボタンの質問をしてきた灰はい島じまか。

「やっぱり、灰島はスタイルいいよな」「あんまり見てるとファンに殺されるぞ」「はぁ～、やっぱり王子は素敵すぎる！」「今日も陸上部を抜き去って！」

　遠目にもたしかに見事なプロポーションなのがわかる。モデル体形ってやつか。

　それと女子から人気があるのもなんとなくわかる。

　クールな印象がいいんだろうな。

　そこに、きりんもやってきた。

　微妙に恐る恐るだが。なつききっていない猫のようだ。

　初日から委員長に恨まれるって、幸さい先さき悪いな……。さすが、不幸な俺おれだけある……。

「あのスポーツ方面での最高権力者を倒さないと、天下統一はままなりませんからね。章介君の栄華もそこまでです」

「なるほどな。運動方面における、きりんみたいなものか」

「ふふん、いくら章しよう介すけ君でも灰はい島じま縁えにしにスポーツでは勝てませんよ。あなたの酒池肉林パーティーの夢も、ここでついえるのです！」

「そんな夢はない！　誤解だ！」

　こういうきりんみたいなタイプも文学少女に入るのか？

　妙に妄想癖が強いんだが……。

「いいですか！　ワタシでも手なずけられないあの一匹オオカミに章介君も無様に敗れ去るのです！　そして、ワタシも文学方面で必ず復権してやりますからね！」

　完全にケンカを売られてしまったな……。

　ところで体育ってこの体で大丈夫なのだろうか。止まったりしたら悲劇だ。

　眞ま如じよ花かを探すと、ちょうど前屈をしていた。

　ちなみに手はまったく地面に届いてない。

「う～！　う～！」

　うなっているが、まったく届く気配もない。

「本当に絶望的に体が硬いな」

「うん……健全な暗黒魔法は健康な肉体に宿るのにね」

「暗黒魔法の時点で不健全っぽいけどな。ところで、質問なんだけど、あの灰島って子はそんなに運動が得意なのか？」

　かすかに、眞如花の顔が曇った気がした。

　一匹オオカミとはそりが合わないのかな。たしかに合わなさそうではある。

「灰島さんかあ。帰宅部だけど、インターハイに出場する陸上部員より速いよ」

「本当に速いな！　陸上部、形無しだ」

「授業もサボりまくってるのに、成績もかなりいいし、尊敬されてるって言ってもいいかな。女の子の中には王子って呼んでる人もいるよ」

「そっか。妬ねたむ気も起きないほどの実力ってことだな」

　そんな女子に勝てるわけもないし、こっちはだらだら走ることにしよう。

　目立てば目立つほど、やりづらくなる。

　灰島は誰だれかと話すこともなく、開始の合図を待っている。

　向こうも俺おれのことなんか眼中にないだろう。

「ところで眞如花、この『ふらんけん君』の体で走っても大丈夫なのか？」

「うん！　運動中には止まらないようになってるよ。走ってる途中に分離しないように補強もしてるし！」

「それは過去には分離してたってことか……」

　走行中に胴体が落ちたりしたら、阿あ鼻びき叫よう喚かんの地獄絵図だぞ……。俺が人間じゃないことも、さすがにばれるだろうし……。

　やっぱり、ほどほどにやるべきだな。

　さて、体育教師の笛でスタート。

　俺おれももちろん自信はないし、勝つつもりもない。

　もう、一周目から動きがあった。灰はい島じまが先頭に立っている。文字通り、ぶっちぎりって感じだ。俺は中の下ぐらいの位置でたんたんと走る。一応、眞ま如じよ花かに合わせている。

「やっぱり、眞如花は運動音痴だよな」

「そんなことないよ。野球のルールも覚えたもん。三分間の十二ラウンド、二十一点先取、お尻しりを出した人が一等賞」

「お尻を出すとポイントが入るってルールは相撲にもない」

「一九九二年のパ・リーグのホームラン王は西武ライオンズのデストラーデ選手だよね」

「合ってるのかわからん！　どうして、タイトルのことだけ詳しいんだよ！」

　眞如花の脳内でどんな野球がイメージされてるんだ。やばすぎて想像できない。

「無念です！　もう、ワタシには限界です……水を末期の水を……」

　最後尾のきりんが呻うめいているのが聞こえてきた。一周目の時点で限界らしい。

　いくらなんでも虚弱体質すぎるぞ……。

「ああ、目の前が真っ白になります……ああ、天使が微笑んでいます、手招きしています……これがランナーズハイですか……」

「たぶん違うから！　その天使のほうには行くな！　死ぬぞ！」

　──エクセレントスポーツモード自動起動します。

　その時、ふっと、頭に嫌な言葉が響いた。

　──競技を選択して下さい。マラソン　夜のマット運動

　なんでいつもがどことなく卑ひ猥わいなんだよ！

　だよ！　しか選べるか！

　──エクセレントスポーツモードを開始します。

　次の瞬間には足が体より先に動いていた。

「うおおおおっ！」

　おかげでこけそうになったが、そこは同じ体なので、持ちこたえる。

　そしてペースを無視した加速がはじまった。ばったばったと前の集団を抜き去っていく。

　いかん、これではまた目立ってしまう……。

　もっとも、その程度で追いつけるほど灰島縁えにしのペースは甘くはなかった。

　それでも、残り二周となったあたりで、灰島のお尻が見えてきた。いや、尻ばっかり見ているわけじゃないぞ。一種の慣用表現だ。

「うそ……王子が負ける……」「ちょっと！　王子を抜いたらどうなるかわかってるよね！」「王子、頑張って下さい！」

　いかん、一部の女子から非難の視線が……。

　モード解除できないのか、これ……。

　──をキャンセルした場合、自動的にの夜のマット運動に移行します。

　うん、キャンセルしません。

　そして、ラスト一周で並ぶ。

「えっ……？」

　灰はい島じま縁えにしが引きつった顔をしていた。

　だろうな。俺おれも人生で経験したことのないペースで走ってるからな……。

　しかし、不意に灰島が笑みを浮かべた。

「でもね、まだ力は残ってるから。私の本気はこれぐらいじゃ──」

　──ハイクオリティ・エクセレントスポーツモードを開始してもよろしいですか？

　……もう、勝手にしてくれ。開始して下さい。

　脳内に響いた言葉とともに、俺の速度が二倍ぐらいになった。

　十秒後。



　　　　　　　ゴール　　　　俺　　　　　　　　　　　　　　　　灰島



　結局、かなりの大差で勝ってしまった……。

　灰島はとくに悔しそうにもしてなかったのでまだマシだが、周囲からの目が怖い。

「とんでもないな、転入生……」「王子が……」「松まつ森もり、つぶす！」

　今の気持ちを一ひと言ことで表すと、「最悪」だ……。

　目立ちすぎだ、これは。

「これは章しよう介すけ君の即位も間もなくかもしれませんね……」

　きりんが猛烈に残念がっていた。

「いや、即位なんてしないからな。いかなる位にもつかないからな」

「灰島縁め、まったく役に立たないですね……。いつもワタシの邪魔をするくせに……。さらに嫌いになりました……」

「ところで、きりん、けっこう涼しい顔してるな。さっきは死にそうだったのに」

　回復力は早いほうなのだろうか。

「当然です。今日は二週で棄権しました」

「ちゃんと走れよ！」

　※ちなみにまだ眞ま如じよ花かはゴールしてない。



　　　　　　　　



「はあ…………………………………………」

「やけに長いため息だね」

　校舎の屋上での昼食中。

　初日から眞ま如じよ花かと屋上に行くのは平凡な高校デビューとして、まずいかもしれないが、教室にいて注目を集めるよりはマシだと判断した。

「目立ちすぎてるからな……。明らかに目をつけられてるだろ……」

　教室に戻れば視線が突き刺さってくる。

　お世辞ではなく、一挙手一投足を見られている感じだ。

「つか、どうしてこんな高性能なんだ？」

「もしもの時のために備えて、十分な力を発揮できるようになってるんだ」

「もしもの時って、いったいどんな時だよ」

「ほら……魔女同士でケンカすることもあるかもしれないし……」

　眞如花が誰だれかとケンカしてることは想像しづらいが。まあ、スペックが悪いよりはいいか。

「ところで、このお弁当は何だ？」

　タコ系とは違う触手のようなものがいろいろとうねうねと動いているのだけれど、そもそも食べ物なのか、これ。

「第八銀河産は活きがいいよね」

「待て。いきなり産地から説明するな。まずは、この食材についての説明を求める」

「人間の口では発音できないんだよ」

「それは食べてもいいものなのか？　あっさりとお弁当に入れていいものなのか？」

　昨日出たタコ系もそうだが、漆うるし原ばら家の食生活には明らかに問題がある。

「明日からお弁当、俺おれが作る……。居候の身で悪いしな」

「それぐらい、わたしがするよ。夕飯もご先祖様たちとのローテーションだし」

「いや、やる！　やらせて下さい！　せめて、一日おきに作らせて！」

「あらら、寒空の下、熱々ね」

　ふっと、影がかかった。

　頭をあげると、長い黒髪の女の子が立っていた。

　背は女子にしては高いほうだろうな。その雰囲気はどこか貴族のようでさえある。

　眞如花とは根本から違うタイプだが、美しいのは間違いない。

　早熟な大人の美とでも言えようか。

　一日目だけど、この女子の名前はしっかり覚えた。

「灰はい島じま縁えにしさん……だっけ？」

「よく覚えてるのね。体育しか出てなかったのに」

　そうそう、この灰島縁は学年きってのサボリ魔らしい。面倒くさいという理由で、ほとんどの授業をボイコット、それでいてきりんと熾し烈れつなトップ争いを繰り広げているようで、つまり、きりんからマークされている。

「委員長兼担任がイラついてたぞ」

「あんな勉強オタクと一緒にしないでほしいな。それにテストで結果さえ出せば単位はもらえるから、ルール違反もないし。体育だけは出席しないと単位がもらえないから出てるけど」

　うわ、勉強オタクの一ひと言ことで切って捨てた……。

　たしかに、きりんもウザくはあるけど、それにしてもひどいな……。

　きっと、こういうスタンスも含めて、一部の女子にはかっこよく映るんだろうな。一歩間違えば、完全に孤立するスタンスだけど。

「体育の時はびっくりした。まさか、自分が完敗するなんて」

「あ、ああ……走るのは得意なんだ……」

「まるで人間じゃないみたいだったよ」

　ぎくっ。おいおい、怪しまれてるぞ……。話をそらそう。

「ところで授業中はどこにいるんだ？　保健室か？」

「いろいろかな。もう少し暖かい季節なら、屋上にいる時も多いけど」

「あっ……灰島さん、こんにちは……」

　あれ、心なしか、眞ま如じよ花かの声がふるえている。

　体育の時に話を聞いた際も、気まずそうだったけど、苦手なタイプなんだろうな。

　眞如花と、この一匹オオカミはたしかに正反対の性格だ。

「この転入生は眞如花の恋人？」

「ち、違うよ！　ただの幼おさ馴なな染じみだよ！」

　灰島縁に変なことを言われて、眞如花も顔を赤くして焦っている。

　眞如花、アドリブには弱い。

「ふうん。どっちでもいいけどね。でも、あまり目立たないほうがいいよ──そうしないと、こんなことになる」

　いきなり灰島縁が俺おれのほうに近づいてきて、手を広げたかと思うと、腕が背中まで伸びてきて…………。

　あれ、俺、抱きしめられてる？

「ちょっと、灰島さん！　何してるの！　離れて！」

　この眞如花の反応だと、本当にそういう事態になっているらしい。

「ほら、目立っちゃうと、こういうことになるかもしれないからね。気をつけたほうがいいんじゃない？」

　いや、これは抱きしめられてるとは一概には言えないな。

　なんだか手先が怪しいのだ。背中をまさぐられているというか……。

　いやいやいや、余計タチが悪いよ！

「あら、顔、赤くなってるのはどうして？」

　耳もとにぼそりと灰はい島じま縁えにしが囁ささやく。

　それも息を吹きかけるように。

「離してくれ！　こんなこと突然されたら、赤くも──いや、灰島さんの位置からは見えないはずだろ！　騙だまされるところだった！」

「縁って呼んでいいよ」

　また、余計なことを……。

「だーかーらー！　離れてよ！　わたしだって、そんなのしたことないんだよ！　手だってつないでもらえなかったんだよ！　あっ……別にそういうことがしたいわけじゃないよ……でも、でも、興味がなくはないっていうか……」

　あれ、いつもより眞ま如じよ花かの慌て方が具体的というか……。

「なんだか、どんどん眞如花の心の声が聞けそうね」



    

  
    
      



    

  
    
      　悪賢い狐きつねのように、灰はい島じまが微笑む。

「とにかく、離れてよ！　章しよう介すけもどうして離れようとしないの？　そんなに抱きつかれるのがいいの？」

「いや、意外ときつく締められてて……。なあ、もう離れてくれ！」

「そろそろやめにしよっか──こんなシーン、一部の女子が見たら、君が殺されるし」

　ようやく、灰島縁えにしが手をほどく。

「冤えん罪ざいで裁かれるのは勘弁してくれ……」

「それに、眞ま如じよ花かがウザいし」

　ぞくっと寒気がした。

　最後の一ひと言ことだけ強烈な悪意があった気がした。

　顔は笑っているが、薄ら寒い笑みだ。

「ああ、気にしないで。眞如花は犬と私は苦手なの。じゃあね。続きは、私の部屋でしよっか。今晩、家に来てね」

「行くわけないだろ……」

「そういうわけにはいかなくなると思うよ」

「そういうわけって、どういうわけだよ……」

「さあね、眞如花と一緒に考えてみて」

　意味深な言葉を残し、灰島縁は階段へ通じるドアを開けて、屋上から降りていった。

「なあ、眞如花、あの灰島縁って子、知り合いなのか？」

　二人の間には変な距離がある。たんに無関係なだけとは違う。

「そうだね、一応……」

　どうも言いたくないらしいな。強引に聞くのもまずいか。でも、眞如花って人に恨みを買うようなことをする性格には思えないんだけどな……。

　あれ──

「なあ、眞如花」

「何かな……？」

「また、止まったらしい」



「あ～！　また灰島縁がいません！　サボったんですね！　もう、真ま面じ目めにやって下さいよ！　委員長として立つ瀬がないじゃないですか！」

　五時間目の授業の前、またきりんがキレていた。

　委員長の立場としては、うっとうしいかもしれないな。

「まだ、サボって成績が悪くなるなら、それはそれでワタシの利益だからいいですけど、あんなに成績がいいだなんてずるいですよ」

「そこは本音を隠したほうがいいよ！」

「灰はい島じま縁えにしはまさに法の外の法、制度外の制度、あの外部的視線をワタシの支配下に置かない限り、ワタシの権力掌握はないのです……本音を言うとワタシは権力がほしいのです……」

「だから、そこは本音を言ったらダメだろ！」

「ああ！　灰島縁を屈服させたいです、はずかしめたいです！」

「後者は表現的にまずいだろ！」

　あまりにも周りが「ああ、また委員長が言ってるよ」みたいなノリでスルーしているので、代わりにツッコミを入れている。

　というか、きりんに委員長をやらせておいていいのか？

　風紀委員も兼任でやってるはずなんだけどな……。風紀を一番乱してるぞ。

「きりん、ちょっと聞きたいことがあるんだけど」

　まだ教師も来ないみたいだし、少し質問をしにいく。きりんは二つ前の席だ。

「今は、きりん先生と呼んで下さい。一応、授業時間です」

「きりん先生」

　やっぱり、面倒くさいな、この人。

「もっとも、明日には新しい担任の先生が来るんですけどね。ワタシの担任も三日でおしまいです。まさに三日天下……」

　話したい内容を忘れそうだから、とっとと言おう。

「灰島さんって魔法とか使える？」

　単刀直入に聞いてみた。

　いや、眞ま如じよ花かが恨みを買うとなると、それしか思い当たらなかった。

　それに、灰島の出す雰囲気は、いかにも魔女っぽいというか、なんというか……。

「へ…………」

　ぽか～ん、そんな顔をきりんはした。

「ははは、そんなことあるわけないじゃないですか。魔法を使える人間なんかがいたら、ゆゆしき事態ですよ。なんでもありですよ。章しよう介すけ君も変な解釈を持ち出すんですね」

「そ、そうだよね」

　どうも、何も知らないらしい。普通に考えれば、そっちの可能性のほうが圧倒的に高いか。いくら魔女が多いといっても、クラスに何人もいるものじゃないだろうし、まして存在も知られてるかわからない。

「灰島縁が魔女だったりしたら、ワタシの権力掌握にさらなる障壁になりますし」

「いや、それはどうでもいいんだけど」



　　　　　　　　



「ほんとに、いろんなことがあったな……」

　夕食中、しみじみと俺おれは言った。

　ちなみにテーブルには魔女料理が並んでいる。ご先祖様の作だ。

「登校初日にしてはまずまずのスタートだったね～。おてんと様と神様と天使様と悪魔様に感謝して、いただきます！」

「そっか、眞ま如じよ花か的にはそういう評価なんだ。俺は明日以降が思いやられるけどな……」

　だいたい、眞如花は昔から状況判断が鈍い。

　明らかにまずくなってからでないと、まずいと思わない。

　学園長が作ったとおぼしきあのポスターのせいで、松まつ森もり章しよ介うすけの名前は全学年に広まっているっぽい。そのうち、噂うわさに尾ひれがついてどうしようもないことになるだろう……。

　しかも、実際に口から火を吹いたりしてるからな……。

　いずれ、人間じゃないこともばれるんじゃないだろうか……。

　そんなことになったら、政府や研究機関に回収されてしまうかもしれない……。

「大だい介すけ、早く食べないとぬるくなっちゃうよ～」

　眞如花が透明なゼリー状のものを食べながら言う。

「ところで、これは何だ？　ところてんみたいなんだが」

　問題はそのところてんが自分から動いているということだ。

　俺の記憶が確かなら、ところてんに自走能力はない。

「ゼリー系だよ」

　しょうゆをかけて、むしゃむしゃと眞如花は口に入れていく。

「『系』ってつければ、どんなものでも許されると思ってるだろ。口に入れても大丈夫なんだろうな？」

「もう！　じゃあ、ご先祖様に聞いてみようか。大丈夫だよね？」

　テーブルの七人のご先祖様に伺う眞如花。

　昨晩、回収に失敗した一人も戻ってきて七人全員が揃っている。

「大丈夫」「少し危険」「大丈夫」「大丈夫」「少し危険」「危ない」「大丈夫」

「ほら、大丈夫みたいだよ」

「四対三だぞ！　かなり微妙な多数決ラインだぞ！　リスクが高いわ！」

　と、その時、また体に異常が起こった。

「あれ……体というか、胸が苦し……」

「おっかしいなあ。しばらくは大丈夫なようにメンテナンスしたのに」

　眞如花が不安そうにこっちを見る。いや、これまでの停止とは少し違うんだ。

　なんていうのかな、魂が引っ張られたあの時の感覚に近いというか──

　──不正なアクセスを受けています。魂のセキュリティに致命的な危機が起きている危険があります。すぐに状況を確認して下さい。

　そんなメッセージが頭に響く。

「眞ま如じよ花か……やばい…………」

　この体がろくでもないことになっている。

　でも、魂に干渉してくるとしたら、それは普通の人間じゃない。

　犯人は魔女──

　そこで、俺おれの意識は消えていた。



    

  
    
      
３話　幼馴染と幼馴染



「あれ、ここはどこだ？」

　意識が戻ると、俺は見慣れぬところにいた。

　明るい畳敷きの部屋の中だ。宴会場のように広い。

　柔道の会場か何かか？　公式戦が二試合ぐらい同時にできそうだ。その、ちょうど中間地点あたりに俺はいるらしい。

　だが、部屋の隅には床の間もある。いくら、柔道が日本の競技でも床の間はない。

　ただし、そこにあるのは花を活けた壷つぼでもなければ、掛け軸でもなく、くまのぬいぐるみなんだが。

　しかも、ぬいぐるみは一つじゃない。少なくとも十体以上が並んでいる。

「変なセンスだな……。どこの誰だれの部屋だ？」

　立ち上がって、やけに足が短いことに気づいた。

「なんだ、これ？　ふらんけん君の感じじゃないぞ……」

　そもそも、視線の位置が変だ。今になって気づいたが、障子が異様に巨大で高い。

　おそるおそる、手を見る。

　短い。足と同じく極端に短い。

　というか、人間の手じゃない。

　そもそも、生物の手じゃない。

　もう一度、床の間のぬいぐるみたちを見る。

「もしかして、俺おれ、クマのぬいぐるみになってる……？」

　どことなく、声もぬいぐるみっぽい、高いものになっている気もするな……。

　ぬいぐるみがどういう原理で発声しているのかわからないが、間違いないようだ。

「あら、気づいた？」

　背後──いや、むしろ、頭上から声をかけられた。

　声もやたらと大きく聞こえる。クマになっているからだろうか。

　見上げた先には見覚えのある顔があった。ええと、この長髪の子は……。

「同じクラスの灰はい島じま縁えにし……」

　サボリ魔で、弁当の時間に突然抱きついてきた、あの灰島縁だ。

「ね？　今晩、来ちゃったよね。不本意だったかもしれないけど」

「魂を移動させたってことは、もしかしなくても、君も魔女か」

　灰島の目を見て話すと、向こうが巨人に見える。

　こっちがぬいぐるみサイズになっているせいだろう。

「そういうこと。眞ま如じよ花かがセキュリティに甘いのは知ってたから、チャンスを待ってたってわけ。そしたら、怪しい転入生を連れてきたから、その体にスパイウェアを仕込んだの」

「スパイウェア？　そんなもの、いつの間に？」

「あらら、昼休みの逢あい引びき、忘れたの？」

　いやらしい目つきで灰島は俺（と言っても、ぬいぐるみだが）を見た。

「そっか、抱きついてきたのには理由があったんだな……」

「当たり前じゃん。まさか、本気で惚ほれられたって思った？」

　それもそうだ。そもそも、会って半日だったしな。授業時間は体育以外、サボッてたし。

「でも、魂を移動させるなんて、魔女だからって誰だれでもできるものなのか？」

「生身の体から抜き取るのはそれなりに大変かな。だけど、君の場合は仮の姿に入ってるだけだから簡単。テーブルの上のリンゴみたいなもの。無防備すぎるよ」

　いたずらっ子のように灰島が笑う。

「……………………黒いな」

「なんとでも言いなさい。私の性格が黒いんじゃなくて、そっちが能天気なの」

「いや、性格じゃなくて…………ぱんつが」

　あわてて、灰はい島じまはスカートを押さえた。

「何、堂々と見てたのよ！　ヘンタイ！」

　俺おれは別に悪くない。家の中でこんなミニのスカートをはくほうが悪い。

　それに、ぱんつなんかよりもっと重要な問題がある。

「お前の狙ねらいは、眞ま如じよ花かか」

「大正解。ずっと、復ふく讐しゆうの機会を狙ってたからね。そのチャンスが来たから、善は急げってことで動いたの」

　あの眞如花がクラスメイトを攻撃するとは信じられない。

　いや、それは幼おさ馴なな染じみの目から見た意見だろうか？

　魔女の世界の眞如花を俺は何も知らない。魔法を唱えている姿すら見たことがない。

　でも、ここまで不思議なことが続く以上、魔法も魔女も存在する。

　まさか、俺の本体を盗んだ犯人も……灰島？

「復讐って、眞如花がお前に何かしたのか？」

「復讐の理由なんて、他人に話すようなことじゃないよ。でも、君もたんなる眞如花の従いと兄こじゃないみたいだけどね。どうして体がないの？　眞如花とはどんな関係？」

「お前が俺の体を盗んだんじゃないのか……？」

「え？　体を盗まれたってどういうこと？」



    

  
    
      



    

  
    
      「あれ、犯人じゃないのか？　本当だな？　誤魔化してるんじゃないよな？」

「しらばっくれるなら、クマさんの中になんて入れないでしょうが。完全にノータッチのふりをするって。つか、何があったの？」

　素の顔で灰はい島じまに聞かれた。たしかに、今更知らないふりなんてしないか……。

「強風が吹いて、崖がけから落ちて、魂が抜け出て、それを偶然眞ま如じよ花かに救出された。体は取りにいったところを何者かに奪われた」

「やたらと運が悪いみたいだけど、私は知らない。体なんて使いようがない」

「愉快犯だってことか？」

「そうとも限らないけど、人間の体を使うなんて、魔女でもかなりタチの悪いやつだしさ」

「そんな悪質なヤツにからまれてるかもしれないってことか……」

　どこまで、不幸なんだよ、俺おれは……。

「君のことは、置いておくね。もう、眞如花には伝えたから、あいつが来るのをおとなしく待ってて。そのへんで、あいつがボコボコにされるのをじっくり見てたらいいよ」

　灰島の目はマジだった。よほど根に持っていることがあるんだろう。

「それに、魔女ってのは、基本的に共存共栄できないものだから。魔力のもとになるエネルギーはどんなに豊富なエリアでも有限。魔女にはできるだけリタイアしてもらうにこしたことはないってわけ」

　だとしたら、漆うるし原ばら家だけでご先祖様の魔女が七人もいるって状況は最悪なのかもしれないな……。

「じゃあ、眞如花が来るまで、その高貴なる恰かつ好こうで待ってなさい」

「高貴？　ぬいぐるみだろ」

「クマのぬいぐるみより高貴なものなんて、世界にそうそうない！」

「えっ……そこ、キレるとこなの……。なんていうか……すまん……」

　勢いに負けて、とりあえず謝った。

　首が短いので頭を下げようとすると胴体から動かさないといけない。

「ああ、クマさん、世界であなたより美しいものなんてあるのかしら」

　灰島は床の間から一体のぬいぐるみ（無論、クマさん）を取り出して、撫なでだした。

「この手触り、抱きしめた時の抜群のフィット感と安心感、ほどよい重量感、何をとっても一級ね。神がいるとしたら、きっとクマさんみたいな姿をしているんでしょうね」

　ガチでクマ好きらしい。

　ぬいぐるみ愛好者というよりも、ラブの領域だな。

「じゃあ、もしかして、このぬいぐるみに入れたのも好意なのか？」

　てっきり、嫌がらせだと思っていたが……。

「当然でしょ。私が恨んでいるのは眞如花だけ。松まつ森もり章しよ介うすけ、君が何者か知らないが、君に恨みはない」

　灰はい島じま、意外といい奴かもしれない。

　でも、学校の時のキャラとは違うな。もっと、クールな雰囲気だったんだけど。

　と、誰だれかの携帯が鳴った。

「あっ、私の携帯だ」

　こんな着うたが流れてきた。

『く～ま、くま、くま、だいちのこ～♪　まんまるおなかのだいちのこ～♪』

「なんだ、その歌？」

「大人気アニメ映画『森の中のクマ』の主題歌だけど」

「すっごく何かのパクリっぽいが、指摘するのはやめておく。早く取れよ、電話」

「ああ、眞ま如じよ花かからね」

『あっ、灰島さん？　わたし、眞如花だよ。あのねっ、バスに乗っていこうと思ったんだけど、目の前で出ていっちゃってね、それで、それで、次のバスが十五分後だから、つまりね、あと三十分ぐらいかかるよ。待っててね！』

「あのね、早く来ないと人質が──」

『ごめんね！　もう少し待ってね！』

　ツーツーツー。電話が切れたらしい。

　こんな時でも眞如花、超マイペースだった。

　あいつ、時限爆弾を仕掛けられてても、爆発した五分後に来るんじゃないか……。

　灰島はすごく間が悪くて、やりづらい顔をしている。

　三十分もこの状態で放置されるのきついよな。間が持たん。

「──ということで、しばらく来ないみたいだけど、お茶でも飲む？」

「お茶って、ぬいぐるみだから無理だろ」

「あ……そうだね」

「お前、けっこういい奴だな。つか、学校の時と性格が違いすぎないか？」

「き、気のせいだって……」

　灰島は少し顔を赤らめて、明後日のほうを見た。

　もしかして、本当にただのお人好しなんだろうか。

「そんなことより君は、眞如花とどういう関係？」

「むしろ、お前と眞如花がどういう関係か気になるんだけど……まあ、灰島は灰島で気になるよな」

　一種の人質なわけだし、素直に質問に答えることにした。

「いわゆる幼おさ馴なな染じみだな。家が向かい合ってて、幼稚園も小学校も同じだった。引っ越す前は、お互いの家もよく通ってたな」

「ふうん、お医者さんごっことかした？」

「してない！」

　どうして、そこでエロネタに持っていこうとするんだ。

「じゃあ、もっと直接的なことは──」

「してない。発想が下世話すぎる。一緒にいたの、小三までだぞ」

「いや、キスぐらいしたのかなって。眞ま如じよ花かって、頭はいろいろと問題あるけど、見た目だけなら、そこそこいいと思うのに……もしかして、女の子に興味ない系？」

　ちょっとかわいそうなものを見るような目で、灰はい島じまが見てきた。

「いや、そんなことはないぞ！　勝手に決めつけるな！」

「あるいは、あいつがとことん鈍感でよくわかってなかったのかな……。私が言った『男にはゾウさんが住んでる』って言葉、長年信じてたみたいだし」

「眞如花のあのボキャブラリーはお前のせいか！」

　あれ……何か違和感があるぞ。

「灰島って、昔から眞如花と面識あるのか？　ああ、真しん宝ぽう学がく園えんって中等部もあったよな？」

「いや、もっと前から知り合いだったけど。まあ、その、なんていうか……」

　イライラした顔で、灰島は髪をかきあげた。

「幼おさ馴なな染じみの腐れ縁ってやつ？」

「あれ？　幼稚園にも小学校にも、灰島なんて女子はいなかったけど……」

「君にとって、世界は学校だけ？」

　少しあきれた顔で灰島が続ける。

「私は魔女。あいつも魔女。親同士の仲がよければ、顔を合わせることだってあるよ」

「魔女同士って、魔力を奪い合うから、あまり仲良くないって聞いたんだけど、そうでもないんだな」

　土地に生じる魔力は有限なので、近場の魔女は対立しやすいらしい。ソースは眞如花だ。

「その説明も間違いじゃないよ。むしろ、敵が多い分、信用できる人間とは積極的に手を結ぶってわけ」

　そうか、俺おれの知らないところで、灰島も幼馴染だったってことだな。

　でもその割には、眞如花は「灰島さん」と呼んでいた。

　むしろ、眞如花はどこかふるえている気すらした。

　いったい、二人の間に何があったんだ？

「何か言いたいことがあるみたいだけど、魔女なんだからいろいろとあるってこと」

「なあ、魔女って結局どういうものなんだ？　眞如花の魔法を見たことだってない」

　俺は短いクマの腕を広げて言う。

　ずっと眞如花は自分の力を隠そうとしているようにも見えた。

「あのさあ、魔法っていうのは手品じゃないんだって。人前で見せられるわけない。まして幼おさ馴なな染じみなら当然かな」

「どうして？」

「嫌われるかもしれないじゃない」

「あっ……」

　俺おれはどこかで認識違いをしていた。

　魔法が使える、まして人造人間に魂を入れられる、それは「すごい」ことでもあるけれど、「異常」でもある。

　自分が「異常」であることなんて見せたいわけがない。

　魔女ってばれたら嫌われちゃうかもしれない──登校の時、眞ま如じよ花かも言っていた。

「だから、魔女の家に生まれることはラッキーなんかじゃない。むしろ、不幸かな」

　まさか、こんなところでその言葉を聞くとは思わなかった。

　──不幸。

「だから、この対決も業ごうみたいなものね」

「また、えらく重い言葉だな……」

「眞如花とは昔から知り合い。だからこそ、積もり積もったものを清算しないといけない。ここ一、二年は距離をとってたけど、そろそろ決着をつけないとね。ノートもたまってきたことだし」

　ノート？　攻略法でも書きこんでいるんだろうか？

　その目には、決意の意志が宿っていた。

　灰はい島じまは本気だ。本気で眞如花と戦うつもりだ。

　ピンポーン。

　玄関のチャイムが鳴った。緊張感をだいなしにする音だ……。

「眞如花が来たみたい」

「あいつのほうは、どこまで本気なんだ……？」

　そのあと、こんな声が聞こえてきた。

「おばさん、お久しぶりです。あっ、奥の畳の部屋ですね。わかりました～」

　緊張感なさすぎるぞ、眞如花……。

　ぬいぐるみの体でため息をついているところに、眞如花が部屋に入ってきた。

　黒のローブにとんがり帽子という「正装」だ。

　ぬいぐるみ目線だと、すごく大きく見える。

「やっぱり、灰島さんの家は大きいね～。わたしの家は畳がないんだよね。あっ、そんな場合じゃないんだ。大だい介すけを返して！」

「ああ、この子のことね。うん、いいよ」

　灰はい島じまがぬいぐるみの俺おれを指差した。

「え、ぬいぐるみ……？」

　俺はとりあえず、てこてこと眞ま如じよ花かの元まで走り寄った。あまり動きやすくはない。

　微妙な距離で俺は止まる。

　なぜかというと、スカートの中が見えていた。

　灰島のケースで学習したつもりが、また目測を誤った。もっと早く止まるべきだったか……。

　そうか、ピンクなのか。いや、ほんとにどうでもいいな。

「どうやら、ぬいぐるみに魂を入れられたらしい……」

　眞如花は、きょとんとしている。

　どうしていいかわからないということだろうか……。

「か、か、か…………」

　声にもならないらしい。これは「悲しいよ！」なんて叫ぼうとしているのか。

「か、か…………かわいい！」

「はっ？　かわいい？　わっ！」

　いきなり眞如花が近づいてくる。パンツ見えるぞ！　そういう問題じゃないか。

　ひょいっと抱きあげられた。そのまま猫みたいにかかえられる。

「かわいいっ！　かわいいっ！　かわいいっ！　大だい介すけ、すごくかわいいよ！　かわいいのフルオーケストラだよ！　まるでぬいぐるみみたいだよ！」

「いや、ぬいぐるみなんだけど、実際……」

　思いっきり抱きしめられてる。眞如花ってあんまり胸がないと思ってたけど、意外とあるな。もしや、ぬいぐるみサイズになったせいか？　ぬいぐるみで役得……じゃない。

「灰島さん、ありがとうねっ！　じゃあ、大介、帰ろっか。食事の途中だったけど、デザートもあるんだよ。『氷河の魔女のシベリアアイスクリーム』をご先祖様が買ってきてくれたの！」

　眞如花は俺をかかえたまま、部屋を出ようとする。

「「待て待て待てっ！」」

　俺と灰島の声がハモった。まさかの同盟成立だ。

「そこは元の体に戻せとか言うところでしょうが！　素で帰ろうとするな！」

「そうだ！　灰島の言うとおりだ！　どうにかしてくれ！」

　二人がかりでやっと、眞如花の足を止めることに成功した。

　危うくこのままお持ち帰りされるところだった……。

「灰島さん、どうしてこんなことをしたの……？」

「眞如花への復ふく讐しゆうに決まってる」

「え……？　いったい、何のこと……？」

　眞ま如じよ花かは完全に困惑した顔になる。心当たりは何もないらしい。

「ここまできてシラを切ると、ひどいことになるけど」

「わからないものは、わからないよ」

　首をかしげて見せる眞如花。

　予想通り、帽子が落ちかけた。

「わわわわわっ！　帽子が！　漆うるし原ばら家の財産の帽子がっ！」

　だから、落ちるのが心配なら、紐ひもとかつけろよ！

「危うく中から、使い魔が飛び出しちゃうところだったよ」

　やっぱり、中に何かいるんだ。頼むから出さないでほしい。

「ここは、学校じゃないんだから、そ知らぬふりをする必要もないんだよ。まさか、本当に、本当に何一つ覚えてないの？」

　灰はい島じまは呆れと怒りが半々という表情だ。かなり腹にすえかねているらしい。

　まずいな。こんな時、眞如花の天然は灰島の怒りを増幅させかねない。

「あ、あのさ、何か悪いことをしたのなら謝るから、許して……」

「許すも何も、許せないほどたまってるっての」

　おもむろに部屋の隅に置いてある本を取る。

　かなりの年代物だということがわかる皮の装丁だ。まるで、魔術書。

　まさか、今から呪じゆ文もんを詠唱する気か！

「おい、せめて事情を説明してから攻撃しろよ！」

　眞如花は責められる理由もわかってないのだ。

「──眞如花が貸した漫画を返してくれない」

　なんだ？　呪文にしては妙に生々しい。いやいや、呪文じゃないよな、これ。

「──眞如花に貸したジュース代が返ってこない。

　──眞如花が本棚にぶつかって本棚の本が崩れたけど、ごめんも言わずに『あっ、倒れちゃった～』のみ。

　──私が出かけてる間に家に来て、私のカップアイス（チョコレート味）を食べた。

　──畳の上にジュースをこぼした。クマさんのぬいぐるみにも少しかかった。

　──一緒に遊びに出かけた日、眞如花が走るのが遅くて電車に乗り遅れた。門限を破ることになって、すごく怒られた。

　──満員電車に乗った時、思いっきり足を踏まれた。

　──ＣＤを貸したら、戻ってきた時、ケースが割れてた。

　──文庫を貸したら、表紙が反り返ってた。

　──文庫を貸したら、ページのすき間にクッキーの粉が入ってた。

　──文庫を貸したら、帯がなくなってた。私は帯ごと置いておきたい派なのに。

　──文庫を貸したら、帯についてる応募券を勝手に切り取られた」

　文庫のところだけ、とくに執着してるな……。

「恨みがあるのはわかるが、いくらなんでも、書きすぎだ！」

　しかも、かなりどうでもいいことばっかりだ。

「ちなみに、これは第八巻だけど」

「事細かに書きすぎだ！　八冊分も書くな！」

「もっとあるけど。十二巻まであるし、番外編も二冊あるから十四冊ね」

「つか、ノートがたまったって、これのことかよ！」

「うん。累計十五冊目になる前には、決着をつけようと思ってたから。絶対許さない！」

　灰はい島じまって学校じゃ、クールって言われてたけど、全然違うな。

　むしろ、超湿っぽいぞ……。

「う～ん、心当たりがないんだけど……」

　眞ま如じよ花かはあごに人差し指を当てて思案している。

「いや、全部覚えておけとは言わないが、眞如花も少しぐらい覚えとけよ。それと、借り物は大切に扱え。応募券を切り取ったりするな」

「とにかく、ごめんねっ！」

　眞如花が頭を下げる。

　とんがり帽子が頭から落ちる。

「わわわわわっ！　帽子が！　世界有数のとんがり具合を誇る名品の帽子がっ！」

　もう、帽子持ってくるのやめろよ。

「謝っても、もう遅い！　何かしてから三十分以内に謝らないとノーカンだからね！」

　塵ちりも積もれば山となると言うが、今の灰島がまさにそんな感じだな。

「さあ、クマさん、こっちに来なさい」

　灰島が、ちょいちょい、ちょいちょい、と手招きしてくる。

「クマさんって、俺おれのことか。だが、断る。人質にされそうだからな。逃げる！」

　──のつもりだったのだが、クマの足はかなり遅かった。足が短すぎる。

　いきなり一階から三階ぐらいまで上がったみたいに、視界が変わった！

「うわ、いったい何だ！」

「持ち上げただけだよ」

　灰島に捕まり、抱きかかえられたらしい……。

「この子、眞如花の幼おさ馴なな染じみなんだよね」

「そうだよ。大だい介すけとはいっつも一緒に遊んだもん！　お医者さんごっこだってしたもん！」

「ぶっ！」

　俺おれはむせた。ぬいぐるみもむせるんだな。

「やっぱり、そういう関係だったんだ……。禁断の桃色遊戯だったんだ……」

「誤解だ！　そんなことした覚えないぞ！　眞ま如じよ花かも適当なこと言うなよ！」

「えっ？　目医者さんごっこはしたはずだよ？　『では、メガネをかけて視力をはかりましょうか～。右ですか、左ですか？』ってやったよ」

「目医者さんごっこはまた別だ！」

「お医者さんごっことどう違うの？」

「俺に聞くな！」

「どういうこと？　お医者さんごっこってああいうんじゃないの？　ねえ、お医者さんごっこ、教えて、教えて！」

（見た目だけなら）純じゆ真んし無んむ垢くな美少女が「お医者さんごっこ、教えて、教えて！」と迫っている。

　ここで、「教えてやる」と答えたら犯罪になってしまう。

　本当に良くも悪くも眞如花は天然だな……。

　どういう育て方をされたら、こうなるんだ？

「どっちにしろ、松まつ森もり章しよ介うすけの本体が幼おさ馴なな染じみなことに変わりはないわけね。返してあげな～い。返してほしかったら、三回まわって日本国憲法、何も見ずに全文暗唱しなさ～い」

　灰はい島じまは胸の前で俺をかかえる。

　眞如花には、あっかんべー、と舌を出した。

　こいつの精神年齢もそんなに高くないな……。

　ただ、体の成長のほうは、けっこう進んでいるというか……胸がかなり当たってる……。まずい、クマの体なのに興奮するとか人間として終わっている気がする。落ち着け……。

「そんな意地悪しないでよ！　大だい介すけを返して！」

「返さない。貸してる漫画、返してもらってないし」

　俺って漫画と同じレベルなのか……。

　でも、それなら交渉の余地はある。

「眞如花、今すぐ帰って、借りてた漫画を返せ！」

「ええと、漫画って、『小銭物語』のこと？」

　とてつもなく地味そうなタイトルだな……。

「それと『納豆小宇宙』も」

　なんで、そんな売れてなさそうな漫画ばっかり貸し借りしてるんだ……。

「あ……『小銭物語』はパパがフランスに持っていっちゃった……」

　げっ！　そんなものまでフランスに持っていかないでくれよ、眞如花のパパ！

「じゃあ、交渉決裂かな」

　にやっと灰はい島じまが笑う。

「ごめんなさい」

　眞ま如じよ花かが頭を下げる。

　今の眞如花にできるのはそれだけだ。俺おれも悔しいけれど、打つ手がない。

　頭を下げたせいで、とんがり帽子が落ちかけた。

「わわわっ！　帽子が！　暗黒魔法使いにとって大切な帽子がっ！」

「どこまでも緊迫感ないな！　少しは学習しろ！」

　おかげで「謝罪」というせっかくのカードが安っぽく演出されてしまった……。

「そんなに、幼おさ馴なな染じみを返してほしい？」

　灰島が挑発的な笑みを浮かべる。

　この状況は圧倒的に灰島にアドバンテージがある。

「うん、お願いします、灰島さん！　ううん……縁えにし！」

　下の名前で眞如花は灰島を呼んだ。

　そういえば、二人は幼馴染だったはずだよな。

　でも、学校でもこの場でも眞如花はずっと「灰島さん」と呼んでいた。

「その呼び方は禁止したはずだけどな」

　灰島が口元をゆがめる。

「眞如花が自分の非に気づくまで名前で呼んじゃダメ──半年前に言ったよね？」

「灰島、やっぱりお前、細かいな……」

「黙りなさい」

　すごく冷たい声で言われた。クマさんに殺気向けるのやめてくれよ……。

「縁、ごめん！　でも、もう、縁にどんな迷惑をかけちゃったかもわかったし、謝るから……また、縁って呼ばせて」

　眞如花が真剣な目で訴える。

「ごめん！　縁！」

「でも……私が言わないと結局わかってくれなかったし……これからも似たようなこと、どうせ眞如花は繰り返すし……」

　灰島は気まずそうに、言葉尻じりを濁す。

　これは本心で憎んでる表情じゃない。素直に「今回は許してあげる。これからは気をつけてね」なんて言えないんだよな。灰島の性格からして。

　これ、魔女同士の争いというより、幼馴染同士のケンカだ。

　しかも、そのうち一人は俺の幼馴染でもある眞如花だ。

　でも、俺は何もできずに、クマのぬいぐるみをしている。

　いくらなんでも情けなさすぎるな。

「許して、許して！　大だい介すけには何の罪もないから！」

　帽子をはずして、眞ま如じよ花かは頭を何度も下げた。声の調子から必死なのはすぐにわかった。

　眞如花も仲なおりしたいんだよな。…………いや、それだけじゃないだろ。

　俺おれが捕まっているからだ。

　無関係のはずの俺が巻きこまれているから、眞如花は張り裂けそうな声で叫ばないといけないのだ。

　俺、どこまで眞如花の足を引っ張るんだ……。

　何かできないのか、眞如花のために？

「わかった。じゃあ、この大介って男の魂、返してあげる」

「ほんとっ！」

「その代わり──あなたがぬいぐるみになること」

　眞如花の顔が曇った。そんな話、呑のめるわけがない。

　床の間に並んでいたぬいぐるみたちが、眞如花のほうを向いた。

「今、ぬいぐるみが動かなかったか？」

「この屋敷は私の工房だから。それぐらいのことはできる。ちなみに、君のクマさんもこのクマさんも魂を取りこみやすいようにできている特製クマさんだから」

　灰はい島じまはその場に膝ひざ立だちになる。

「眞如花の体から魂を取り出させてもらうね」

　そして、畳に右手を置く。俺は左腕のほうでかかえられている。

　すると、灰島の手のあたりが緑色に発光しはじめた。

　エメラルドグリーンって、こんな色だったと思う。

「な、何が起きてるんだ！」

「魔法見たことないんだっけ。じゃあ、見せてあげる。ちなみに私のは呪じゆ文もんが必要ないの。ひたすら、手から大地の力を吸い上げるだけ」

「魔女って意外と地味なんだな……」

「本当に何も知らないんだ。魔法に万国共通のルールなんてない。呪文を唱えるのもいれば、生いけ贄にえを使うのもいる。共通してるのは、その本人が自分のルールに厳密に従わないと、強い魔法にならないことだけ」

「空手を極めた人間も、剣道を極めた人間も、ボクシングを極めた人間も、強いことに変わりはないが、トレーニングも実戦の取り組み方もまったく違う──みたいなもんか」

「さすが、クマさんだね。眞如花より物わかりがいいかも。ちなみに私は本来、地面から力を吸収したほうが効率はいいんだけど、この畳は特別性で、森のど真ん中と同レベルの力がもらえるから」

　たしかに緑色はだんだんと濃くなっている。

「私たち灰はい島じま家は、土地のやせた『灰島』っていう南方の島の出身でね、そこで地元民相手にシャーマンをしてたの。明治になってこっちのほうに抜け出してきたらしいけど、やり方は昔ながらの素朴なもののまま。大地は私たちを裏切らないから」

　気のせいかもしれないが、周囲の温度まで上昇している気がする。

　たしかに科学では説明のつかない変化がここで起きている。

「そして、この集めた魔力で、眞ま如じよ花かの魂を抜くわけよ」

　緑色が手からあふれていき、やがて空中に何か形をとりはじめた。

　空中に、潮干狩りで使う熊手のような、何本も刃のある鎌かまが現れる。

　それに実体がないことはすぐにわかる。

　色がグロテスクな緑で半透明だからだ。

　ただし、たんなる映像じゃないことも間違いない。

「これで眞如花の魂を抜き取ってきて、このぬいぐるみに放りこむ」

「おい、マジでやめろ、灰島！」

「抵抗さえしなければ、魂に傷がつくこともないって。眞如花も愛らしいクマさんに入れば、許せそうな気がするし。一週間ぐらい、愛めでてあげたら、戻してあげる。もしかしたら、もっともっと延長しちゃうかもしれないけど」

　ダメだ。灰島は聞く耳を持たない。

「眞如花！　ここは逃げろ！　俺おれのことは後回しでいい！」

「大だい介すけ……」

　眞如花の顔は不安と恐怖とその他もろもろの感情で揺ゆれていた。

　ああ、この表情はどこかで見たな。そうだ、小二の時、猫に囲まれた時だ。

　猫っていうのが、また眞如花ののんびり加減を表してるよな。

　でも、のんびりしてようがなんだろうが、あれは眞如花にとっての危機には違いなかった。今もそうだ。

「眞如花、逃げろって！　体育の授業の三倍ぐらいの力で、全力疾走でいけ！」

「逃げてもいいけど、幼おさ馴なな染じみはクマさんのままだよ」

　くそ、俺が人質になってるばっかりに……。

「心配するな。灰島はいい奴だ。ずっと無関係な俺をぬいぐるみにしっぱなしなんてことはしない！」

「クマさんは余計なこと言わないの！」

　左腕で首をロックされた。いてて……。小動物をいたわれよ……。

　自己犠牲の精神がいいとは思わない。自分も犠牲にしないにこしたことはないしな。

　だけど、ぬいぐるみにできることって、それぐらいなんだよ。

　でも、眞如花はその場から一歩も動かない。

「どうしてだよ！　ちゃんと逃げろよ！」

「逃げないよ」

　自然と眞ま如じよ花かは笑った。

「だって、縁えにしを困らせたのは事実なんだよね。幼おさ馴なな染じみをそんな目に遭わせたわたしは悪い子だから。悪い子に正義の暗黒魔法は使えない」

　その時の眞如花はとても強い目をしていた。

「だから、ぬいぐるみになってもいいよ」

「それじゃあ、お望みどおり、やってやるから！」

　灰はい島じまは右手をかかげると、一気に振り下ろす。

　あれが眞如花に落ちたら終わりだ。

　助けないと。それが幼馴染の使命だ。

　これでも眞如花を救ったことはあるんだぞ──猫からだけど。

　猫が眞如花に襲いかかろうとしてたあの時、俺おれはどうしたっけ。

　ああ、武器がないから、自分の体で戦ったんだった。

　俺は灰島の腕から脱け出ると──腕を踏み台にして思い切り跳び上がった。

　目指すはあいつの顔だ。

「てえぇぇい！」

　ぬいぐるみだから、顔に傷をつけることもない。

　女の子にもやさしいアタックだ。顔にぶつかってやった。

「うわっ！　毛玉が口に入った！」

　そのせいで振り下ろすはずの鎌かまがバランスを崩す。

　あの時も猫に引っかかれるぐらいで、どうにかなったんだ。今回だって、なせばなるさ。持たざる者の戦い方はいつも無様だけど、仕方ない。俺に魔法は使えないんだ。

　眞如花、これで目を覚ましてくれ。じっと何かを待つことは強さじゃないんだ。

　動かないと先には進めないんだ。

　ぬいぐるみでもやれるんだから、お前はなんだってできる。

「あっ……大だい介すけ、縁……」　

　眞如花は驚いた顔で俺たちを見ている。どうだ、ぬいぐるみの勇姿、見てくれたか？

「…………鎌が危ないよ！」

　えっ？

　見上げると、灰島の手を一度離れた鎌が──灰島のところに落下していた。

「おい、刺さる、刺さるって！　灰島、逃げろ！」

「刺さる……？　わわわわわわっ！　脳に来る！　脳に来ちゃう！　クマさん！　身代わりになって！」

「なるか！　このサイズじゃ、飛びこんで助けるみたいなプレイもできないんだよ！」

　そして、灰はい島じまの頭に鎌かまが刺さった。

「うぅ……頭に変な感覚があるんだけど……な、何もなってないよね？　お願いだから、無事だって言って！　お願い！　あっ…………」

　畳の上に灰島は倒れた。

「おい、大丈夫か！　大丈夫じゃないようにしか見えないけど、大丈夫か！」

　俺おれは灰島の腕を揺ゆする。サイズ的に全身を揺するのは無理なのだ。

　でも、魔法だし、実体はないはずだし、死なないよな……？　そう信じたい。

　──と、灰島の体から何かが飛び出てきた。

　その何かがぬいぐるみの俺にぶつかる。

　今度は俺がぬいぐるみから飛び出した。

　俗に言う「魂が抜けた」状態だ。山で経験しているから状況はわかる。

　おそらく、灰島の魂がぶつかってきて、押し出されたんだろう。

　まずい、このまま浮遊しているのはまずい。何か近くに入れるもの、入れるもの……。

「りさいくる、りさいくる♪　魂集めてりさいくる♪」

　うわ……崖がけから落ちた時にいた死神がまた来た。

　あれに回収されたら終わりだ！　何か入れるもの、入れるもの！

　慌てて、何かに飛びこんだ。

　それから数瞬、意識が飛んだ。



「──あれ、俺、どうなってるんだ？」

　意識が戻ると、隣ではぬいぐるみが大げさに動き回っていた。

　たぶん、俺が入っていたぬいぐるみっぽいな……。

「な、な、なんで……なんで私がクマさんになってるの!?」

「灰島？　灰島なのか！」

　クマはこくこくと体を折り曲げて、首を縦に振った。事実らしい。

「これはこれで可愛かわいいけど、そういう問題じゃない……どうしよ！」

　状況の整理ができないクマ（灰島）はまた畳の上を走る。

　見た目だけならファンシーだが、中身はそれどころじゃないだろう。

　俺もずっと寝ているわけにもいかないので、立ち上がる。

　あれ？　灰島を見下ろすような目線になってる。これは人間の目線だよな。

　少なくとも、クマを見下ろしているから、同類のクマじゃない。

「じゃあ、俺は誰だれなんだ？　慌てて、飛びこんだから覚えてない……」

「ねえ、縁えにし、もしかして、大だい介すけ？」

　眞ま如じよ花かがおそるおそる近づいてきて、そんな意味不明なことを言った。

「俺おれは灰はい島じまなわけなくて大だい介すけ……なんか、女みたいな声だな」

　自分がスカートをはいていることに気づいた。

　まさか…………。

「どうして、あんたが私になってるの！」

　ぬいぐるみが飛びかかってくる。せいぜい膝ひざぐらいまでだけど。

　まあ、つまり、ビリヤード式に俺の魂が押し出されて、近くの灰島に入ったってことだろう。

　でも、のんびり状況を確かめてる場合じゃないな……。

　と、さっきの着うたが流れてきた。

『く～ま、くま、くま、だいちのこ～♪　まんまるおなかのだいちのこ～♪』

　これ、灰島のだな……。とっていいのかな……。でも無視するのもまずいのかな……。発信者の電話番号を見ると、×××－｜××３５－｜３５３５。

「巫み女こが三人、これ、小こ秋あきの電話番号だ……」

　ひとまず電話に出る。

『無事で、よかったね』

「お前にはこれが無事に見えるのか？」

『あんまり』

　冷静な声で言われてしまった。

『今のところは、大丈夫みたいだけど、【魔女戦争】には、気をつけて』

「また、その単語か。何なんだよ、【魔女戦争】って」

『古代、西洋の、魔女が、二つに、分かれて、殺しあった、忌まわしき、争いのこと』

　言葉が途切れ途切れでわかりにくいが、意味はつかめた。

　でも、ここは日本だし、魔女が二つの勢力に分離しているわけでもないだろうし、心配しすぎだろう。

『今はまだ、戦争じゃない。でも、因子は、できてる』

　淡々と小秋はつぶやく。

「まさか。そんな歴史上の出来事が繰り返されるわけないって」

　ぬいぐるみの灰島があっさりと否定した。

　眞ま如じよ花かは戦争という言葉が怖いのか、悲しそうな顔をして黙っている。

　常識的に考えて、そんなものは起こらないって考えでいいよな。

　魔女の国なんてものは、さすがにないだろうし。

「ところで、どうしてこの電話番号、知ってたんだ？　お前、灰島と面識なんてないだろ」

『お兄ちゃん、大好き』

「ぶっ！　だから、都合悪くなったら、その一ひと言ことで回避しようとするのやめろ！」

『お兄ちゃん、大好き。あいらぶゆう』

　そこで電話は切れた。

　また、話をはぐらかしたな、あいつ……。

「それで、これからどうすっかな……」

「それで、これからどうしよっか、二人とも？」

「それで、これからどうするつもり!?」

　ひとまず、俺おれは足にしがみついているクマをはがした。



    

  
    
      
４話　クマさん、動く



　入れ替わりから三十分後。

　俺たち三人は、漆うるし原ばら邸の漆しつ黒こくの研究室で今後の相談をしていた。

　なお、ぬいぐるみも人としてカウントしておく。バス代は二人分ですんだけどな。

　灰はい島じま家の人たちには「漆原さんの家に泊まることにする」と言ったら、あっさりＯＫが出た。理解のある人たちでよかった。でも、あの人たちも魔女なのかな？　じゃあ、知ってたのかな？　深くは考えないようにする。

　事態が長引くと困るので、灰島の勉強道具一式と着替えも持ってきた。

　そろそろ、入れ替わりにも慣れてきた。慣れたくないけどな……。

　広い世界、一回ぐらい入れ替わりを体験する人間もいるかもしれないが、ここまで頻繁にやってる人間はいないだろう。

「まず、大前提な。俺が灰島縁えにしとして生きていくのはまずいから、早急に元の状態に戻るべきだと思う」

「だよね～」

「当然ね。可愛かわいいぬいぐるみでも、可愛いだけじゃ生きていけないから。私の美しい体に戻して。できるだけ早くね」

　このクマ、微妙にイラっとするな。

「それで、元はといえば、灰はい島じまのせいなんだから、お前がもう一度緑色の鎌かまみたいなのを出して、魂を入れ替え──」

「それは無理」

　即答された。

「だって、この体はぬいぐるみだし。なんていうのかな、魔法の使い方を体が覚えてない状態なの。ほら、格闘技と同じ原理。あれだって体そのものに型を覚えさせようとしてるよね」

「経験値がその体だとリセットされてしまってるってことか……」

　納得できる話だ。格闘家の魂が子供に乗り移っても、パンチやキックの力には限界があるだろう。どの体でもいいってわけにはいかない。

「逆に言うと、灰島の体なら魔法も使えるかな？」

「やってみれば？」

　床に手をつけてみる。

「…………ちょっとひんやりする。それ以上の何も感じないし、起こらない」

「そういうこと。そんな単純なものじゃないから」

　見た目は手を床につけてるだけだったんだけどな……。

「じゃあ、やれるとしたら、眞ま如じよ花かだけか」

　俺おれと灰島（クマ）の視線が眞如花に向く。

　はるか彼方の山で漂っていた俺の魂まで回収できたんだから、俺たちを元に戻すことだって、できるはずだ。

「できなくはないよ。でも、魂を抜きだす準備をしないといけないから、最低でも一日はかかるよ」

　眞如花が後ろの巨大な機械に目をやる。

「あの機械のウォーミングアップに十八時間はかかるから」

「とことん、理系魔女ね、眞如花は」

　灰島は疲れた顔をして、自分の椅い子すに寝っ転がった。

　理系魔女。言い得て妙なネーミングだ。

　この部屋は機械だらけというか、魔法よりも科学に近い気がする。

「伝承されてる黒魔法を使いたくないのはわかるけど、こういうところは使い勝手が悪いよね。別に、漆うるし原ばら家の選択が間違ってるとは思わないけど」

「えっ？　使いたくない？」

　そんなバカな。眞ま如じよ花かは暗黒魔法使いを自称してたんだぞ。

　それを使いたくないってどういうことだ？

「あのさ、まずはどうするかの話をしたほうがいいんじゃないかな……？」

　眞如花がおずおずと手を挙げて言う。

　そのとおりだった。優先順位は比べるべくもない。

　でも、どことなく、眞如花が話をそらしたように感じたんだよな……。

　眞如花が隠し事をしてる時は、笑みが引きつるんだ。

　しかも、すぐに顔に出るからだいたい当たる。

「とにかく、入れ替わりに一日かかるなら、一日は俺おれが灰はい島じまの代わりをして過ごすしかないだろ。松まつ森もり章しよ介うすけは住民票の移し替えとか転入の雑務で欠席ということにでもしとけばいい。灰島はサボリ魔なんだから一日休んでも何とも思われないだろ」

　灰島である俺は漆うるし原ばら家で一日引きこもっていればいい。

　ご先祖様の了解はすぐに得られるし、それが一番楽だ。

「それも無理」

「またかよ。今度は何だ？」

「私、学校自体は皆勤賞だから」

「どうして、授業サボるのに、そこだけ真ま面じ目めなんだよ！」

「ほかの魔女が学校で余計なことをしないよう、監視する必要があるから」

　急に理由がまともなものになった。

「多くの魔女が集まる場で、自分のテリトリーを構築する──魔女なら、そういう動きをするに決まってる。まして、悪意のある奴が交じってたら、命にかかわる。それを防ぐためにも、常に登校して様子を見てないといけない」

「まさか、授業サボってたのもそれが理由か……」

　裏の世界ではそんな駆け引きがされてたわけか。

「しかも、体を持っていった泥棒が交じってるかもしれない。怪しまれるリスクを最小限にするためにも灰島縁えにしは出席しないとダメ」

　灰島の言葉には重みがある。

　これはありふれた日常に起きたトラブルじゃない。

　すでに眞如花に敵意のある魔女が手を打ってきている状況なのだ。

「そうだな、それだけのリスクがあるなら──」

「それに皆勤賞のこともあるし」

「やっぱり、そっちが目的なんじゃないのか！」

　眞如花にしてもそうだが、魔女ってどこまでが本気なのかわかりづらいな……。

　それと、本当にどうでもいいが、ぬいぐるみの声って妙にかわいい。アニメ的というか、本当にどうでもいいな……。

「わかった、わかった。でも、サボってるところを襲撃されたらシャレにならないから、授業は教室で普通に受けるぞ」

「うん。私は全授業サボってるわけじゃないから、そこまでの違和感はないと思う」

「縁えにし自体はぬいぐるみとして連れていけばいいよね」

　ぬいぐるみは眞ま如じよ花かが持っていってくれれば、それでいいだろう。

　子供っぽい眞如花が持ってきてもなんらおかしくない。

「だから、縁って呼ぶなって……。もう、勝手にしろ」

　灰はい島じまが折れた。ぬいぐるみのままじゃ、頭もあがらないんだろう。

「ふふ～、縁、縁～」

　眞如花がクマを抱きかかえる。

「ちょっと！　やめなさい！　私は眞如花に愛めでられるほど堕ちてない！」

「かわい～！　子猫みたい。縁を両手でだっこできる日が来るとは思わなかったな～」

「やめて！　噛かむよ！　噛むからね！」

　ばたばたとクマが腕の中で抵抗していた。落ち着きのないクマだ。

「かぷ──あれ、噛んでみたけど効いてない……」

「ぬいぐるみだから、歯はないよね～。縁、今日は一緒に寝よっか～」

「嫌だ！　眞如花なんかと寝たくない！」

　会話だけ聞くと、とんでもなく百合でアレな発言のようだが、ぬいぐるみと少女の会話なので問題ない。ぬいぐるみと少女の会話もかなり異常だが。

　これで、明日の予定は決まったな。

　表面上は漆うるし原ばら眞如花・（俺おれの入った）灰島縁が登校する。眞如花はクマを持っていく。

　──と、その時、嫌な感覚が走った。

「実は、トイレに行きたくなってきた……」

　なぜか、クマからとてつもない殺気が来た。

　その愛らしい見た目からは想像できない負の怨おん念ねんだ。

　お前は呪のろいの人形か。いや、動き出すだけで十分禍々しいよな……。

「私もついていく。密室で、私の体に卑ひ猥わいなことされたら冗談じゃないから」

　もちろん、逆らう勇気は俺にはなかった。



「まず、顔を上にあげて。それから、ゆっくりとスカートを降ろす。それからは……さすがに言わなくてもわかるよね。顔は上だから。下を見たら、体が戻ったあとに『美しき蒼あおき大地の呪い』をかけるから」

　なんか、壮大な名前の呪のろいだな……。

　ぬいぐるみが足元でレクチャーをしてくれている。そのとおりに俺おれは動く。なんか、変なプレイのようだが、そんなことはない。子供からお年寄りまで誰だれでもやってる営みだ。

　そのあとのことは、ちょっと思い出したくない。ひとまず、男子と女子でけっこう違うんだなというぐらいで、おさめさせてほしい。



　　　　　　　　



　無事に終わったあとも、無茶苦茶ノドが渇いた。おかしいな……。俺の人生の中では、トイレってちょっとした息抜きのはずだったのに……。

「あのさ、廊下から変な匂においがするんだけど、何？　この屋敷に入るのは初めてなんだよね。魔女同士のつながりは隠す方針だったから」

　クマの灰はい島じまが不審げに聞いてくる。ぬいぐるみの嗅きゆ覚うかくってどうなってるのだろう。

「まさか、眞ま如じよ花かの料理じゃないよね……。もう、地球外の食材は食べないからね」

「お前も被害者だったのか……」

　昔から、銀河のどこかから採取した材料を使っていたらしい。

「心配するな、あれは祭壇のお香の匂いだ。祈ればご利益があるらしい」

「ふうん。ちょっと見てこよう」

　クマが祭壇に入っていった。

　二秒で出てきた。

「何これ！　ありえないって！　どこの宗教よ！　トカゲから変な声がしてた！」

「よかった、俺の価値観は正常だったんだ」

「どうして触手が集まってトカゲの形状になってるのよ！　絶対モンスターだし！」

「この屋敷は【漆しつ黒こくの漆うるし原ばら】のスタイルで造られているからな」

「見てはいけないものを見た気がした……。気のせいか、体が重い……」

　いや、ぬいぐるみだから軽いだろと思うが、そういう問題でもないよな。

　足を引きずりながら歩いている。

　ぬいぐるみが好きでも、ぬいぐるみの歩き方なんて慣れてないよな。

「じゃあ、肩に乗るか？」

　しんどそうなので、そう提案した。ぬいぐるみの体重なら肩こりもしないだろう。

「……………………は？」

　なんだ、この間は？

　クマは少しだけその場をそわそわ歩いた。微妙に照れているように感じる。

　考え事をすると、クマは歩き回るというのは本当なのか。

「そ、そうね……。じゃあ、お言葉に甘えて案内してもらおうかな……あっ、ありがと……でも、考えてみたら私の体だし！　お礼を言うのも変な気がしてきた……」

「そのあたりのことは深く考えるな。ややこしいことになる」

　クマをひょいっと持ち上げる。

「わっ……きゃっ、高い……もう少し、ゆっくり持ち上げてよ……」

「そうだった、クマのサイズからしたら、かなりの高度なんだった。すまん」

　今度はゆっくりと肩に乗せた。

「肩に乗るのも悪くないかな。眺めもいいし」

　少し、クマの機嫌もよくなってきたようだ。

　俺おれは案内できる範囲で漆うるし原ばら家を案内した。

　つまり、開けてはならない扉をいくつか説明した。

「開けられない部屋ばっかりだね……」

「命を懸けてまで開けたくはないだろ」

　さすがにクマの灰はい島じまも飽きてきたらしい。基本は廊下を歩いてるだけだしな。

「でも、いい眺めね。さすが私の肩」

「そこまでして、自分の体を褒めるな！」

「いいじゃない！　本当のことなんだから！　私の体はきれいなの！　お子様の眞ま如じよ花かとは違うの！」

「そういう発言は慎め！　こっちだって中身は男なんだぞ！　体がどうとか！　…………あっ」

「そっちこそ、裸を想像したりしないで…………あっ」

　おそらく、二人とも同じことに気づいたのだと思う。

「毎日、お風ふ呂ろできれいにしてるんだからね！　ちゃんと入ってもらうからね！」

　ぬいぐるみに指摘された。

　そうだ、お風呂という難関が残っているのだ。

「なあ、一日ぐらい入らずに過ごすっていうのは──」

「おおいなる大地の怒りを食らわせてやるから。具体的に言うと、世界中のあらゆる砂が敵になるから。砂漠の砂、公園の砂場の砂、近代短歌の金字塔である石いし川かわ啄たく木ぼくの歌集『一いち握あくの砂すな』が敵になる……」

　なんかよくわからないが、怖い。

「でも、一切見ずに風呂に入るって、難しそうだな……」

「人海戦術でやるから」



「よし、スカート完了」「そっちはブラ、お願い」「わ、けっこう大きい」「触るの禁止だからね」「はい、バスタオル巻くから」「ゆっくり立ってね」「ふう、準備ＯＫ」

　俺おれはずっとアイマスクをして、なすがままにされていた。

　その間に七人のご先祖様たちに服を全部脱がされたらしい。

　現在、バスタオルを巻いた状態でお風ふ呂ろの前で立っているはずだ。

　七人の女性に服を脱がされていくというのは、あんまり繰り返すと変な趣味に目覚めそうだが……初回だから大丈夫だろう、たぶん。

　ごくごく普通の入浴の準備である、たぶん。

「よし、合格。ご先祖セブンは手際いいね」

　クマが腕組みをして、うなずいている。

「ご先祖様に変なあだ名つけるなよ」

「七人全員覚えるより楽でいいじゃん。じゃあ、眞ま如じよ花か、浴槽までエスコートして」

　これはぬいぐるみの声だ。この体の持ち主の意見に全面的に従っている。

「うん。大だい介すけ、手を貸して。タイルですべらないように気をつけてね」

　眞如花が俺の手をとる。このままお風呂場に入る。

「ぷっ。眞如花って、バスタオル一枚でも胸ないのね」

　クマが余計なことを言った。

「そ、そんなことないよ！　縁えにしの目の錯覚だよ！　着やせするタイプなんだよ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　あっ、眞ま如じよ花かって今、バスタオル一枚だけなのか……。そりゃ、そうだよな。いかん、余計なことを想像してしまう……。

「着やせするって、ほぼ何も着てないじゃん。むしろ、裸よりエロ──」

「おい、クマ！　少し黙れ！　こっちの平常心を乱すな！」

　お風ふ呂ろ場ばにある、あの椅い子すにゆっくりと座る。

「じゃあ、慎重に慎重に洗ってね。後ろで監督してるから。大だい介すけって奴が余計なことをしたら、あとで十六種類の毒草をブレンドしたお茶を飲ませる」

　こ、殺される……。

「まずは、頭からいこっか」

　眞如花の手が髪の毛に入ってくる。

　自分の体じゃないけど、けっこう気持ちいい。

　そっか、床屋でシャンプーされてる感覚なんだな。幸い、変な気分にもならずにすみそうだ。恥ずかしいとか以前に命にかかわるからな……。

「大介、かゆいところないですか～？」

「心配ない。このまま続けてくれ」

　う～む。女子なら誰だれでもそうなのかもしれないが、なんて丁寧な洗い方なんだろう。

　俺おれなんて、いっつもわしゃわしゃこすって終わりってやり方だったからな。

「うわ～、大介の髪、さらさらだ～。女優さんみたいだよ！」

「厳密には灰はい島じまの髪だけどな」

　しかし、まだお風呂は終わってない。むしろ、本番はこれからだ。

「じゃあ、バスタオルをとって。次は体ね」

　いよいよ来た。

　無心という言葉を頭の中に念ずる。そうしないといろいろと危険だ。

　というのも、人間というのは、ほかの人間に触られると、ぞくっとするようにできている。生物の生存上、必要な性質なんだろう。敵の気配に気づけないような種族は生きていけないからな。

　だが、その「ぞくっ」を快感と感じるように人間は誤った進化をしている。

　これは俺の責任ではなくて、人類全体の責任だ。

　だから、徹底した無心を貫くことが必要で、それができないなら死ぬ（灰島に殺されるので）。

　それと、本当にどうでもいいことだが、あえて言わせてくれ。

　バスタオルをとって気づいたのだが、ブラをしていないと胸が重い。

　こんなものをつけて生活するのって、思いのほか面倒だな。

　女子ってこんな苦労までしてるんだなって、どこか間違った感想を抱いた。

　いかん、余計なことを考えたら、感覚が敏感になってきた……。

「じゃあ、腕からいこっかな～。腕を伸ばしてね」

「うっ、あっ……」

　たかが腕なのに、声を出してしまった。これは想像以上に難しいぞ……。

「変な声出すな！」

　ぬいぐるみから苦情が来た。そんなこと言われても、これは……。

「うわ～、大だい介すけの体、発育いいなあ。胸のあたり、すごく立体的……」

　ちょっと悔しそうに眞ま如じよ花かは言う。ああ、幼児体形、気にしてたのか。

　でも、眞如花が灰はい島じまにその点でライバル心を抱くのは無駄というか、その……たとえて言えば、猫が虎とらに勝とうとするようなもので……。

「眞如花もあまり見るな！　これは仕方なくの人事ってことを理解しろ！　私がぬいぐるみじゃなかったら、私がやってる！」

　そりゃ、同性でも見られたくないよな。

　男の俺おれでも目隠ししている間に股こ間かんを見られたくなんてないぞ。

　そんなどうでもいいことを思っている間に、かなり進んでいたらしい。

　そろそろ終わるかな……。

「それじゃあ…………残りは前を洗うんだけど」

　なんとなく、眞如花も言いづらそうにしているのがわかった。

「…………」

　もう、どう答えていいのかわからん。

「大介って奴……もう、言いづらいから大介って呼ぶ。大介、あほみたいに『あ～あ～あ～』って声を出しときなさい。ウィーン少年合唱団の自分をイメージしなさい。その間に眞如花は迅速に、余計な刺激を与えずに洗うこと」

「「はい！」」

　どうでもいいところで、声が完全にハモった。

「大介、行くよ！」

「あ～～あぁ～～あ～～ああ～～あ～～～～あああああ～～～ああああああああぁぁぁ～～～あぁあぁあぁ～～ああぁぁぁああ～～あああ～～～あ～～～ああ～～～あ～あぁぁああああああ～～～あああああぁあああああっ！　あぁぁぁあああああ～～～～」

「終わったよ！」

　乗り切った。一つの難しい局面を俺は今、努力で乗り切った。

「大介、眞如花、あなたたち、思ったよりもやるね。そのやる気だけは認めてあげなくもないかな」

　あっ、なぜか灰島にまで誉められた。

「ああ、俺おれの貞淑な精神が認められたようだな」

「うっ……」

　だが、そこにぬいぐるみの悲痛な声が聞こえた。

　小さな音だが、どうも倒れたらしい。

「大丈夫っ!?　縁えにし！」

　眞ま如じよ花かもすぐに灰はい島じまのもとへ急ぐ。

　まさか、魂が非生物に入ったせいで、拒絶反応が来たのか？

「お風ふ呂ろ場ばにいたら、足から水がしみてきて、気分が悪い……」

　そりゃ、材質が材質だからな……。

　乾燥させると、クマは無事に元気になった。

　また、ぬいぐるみになった時のために、覚えておこう。



　　　　　　　　



「うわ～、いいお天気。ちょうど太陽が黒い雲に隠れてて、儀式に最適だよ」

「眞如花、そういうのは世間一般的にはいい天気とは言わない」

　いまだに眞如花の魔法は見たことはないが、暗いほうがいいらしい。

「俺はろくに寝てないから疲れが──うっ」

　腕の中のぬいぐるみに叩たたかれた。

「俺とか言うな」

　小声でぬいぐるみが睨にらんでくる。

　そうだ、俺は今日は松まつ森もり章しよ介うすけではなく、灰島縁として過ごさないといけないのだ。

　当然ながら、俺なんて一人称は厳禁である。

「でも、なんで俺……私がぬいぐるみ持っていくことになってるの……？」

　学校での灰島のキャラから大いに外れていると思うが。

　てっきり、眞如花の役目だとばっかり……。

「あなたが授業中に何をしでかすかわからない以上、見張るしかないからね。政治家の答弁と男だけは信用するなって言うのが、我が家の魔女の家訓」

　とことん信用されてないな……。

　会って一日ぐらいなわけだし、信用してもらえる実績もないが。

「それから、あなたは魔女じゃないから気づきようがないかもしれないけど、怪しい人間が寄ってこないか注意して」

　ぬいぐるみではあるが、灰島の目は真剣だ。

「相手は眞如花もあなたも知ってる可能性が高い。だとしたら、学校の人間である可能性もかなり高い」

　たしかに。眞ま如じよ花かが魔女だと気づいた人間が攻撃の手を伸ばしていることはありうる。

「魔女って、基本的に仲が悪いものなんだよな」

「前にも言ったけど、魔力は有限。いくら法のり扉と市が魔力豊富な土地柄でも、邪魔者には出ていってもらえるにこしたことはないよ」

　資源の取り合いってことか。なんというか、生々しいな。

　そんなことを考えつつ、疲れる通学路を歩いていると、じきに真しん宝ぽう学がく園えんに着いた。

　学園内を小学生の姿になっている学園長が歩いていた。

「学園長、おはようございます！」

「ああ、漆うるし原ばらと灰はい島じまか──ぷぷぷっ」

　俺おれたちを見るなり、学園長は笑い出した。なんかムカつく。

「いろいろとあったらしいな。だいたい想像はつく」

「ご想像にお任せします」

「お風ふ呂ろは楽しかったか？」

　的確に痛いところを突かれた……。

「それと、言うまでもないことだが、老婆心ながら言っておく」

　今の学園長だと、老婆心というか幼女心って言ったほうが正確だけどな。

「お前たちの敵になるものがいるかもしれん。学園内での私闘は禁止しているが向こうが守るかは別だ。注意しておけ」

　眞如花の顔に怯おびえの色が差したのがすぐにわかった。

　怪しい神様を信仰している割には、悪意に耐性がないんだよな。

　ここは俺が聞いておいたほうがいい気がした。

「もしかして、犯人がわかったんですか？」

「さあな。私は学園を統べる立場。学園自体をつぶそうという輩以外には敵にも味方にもなれない。学園の生徒の命を奪おうとしているなら、全力で止めに入るが、逆に言えば、動きがなければ干渉もせん」

　学園長の言葉は冷たいようだが、あらがえない事実だ。

　本来、学校とは自由の場。そこでは世俗の対立もなかったことにされる。

　むしろ、かかわらないからこそ、魔女も安心してこの学校に入学できるのだろう。

「ありがとうございます。よし、眞如花、行こう──」

「猫さん、今日も元気そうだね。おはよ～」

　眞如花はまた学園長のペットである黒猫をなでていた。

　あれ、さっきショックを受けていたように見えたのは気のせいか……？

　立ち直りが早すぎて、わからん……。

　気のせいならそれが一番いいんだがな。



「あっ、灰はい島じま縁えにし……」

　教室に入るなり、海かい龍りゆ寺うじきりんと目が合った。

　ああ、やっぱり敵視されているなというのが一目でわかる。

「今日こそは授業ぐらいちゃんと受けて下さいね！　委員長として命令です！　そりゃあ、守らなかったからって今のワタシには投獄する権力も死刑にする権力もないですけど、とにかく守って──その手の中のは…………」

「クマさん」

「え……あ……そうですか……ちなみにヒグマですか、ツキノワグマですか？」

「ええと、ツキノワグマ」

「なら、いいです。ツキノワグマなら草食性ですから」

　どういう基準か謎なぞだな……。

　肉食の動物は嫌いなのかもしれない。名前がきりんなだけに。

「でも、クマというのが灰島縁のことを象徴的に現していますね」

「どういうこと？」

「クマは成長すると単独行動で暮らす動物ですから。あなたの協調性のなさを示しているかのようです。あなたがクマのぬいぐるみを突然持ってきたということには、文脈的にそういう意味はあるんでしょう」

　手の中のクマが小さい声で「ウザい、海龍寺……泣かす……」と言ったのが聞こえた。

　お前も声出すなよ！　ばれたら最悪だぞ！

「あれ、漆うるし原ばらさんはいるけど、しょ、章しよう介すけ君は来てないんですね」

　げっ……。今度は攻撃先が章介になったぞ……。

「うん。引っ越してきたから手続きとかいろいろと大変みたいだよ」

　グッジョブ、眞ま如じよ花か。うかつに風邪とか言って、万一誰だれかが見舞いに来るなんてことになったら困るからな。余計な心配をかけなくていいし、いい言い訳だ。

「そうですか……いけない、いけない、委員長なのに男子一人が来てないだけで影響されちゃダメですね……」

「あんまり、転入生をいじめないでね」と、軽く灰島の立場を使って、釘を刺しておく。

　これからずっと目の敵にされたら困るからな……。

「ほ、ほうっておいて下さい！　そりゃ、章介君はライバルはライバルですけど、その……憎しみの対象じゃないというか……お互いに高めあう関係というか……。た、高めあうって言っても変な意味じゃないですよ！　誤読しないで下さいね！」

　あれ？　どうして、きりんはこんな照れながら話すんだ？

「むしろ、章しよう介すけ君みたいな人なら、一緒に天下を狙ねらえるというか……いつまでも連れ添っていきたいというか……あぁ、言葉だと上う手まく言い表せません！　文学の冬の時代です！　でも、ワタシの心はむしろ熱っぽいです……」

　きりんはかなり混乱しているようで、自分でも何を言ってるかわかってないようだ。

　そこはかとなく、恋する少女のようだけど……まさかな、それはない。

　不幸な俺おれは当然、そんな色恋とも無縁だった。そんなことあるわけないのだ。

　ただ、俺の杞き憂ゆうはどっちみち別の話題で打ち消された。

「ええと、ここが三組かな……？」

　見たことのないスーツ姿の女性が教室に入ってきた。年は二十代前半か。

　いかにも新規採用されたばっかりというような、おどおどした感じだ。

「あっ、そうですよ～。ここが三組」

　人見知りということを知らない眞ま如じよ花かがすぐに返答した。

「今日からしばらく担任をつとめる氏うじ家いえ寧ねい子こです。初めての担任経験ですが、よろしくお願いします……」

　やっぱり、若手の先生か。俺もここ数日、章介で高校デビューしたり、灰はい島じまで高校デビューしたりしているので、氏家先生の心労はよくわかる。

「ああ、よかった……思ったよりも普通そうで……」

「普通って、どういうことですか？」

「いえ、このクラスってとんでもなく変わってるって話だったから……。サボリ魔はいるし、委員長は面倒くさいし、口から火を吐く男子もいるって……」

　すみません、すべて事実です。

「あ、新任の氏家先生ですね。ワタシ、委員長兼担任代行をしておりました海かい龍りゆ寺うじと申します。本日、担任の権限をすべて氏家先生に禅ぜん譲じようさせていただきます……。ああ、ワタシの担任としての日々もたった三日でしたか……うう、涙が止まりません……」

　泣きながら、きりんがよくわからないことを言った。

「たしかに面倒くさい委員長さんですね……」

　先生、そこは思ってても言ったらダメだろ。

「とにかく、これまでありがとうございました……」

　こうして、無事に担任の先生が来てくれたところで、チャイムが鳴った。

　ホームルームもごく普通に終わって、一時間目の数学になった。

　ただ、黒板よりも俺のほうに視線が集中しているのはすぐにわかった。

「あれ、なんだ……？」「どうしてぬいぐるみ？」「高度なギャグなの？」「でも、あんな王子もアリかも」「そうだね、かっこいいことには変わりないもんね」

　授業中でもいろんな声が聞こえる。

　むしろ、静かな分だけ余計に聞き取りやすかったりする。

　灰はい島じま縁えにしが授業を受けている。それぐらいなら「ああ、今日はサボってないんだ」ぐらいの話だが、ぬいぐるみが机に載ってるからな。

　やっぱり灰島って、注目されてるんだな。

　でも、昨日の松まつ森もり章しよ介うすけのデビューを思えば気楽なもんだ。

　なお、クマの灰島は黒板のほうを向いている。もちろん、しゃべったりはしない。何か不審な動きがクラスでないか、気を張り巡らせているらしい。

　クラスメイトからすれば、最も不審なのは、机にぬいぐるみを載せている灰島縁えにしなんだろうけれど、そこは置いておく。

　だが、この中に件の犯人がいるかもしれないというのは、それはそれで穏やかじゃないな。疑心暗鬼にならざるをえない。

　しかし、学業をおろそかにしてはダメだ。ノートを開き、ルーズリーフも用意する。

　なぜ、ノートだけじゃないのか？　ノートが灰島のものだからだ。灰島が松森章介のノートを取り出していたら、不自然だからな。かといって、灰島のノートに直接書くのもまずい。明らかに筆跡が異なる。

　そんなところをチェックする奴はいないかもしれないが、ノートを返された灰島が楽しくないだろうしな。授業サボってるぐらいだから、ほとんど白紙だろうけど──ごめん、そんなことなかった。

　ものすごく丁寧で、要点も上う手まくまとめた家宝にしたいようなノートだった。

　昨日授業で受けた範囲もしっかり書きこまれている。

　もしや、灰島ってサボってるふりして、裏で思いっきり努力しているというか、努力を見せるのを恥ずかしいと思うタイプなのか？

　──その仮説はじゅうぶんにありえるな……。

「そ、それぐらい普通だから……こそこそ努力なんてしてないから……」

　ん、なぜか声が聞こえる……。

　クマが、こっちを向いていた。

「どうして、しゃべる！」

　声をとことんしぼって話す。

「だって、暇なんだし。授業時間、まったく動かないって苦痛すぎるし」

「それだったら、カバンにでも入れ……」

　あまり会話するわけにもいかないので、ルーズリーフにノートをとっていく。

「字が汚い」

　クマに指摘された。

「だから、しゃべるな……」

「そこの問題、間違ってる」

「家庭教師は帰ってからでいいって……」

　どうして、当事者のぬいぐるみに妨害されないといけないのか……。

「王子、ぬいぐるみとしゃべってる？」「かわいい一面発見！」「さすが灰はい島じまさん！」

　あっ、ファンの人には聞こえてたらしい……。

　でも、「ぬいぐるみがしゃべってる」じゃないだけいいか……。

　授業のあと、きりんがやってきた。

「あの、ワタシ、ずっと灰島縁えにしのことをクラス統一のための障壁だと認識していました。でも、その解釈は間違いだったかもしれません。つまり、灰島縁はぬいぐるみと会話しちゃうような独特の個性の人で、だから授業という画一的なシステムから離脱してしまったとも考えられるわけです。そうだったら、一方的な統合策に反発するのも仕方ないですよね。だからといってワタシの統一の夢がなくなったわけではありませんが」

　まずい。きりんから不思議ちゃん認定されてしまったようだ。

　これ、あとで灰島から怒られそうだな……。

　でも、もっと面倒な授業があった。

　なんで、今日も体育あるんだよ。



　息が詰まりそうだ。

　あくまで比ひ喩ゆ表現であって、本当に窒息しているわけではない。

　現在、女子更衣室にいる。

　当たり前だが、下着姿が咲き乱れている。

　夏場は水着という布一枚の装束を人間は見慣れているのだから、下着ぐらいでどうこう思う必要はないはずなのだが、だからといって平然としていられるかは別だ。

　何かに睨にらまれていると思ったら、またクマがこちらを見ていた。

　ちなみに、無理矢理ロッカーに押しこんでいる。狭いかもしれないが、更衣室の中を走り回られると、ホラーになってしまうので自重してもらう。

「あんまり、よそ見をしないように」

　じろじろ見てるわけじゃないから、いいだろ……。

「縁、着替えるの遅いよ～。チャイムが鳴っちゃうよ～」

　眞ま如じよ花かがせかしてくるが、ここで向こうを見ると、このクマさんに怒られるんだ。

　本物でもぬいぐるみでもクマは怖い。

　それと、やりづらい理由がもう一つある。

「はあ……どうして不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵であるワタシたちが隣り合ってるんでしょうか……」

　隣のロッカーを使ってるのは、きりんだった。ロッカーは定位置はないので、早い者勝ちで場所をとるのだが、偶然空いているところが、きりんの横しかなかった。

　慣れない体なので、更衣室に着くまで出遅れたせいだ。

　時たま、きりんの姿が目につく。

　運動音痴なので、てっきり発育も悪いと固定観念で決めつけていたが、着やせするタイプというか、思ったよりスタイルがよかった。

「どうしましょう……このままじゃ遅刻です……。協調性のない灰はい島じま縁えにしと同じになってしまいます……」

　ちくちく攻撃されている。

　意外と根が深いな、この対立……。

「海かい龍りゆ寺うじ、ほんとにウザい！　絶対泣かす。靴に針入れてやる……」

　またロッカーのクマが呪のろいの言葉を吐きはじめた。

　やむをえないので小声で注意する。

「だからしゃべるなって！　それと報復の内容が陰険なんだよ……」

　クールっぽさ、ゼロか。

「針は環境にやさしいサボテンの針を使用する予定だけど」

「ポイントはそこじゃない！」

　まずい。声が大きくなったか……？

　きりんがこっちを見てきた。

「今、何かぬいぐるみから声が聞こえてきたような気がするのですが……」

　げっ。かなり危険な状況になってきたぞ……。

「クマさん、今日もいい天気ね。今度、一緒に散歩しようね。うん、クマ吉とクマ助とクマ兵衛とクマ右衛門と一緒に行こっか！」

　やけくそでクマに話しかけた。恥ずかしいが、背に腹は代えられない。

「あ……そうでしたね……灰島縁はそういう人だったんですね……ごめんなさい、委員長として、もう触れないようにします」

　どうやら痛い人のふりで乗り切れたらしい。本当に心臓に悪いな。

「今、海龍寺のほう、見なかった？」

　なのに、またクマが話してくる。

　仕方ないだろ。アイマスクして着替えるわけにもいかないんだから……。

「ほら、目をつぶって、一気に着替えて！」

　所有者の命令には素直に従おう。目を閉じて、ジャージに足を入れる。

　これぐらい、余裕、余裕──と思っていたら、こけた。

「わっ！　わっ、わっ、わっ！」

　片足でなんとか耐えようとしたが、結局体をひねって、倒れてしまった……。

　ただ、倒れたにしては、妙にやわらかい気が……。

「ちょ、ちょっと！　灰はい島じま縁えにし！　な……何してるんですか！」

　目の前から、きりんの声がする。これは、もしかすると……。

　ちょうど、両手をついている真ん中に、きりんの顔があった。

　これは俗に言う押し倒すという行為だな……。

　女の子だからセーフだよね──ってわけにはいかないよな。

　むしろ、余計に灰島がきりんに嫌われてしまう……。

　いくらなんでも関係を悪化させるのはまずいだろ……。

「ワタシたち、女の子同士ですよっ！　たしかに協調性は求めはしましたが、意味が違います！　灰島縁えにしを屈服させたいと思っていたら、逆に屈服させられてます！」

「ごめん！　悪気はないから！」

「ちょ、直接的な暴力の前では、権力も無意味なのです……。独裁者も一発の凶弾に倒れることもあるのです！」

「そんな意図はないの！　ほんと、ほんと！　信じて！」

「靴を、靴を舐なめるから許して下さいっ！」

「申しわけない！　勢い余ったというか、体に慣れてないというか……」

「慣れてない？　こ、こういうことにですか？　ワタシも全然慣れてなんて……」

　きりんが顔を赤らめる。まずい、かえって誤解が拡大してそうだ。

「忘れて！」

　──そのまま気まずい思いをして、走ることになった。

　順位は上から数えたほうが早かったけれど、いつもの灰島よりだいぶ遅かった。

　怪しまれるかと思ったが、「どうせ灰島のことだから手を抜いてるんだろう」という認識をしてもらっているらしく、さほど変な目では見られなかった。世の中、何が幸いするかわからん。

　やっぱり、慣れない体だと上手に使えないんだな。

　チャイムが鳴ったので、みんな、三々五々更衣室に戻っていく。

「縁、帰ろっ」

　眞ま如じよ花かがまた声をかけてくる。

　中身が俺おれになってるとわかってるせいか、灰島に対する怯おびえがなくなってるな。

　突然、灰島が眞如花と仲良くなったと思われても困るんだけど、眞如花のことだから、そこまで深く考えてないんだろう。

　それもあるが、一つ用事があった。

「悪いけど、少しだけ別件があるから。先に行ってて」

　クールな雰囲気がそこまで失われないように断る。

「うん……大だい介すけ……縁えにしなりに何か考えがあるんだよね」

　ちょっとだけ寂しそうに眞ま如じよ花かが帰っていった。

　悪いな、灰はい島じまとして動いたほうがいい仕事があるんだ。

　グラウンドの隅で、きりんが汗ダクでぜえぜえ言っていた。

　今回は棄権しなかったらしい。

「今日は朝からついてないです……」

　ちょっと、罪滅ぼしをしてるほうがいいかな。

　すぐ近くにある自販機コーナーで冷たいお茶を買った。

　校内にあるためか、カップタイプはかなり安かった。問題は灰島の財布の金ということだが、そこはあとでそうっと補充しておこう。

「海かい龍りゆ寺うじ、はい、さっきの謝罪分」

　俺おれはお茶を差し出した。善意というよりは、きりんの疲労具合がハンパじゃなかったせいだ。水分補給しないと危ないぞ。

「え…………どうして、ワタシに？」

　きりんは何が起きているかわかっていないようだった。

「前みたいに十六種類の毒草を入れましたとか、そんなことはないですよね？」

　あの脅し文句は事実に基づいていたのか……。

「大丈夫。あの頃ころの私とは違うから」

「あ、ありがとうございます……」

　やっと、戸惑いながらも受け取ってくれた。

　これでさっきのことは忘れてもらえればいいんだけどな。



　　　　　　　　



　ひとまず、昼休み、なんとかお弁当の時間までは持ちこたえた。

「疲れた……」

　すでに二日ぐらい徹夜しているような疲労感がある。

　トイレもすべてクマ同伴だし、落ち着かないこと、この上ない。

　なお、無論、女子トイレのほうだ。この姿で男子トイレに入る勇気は俺にはない。

　けど、違和感も覚えず女子トイレに入れるようになってしまうのもまずいし、早く体を戻さないとダメだな……。

　机の上に弁当箱を出す。

「灰島さん、お弁当なんだ」「いつもはコンビニのサンドイッチなのに」「意外かも」

　弁当箱を出しただけで、そんな声が聞こえてきた。

　お弁当はいろいろあったせいで作る暇もなかったので、ご先祖様に頼んでいた。

　なお、眞ま如じよ花かには言ってないが、俺おれのほうからタコ系とかゼリー系とか地球上にない食材や人間では発音できない名前の食材は使わないように、重ねてお願いした。

　それでも半信半疑で教室でお弁当箱を開けたところ、見事に普通のお弁当だった。

　ご先祖様、ありがとう！

　ただ、チューリップ型のそぼろが載ってるのは子供っぽすぎるかな。

「うわ、ガキっぽい」

　即座にクマが言った。

「お前のフォルムが一番ガキっぽい」

「クマさんは愛らしいだけ。ガキっぽいわけじゃないの」

「わかった、わかった。クマのことはお前がすべて正しい」

「でも、本当に子供っぽいね。あんまりまわりに見せないようにしてね。イメージの問題があるから」

　そうだな。灰はい島じまがこんなの食べてたら、高度なギャグにしか見えないからな。

　隠れてできるだけ早めに食べよ──

「あっ、縁えにしとおそろいだね」

　すぐそばに眞如花がいた。

　手には同じチューリップのそぼろお弁当がある。

「ねえ、だいす──縁、一緒に食べよっ！」

　俺とクマは凍りついた。

「漆うるし原ばらさんと灰島さんって、名前で呼び合う関係だった？」「やたら仲いいよね」「今日の変化もそのせい？」「むしろ、灰島さんがあのチューリップお弁当なの？」

　周囲から疑惑の声があがっていた。大惨事である。

「「眞如花、空気読め」」

　俺とぬいぐるみは同時に叫んで、屋上に脱出した。

「縁、どこ行くの？　待ってよ！」

　追ってきた眞如花に説教をしたのは言うまでもない。



「あ～、もう！　培ってきたイメージが崩壊していく……」

　放課後、廊下が騒がしいのをいいことにクマの灰島が苦情を言ってくる。

　俺の横では、眞如花が楽しそうに歩いている。

　機嫌がいいのか、歌まで口ずさんでいる。

「あんこく、あんこく、しのせかい、しんえんからやってくるねくろまんさー♪」

　歌詞が不吉この上ないが、【漆しつ黒こくの漆原】だから仕方ないのだろう。

　なお、クマは腕の中にいる。こっちを見る視線には慣れてきた。

「イメージ悪化も何も、ぬいぐるみを持ってくるのはお前が言い出したことだからな」

「それはそうだけど、こんなに悪化するとは思わなかったし……」

「たしかにな……」

　少なくとも、灰はい島じまがクールな一匹オオカミという空気は変容するだろう。

「別にさ、いいんじゃないか？　どうせ作ってたキャラだし」

「そっちは一日だけのことでも、こっちはこれからずっと、このキャラでやっていかないといけないんだって！　うう……私ってかわいそう……」

　ついに怒りを通り越して、落ちこみはじめた。

　そもそもお前が悪事を働いたせいだから、そんなに同情しないぞ。

　でも、お前の気苦労もわからなくもない。

　俺おれも自分の不幸でさんざん苦しんできたからな。

「眞ま如じよ花か、ちょっと灰島を持ってて」

「たしかにお預かりしたよ」

　眞如花にぬいぐるみを渡す。「ちょっと！　職務放棄はサボテンの針三千本！」って声が聞こえてきたけど、スルーする。どうせ、すぐに戻ってくる。

　廊下の隅にあるコピー機でルーズリーフをコピーした。



    

  
    
      



    

  
    
      「汚い字だと思うけど、これが限界だ」

　周囲に視線がないのを確認してから、ぬいぐるみの灰はい島じまにコピーを手渡した。

「これ、今日の授業の分だけど……何のつもり？」

「今日はぬいぐるみになったせいで書けなかったはずだから、その代わり。灰島なら、とっくに頭に入ってるかもしれないけど」

　そんなに深い意味はない。ただ、灰島は人知れず勉強するタイプだから、喜ぶかなと思っただけだ。

　どうせなら不幸な人間が増えるより、幸せな人間が増えたほうがいいだろ。

「大だい介すけって、けっこう気がきくんだ……」

「凡人にできることと言ったらこれぐらいだからな──おっと」

　誰だれかがこっちに近づいてきたので、会話をあわてて中断する。

　きりんだった。

　何やら思いつめた表情をしている。

　顔も赤いし、まさか憤ふん怒ぬの表情ということだろうか……。

　げっ……体育の時のこと、まだ根に持たれてるか……。

　俺おれが入れ替わってる間に仲たがいの要因を作ったら、申し訳なさすぎる。

「な、何の用……？」

　これで「宣戦布告します」とか言われたらどうしよう。

「これまで、協調性がないとか言って、ごめんなさいっ！」

　きりんは、その場で頭を下げた。

　あれ、どうなってるの？

　少なくとも、怒られているわけではないみたいだが……。

「今日はちゃんと授業受けてましたし、クラスメイトの気遣いもできるようですし……協調性がないって一ひと言ことで言うことはできませんね。だからって、全面肯定できるわけではないですが……少しは灰島縁えにしのこと、見直しました……」

「あ、ありがとう……」

　なんだか、むしょうに照れくさいな。

「それとクマのことはワタシは気にしませんから。フィギュアにはあはあする人がたくさんいるんですから、ぬいぐるみと会話したっていいですよね」

「いや、それは誤解っ！」

「もしかして、クラスのみんなと話さず、ぬいぐるみとだけ話すというのは、自分に都合の悪いコミュニケーションは認めないという、現代人に対するアイロニカルな批判なのでしょうか。そして、ぬいぐるみが人間ではなくて人語を解さないクマだというのも、さらにコミュニケーションの空しさを強調しているんですね。そんなつらい孤独を抱えた存在として、灰はい島じま縁えにしを読み解けそうです」

「読み解かなくていい！　確実に誤読！」

「では……また明日お会いしましょう。困った時は委員長に言って下さいね……権力でどうにかしますから」

「ああ、うん、バイバイ……」

　くるっと背中を向けたが、もう一度、きりんは振り返った。

「それと最後に一つ。昨日、章しよう介すけ君に走りで負けて悔しいかもしれませんが……手出しはしなくていいです。わ、ワタシが必ず章介君をやっつけますから。灰島縁はノータッチで、クールなままでいて下さればけっこうです」

　なんで、そんなことに念を押すんだ？　別にかまわないけど。

「うん、覚えとく」

「では、さようなら！」

　きりんは逃げるように帰っていった。

　というか、本当に逃げたのかもしれない。顔も赤かったしな。

「さすが、大だい介すけ！　縁ときりんちゃんを仲直りさせたね！」

　眞ま如じよ花かだけがやたらと俺おれを誉めてくれていた。

　仲直りも何ももともと仲が良くなかったんだろうけど。

　どっちかというと、灰島の感想のほうが気になるんだけど、どうなんだろう？

　灰島は何も語らずに、眞如花のほうを見ているようだった。

　ただ、なんとなく納得してるような雰囲気はあったから大丈夫だろう。

　一日でぬいぐるみの気持ちを察する能力はずいぶん向上したぞ。

　きっと、明日以降、一生使い道ないけどな。

　もう一度、ぬいぐるみを抱きかかえる。

「じゃあ、帰ろっ！　無事に授業も終わったし！」

　眞如花がテンション高く笑う。今日は一日楽しそうだったな。

「うん。今日のところはね」

　ぬいぐるみが冷めた声で言った。

「今日のところって、どういうことだよ？」

「明らかに禍々しい力を持った奴がこの学校にいる。それが誰だれかわからないけど、かなりの確率でクラスの人間。意識を集中させたおかげで、魔力の反応を感知できた」

「おい、ウソだろ？」

　あのクラスの中の誰かが犯人だなんて信じたくもない。

「こんなタチの悪いウソ、つかないって。せっかく、少しぐらいは海かい龍りゆ寺うじのことも理解できそうになってきたのにさ」

　ああ、ぬいぐるみは──灰はい島じまは冷めているんじゃないんだ。

　むしろ、憤りを隠すために冷めた気持ちを装っているんだ。

　クラスの人間を信じられそうになった途端に、そのうちの誰だれか一人を疑わないといけないなんて、やるせないにもほどがある。

「だけど、今日が大たい過かなくすんでくれたのは事実。また明日に備えればいいだけ」

　ぬいぐるみは俺おれの胸をぽんぽんと叩たたいた。

「二人ともお疲れ様。今はリラックスして帰ろう」



　　　　　　　　



「機械のメンテナンスをしてくるから、待っててね。しばらく缶詰になるから！」

　夕食を終えると、眞ま如じよ花かは研究室にこもった。

　どうでもいいが、ぬいぐるみの灰島は夕食は何も食べてない。

　生物ではないので、空腹というものがないらしい。

　俺と灰島はリビングでしばらく待機する。

　のんびりしているようだが、クマの灰島が口うるさいので、あまり落ち着かない。

「ほら、腕をだらんと広げすぎ。女の子はもう少し腕を体の前にやる！」

「はいはい……」

「ほら、股またが開いてる！　私の体を使ってるんだから、そのへんはちゃんとしろ！」

「はいはい……ちゃんとしますよ……」

　これじゃマナー教室だな。ただ、気のせいかもしれないけど、トゲがなくなってきたというか、コミュニケーションが円滑になってきた気はする。

　もしかすると、俺は世界一ぬいぐるみと話すのが上う手まい人間かもしれないな。

「ったく、男が中に入っちゃうと、元がどんなに美少女でもダメってことがわかった……」

「お前、自分の体のこと、美少女って言うなよ。いや、かわいいのは認めてやらなくもないけど……」

　面倒が多くて不幸だと思いもしたが、この体験を少し楽しめたのも事実だった。

　意外と気の持ちようで、不幸も不幸じゃないようにできるのかもな。

「俺は俺で、苦労してたんだからな」

「だから、その苦労は私も認めてあげる。よく頑張ったね」

　あれ？　褒められてる？

「あなたが何をしたのか知らないけど、海かい龍りゆ寺うじにまであんなこと言わせるんだから、たいしたものだと思う。ありがと……」

「なんか裏がありそうで怖いな……」

「クマさんの言葉が信じられないって言うの？　畏おそれ多き大地の怒りを──」

「わかった。わかった。最初はこれまでの灰はい島じまのイメージを壊すかなと思ったんだけど、多分あれでよかったんだよな」

「うん、私が気まぐれなのは、クラスのみんなも知ってるし」

「もう、授業ぐらい受けろよ」

　釘を刺しておかないと、また明日からサボりそうな気がした。

「だって、魔女の世界で出し抜かれないために──」

「それ、言い訳だろ」

　空気が少し入れ替わった気がした。当たりだな。

「仮にほかに魔女がいたとしても、そいつらも授業を普通に受けてるはずだし。灰島みたいにサボる必要はないんだ」

　魔女のことと灰島の行動に直接のつながりはない。

　どちらかというと、敵対する魔女のことは口実に過ぎない。

「──怖かったから」

　その声はこれまでの灰島のものと違って、ふるえていた。

「自分は魔女だから。変わり者だから。ほかのみんなと仲良くなることが不安っていうか、怖いっていうか……」

　なんだ、そんなことかって思うけど、本人にはつらいよな。

　自分が特殊だってことを隠したまま、なんでもないふりをするって、すっごく体力を使うんだ。眞ま如じよ花かも同じ悩みを抱えていた。

　なにせ、俺おれも松まつ森もり章しよ介うすけで体験したからな……。

「無力かもしれないけど、俺でよかったら手伝う。これも何かの縁だ」

「ああ。さすが眞如花の幼おさ馴なな染じみ」

　クマの灰島はソファから俺の膝ひざの上に移動した。なんか、人に慣れた猫みたいだ。

「お前だって似たようなものだろ」

「私は他人の影響はあんまり受けないの。眞如花って頑張ってる人間がいると、やたらと応援しようとするんだけど、そこらへんは大だい介すけ、あなたも似てる」

「眞如花はおっちょこちょいだけど、すごくできた人間だからな」

　幼馴染のことを持ち上げるのは恥ずかしいけど、間違ったことは言ってないと思う。

　あいつ、面倒だとか嫌だとかいう顔をまったくしないんだよな。

「私が眞如花のこと、攻撃したのも…………たぶん嫉しつ妬とだったんだと思う」

　俺の膝の上のぬいぐるみはゆっくりとかみしめるように言った。

「クラスの中ですごく上う手まく立ち回ってるから、気づかないうちに嫉妬してたんだろうな。壁を作ってたのは、こっちなのに」

　そこをあっさり認められるだけでも、偉いな。

　俺おれはぬいぐるみの頭を撫なでた。

「ひゃあっ！　な、何するの！　セクハラ！　変態！」

　猛烈に怒られた。やっぱりぬいぐるみに対するコミュニケーションは難しいな！

「すまん！　猫の感覚で、つい……」

「ったく……。あんまり敵は増やさないほうがいいよ。ただでさえ、悪い魔女に魂を狙ねらわれてるのに……」

　魂を狙われてる？

　悪寒が体に走った。そんなこと、初耳だぞ。

　眞ま如じよ花かに対して悪意のある魔女がいて、それが俺にも絡んできてるとは思っていたが……。

「魂が狙われてるって、俺はごく普通の不幸なだけの一般人だし……魂が抜け出たのも運悪く、強風にあおられて転落しただけだし……」

「まさか、運が悪いだけで死にかけたと本当に思ってるの？」

　ぬいぐるみの灰はい島じまは落ち着いた声で言った。

「あなたは巫み女この一族の一人らしいね。眞如花から聞いた。つまり、大だい介すけだって巫女──魔女の血を引いてるってこと」

「俺は魔法なんて使えないぞ」

「そうだね。魔女の血を引いてても魔法が使えない奴は珍しくない。とくに男は使えない割合が高い。でも、血を引いてることには変わりはない。まして魔法も何も使えない状態で襲っても安全。そんな魂を狙う奴がいてもおかしくないよ」

「つまり、風も誰だれかが起こしたものだってことか……」

　たしかに強風ぐらい魔法で起こせるだろう。魂を扱うよりは、楽にやれそうだ。

「見てたわけじゃないから証拠はないけどね。可能性はそれなりにあるってこと」

「でも、それなら、命を狙うチャンスは、これまでも無数にあったはずだ」

「大介の言いたいこともわかる。けど、たとえば眞如花の敵がその身辺を探っていて、幼おさな馴な染じみに巫女の血を引く男がいると気づいたら？」

　その説はここ最近の俺の身のまわりに符合しすぎていた。

「それなら、眞如花が俺に話があると言いだしたのも、俺が直前に事故に遭ったのも、すぐに眞如花が俺の魂を回収できたのも、説明がつくな……」

　魂の回収には、それなりの準備がいるはずだ。

　まして、俺が転落した山と、眞如花の住む法のり扉と市は距離的に離れすぎている。

　そんなところの事故に偶然気づいたなんてことがありうるか？

　しかし、眞如花が俺の身に危険がおよんでいたことを知っていたなら……。

　敵の存在に気づいていたなら……。

「なあ、眞ま如じよ花かの魔女としての過去って──いや、灰はい島じまに聞くことじゃないな」

　あの天てん真しん爛らん漫まんな眞如花が隠しているようなことがあるとしたら、それこそ眞如花の口から聞きださないと卑ひき怯ようだ。

「まあ、そのうち、眞如花も話してくれると思うよ。この屋敷にまで敵が踏みこんでくることはないだろうし、あまり気を張り詰めすぎないほうがいい──戦争じゃないんだし」

　戦争か。おそらく、灰島の言う戦争は一般名詞じゃなくて、【魔女戦争】というもののことなんだろう。

　どうやら、魔女にとったら思い出したくない共通の苦い歴史らしいな。

　そこに、眞如花が駆けこんできた。

「準備ができたよ！　研究室に来て！」



「魔法というよりは、オペって感じだよな」

　研究室には二台のベッドが中央に並んでいる。

　そのうち、一台にはふらんけん君──つまり、松まつ森もり章しよ介うすけの体が横たわっている。

　本体が見つかるまでの仮住まいの体だ。

　もう一台は空席。あそこに灰島縁えにしの体を借りてる俺おれが横になるんだろうな。

「じゃあ、大だい介すけはあっちのベッドで横になってね。いろいろと電極みたいなものをつけるけど、大丈夫だからね」

　横になると、白衣姿のご先祖様たちが腕や足にコードらしきものを巻きつけていく。

「締めて締めて」「締めすぎ」「締めて」「少し緩めて」「緩めすぎ」「締めて締めて、また締める」「だから締めすぎだって」「緩めて、緩めて」

　なかなかコードの場所が固定されない……。

　船頭多くして船山に登るってやつだな。七人もいるとなると、さすがに部屋も狭い。

　でも、プロである魔女が眞如花を含めてこんなにいるんだから、大船に乗ったつもりでいよう。

「私、自分以外でやるの初めて」「ちょっと！　それは左腕のほうにつけるの！」「違うって！　これじゃショートする！」「どっちだったっけ」「たぶん、青いほう」「一本足りてないんじゃ……」「眠い……」「間違ったらその時はその時」

　どうも、七人は苦戦しているっぽいぞ……。

「なあ、眞如花、ご先祖様たち、あんまりわかってないみたいだけど、大丈夫か？」

「大丈夫だよ。ね、ご先祖様たち？」

「……うん」「たぶん」「できなくもない」「わからなくもない」「ノーコメント……」「おそらく」「責任はとれないけど……」「う～ん……」

「かなり、微妙な反応だぞ！　信頼しづらいわ！」

「いける、いける！　勇気があればなんでもできる！　縁えにしもそっちのパイプ椅い子すに座って」

　かなり強引に押し切られてしまった。

「絶対にちゃんとしなさいよ……。よいしょ……」

　ぬいぐるみの灰はい島じまも、椅子によじのぼって座った。

「バリアフリーがなってない……」

　椅子がぬいぐるみにしては高すぎるのだ。そこは妥協してもらうしかないだろうな。

「灰島はこれ、信用できるのか？　そういや、眞ま如じよ花かの魔法の成功率って……」

　俺おれの魂を山から引っ張ってこれる確率はたしか百回中三回だった気が……。

「それは遠くて、準備もしづらいケース。そこまで難しい魔法じゃない」

「あ、そうなんだ」

　魂を動かすとか、ものすごく高度に感じるが。

「原理はすごく複雑だよ。でも、それさえわかってれば、周到に準備さえしておけば、極端な話、魔法をある程度使える人間なら誰だれでも同じことはできる。車の設計図を知らなくても、運転はできるって考えればいいかな」

　たしかに一か八かの要素が強すぎたら、元に戻すなんてことはできないよな。

「よーし！　準備完了だよ！　あとは魔法を唱えれば、おーけー」

　いよいよか、少し怖いな……。

「縁になった大だい介すけと別れるのは少し寂しいけどね。ぬいぐるみの縁もかわいかったし」

「クマさんを愛めでるのは好きだけど、クマさんになりたいわけじゃない！」

「あのさあ……縁、体が戻っても、また昔みたいに仲良くしてね」

　眞如花の声が沈む。

「悪いところはなおすから……お願い……」

　そっか、本当の友達なんてものは、眞如花にとって灰島しかいなかったのかもな。

　だって、魔女であることなんて打ち明けられるわけがない。

　どれだけ、表面上は能天気を装ったとしても、孤独であることに変わりはない。

　俺だって、真相を知ったのは二日前だ。

「わかった。今回の借りがあるしね」

「ありがとう、縁！」

　横で聞いていて、ほっとした。不幸がこの世から減るにこしたことはない。

「大介も、わたしのこと、嫌いにならないでね」

　でも、話がこっちに振られるとは思ってなかった。

「どうして嫌いになるんだよ」

「今から魔法を使うから」

　魔女であることは幸せなことじゃない──灰はい島じまの言葉を思い出した。

　それは当人にとったら業ごうそのものなんだ。

「暗黒魔法は見た目は不気味だからね。でも、わたしたちは正しいことにしか使わない」

「わかってる。眞ま如じよ花かが邪悪な魔法なんて使うわけないしな」

「うん。ありがとう、大だい介すけ」

　ひと呼吸置いて、眞如花が部屋の中央に立つ。

　黒のローブに、黒のとんがり帽子という正装で。

　なぜだか、その時は眞如花の姿がこれまでになく神々しく感じられた。

「昔からね、魂を扱う魔法は、とても神聖なものとも思われたし、その逆で、とても邪悪なものとも思われてきたの。それもすべては、使い方次第」

　自分に語りかけるみたいに眞如花が言葉を紡いでいく。

　いつもの明るい眞如花の雰囲気とは違う。

「はるか昔のご先祖様は無邪気な人だったみたいで、純粋に魂の研究をしていたらしいよ。そこに善とか悪とか、線引きは何もなかったみたい」

　寂しげに眞如花は笑う。

「だけど、それから先、わたしたちの一族はその力を恐ろしいことに使っていくことが多くなっていった。だから、【漆しつ黒こくの漆うるし原ばら】なんて名前をつけられるようになったの」

　なんとなく予想はついていた。

　漆黒なんて言葉は正義の味方に使うものじゃない。

「挙句、大きな争いまで起こしちゃってね、【魔女戦争】って言うんだけど、一族はそれの片方の陣営の首謀者だった」

　ああ、だから、眞如花は一度、【魔女戦争】という言葉をはぐらかしていたのか。

　それは漆原家にとってみれば、決して消せない黒歴史なんだ。

「その戦いに敗れた魔女たちは住すみ処かを追われた。魔女狩りがはじまったのも、そのせい。ご先祖様は命からがら日本に逃げこんだらしいよ。だから、わたしにも人を傷つけるために魔法を使っていた魔女の血が流れているんだ」

　眞如花はそっと自分の胸に手をあてた。

　奇跡を起こせる力を持っていることは、同時に一族の過去も背負うということだ。

　けれど、そこで眞如花の笑みの質が変わった。

　自じち嘲よう的なものから、とてもやさしく、それでいて力強いものに。

「でも、わたしたちは、せっかく授かったこの力を人を幸せにするために使いたいんだ。だから、生いけ贄にえがいる要素や人を傷つける要素を科学で補って、新しい暗黒魔法を作ることにしたの」

　ああ、眞如花と魔法の距離感がそれでわかった。

　恐ろしい過去を持つ力を、眞ま如じよ花かは人のための聖なる魔法として蘇よみがえらせようとしているんだ。

「幸せを作ることはできなくても、せめて不幸せを減らすために。そして、いつの日か【漆しつ黒こくの漆うるし原ばら】って聞いても、誰だれも怖がらないようにするんだ」

「そうだな。眞如花の魔法なら、きっと幸せをたくさん作れるさ」

　俺おれもお前のおかげで、そこそこ幸せに生きられてる。

　俺は体をベッドに横たえる。

「話が長くなったね。じゃあ、唱えるから」



射ぬ干ば玉たまの　

闇やみより深き　冥めい府ふより　

ひきずりだした　怨えん恨こんを

俗世の塵ちりで　磨耗させ

馴じゆ致んちさせたし　思うまま

黒き祝詞のりとが　その対価

一ひと言こと一言　注ぎゆく

闇より深き　冥府まで



　ひどく頽たい廃はい的な呪じゆ文もんの詠唱だと思った。

　むしろ、魔女らしいといえば、そうかもしれない。

　でも、変化は言葉だけではなかった。

　照明のこうこうと灯ともっていた室内がだんだんと暗くなってきているのだ。

　そういえば、「射干玉」は闇を引き出す枕まくら詞ことばのはずだ。

　まるで闇という生き物を呼び出しているように──むしろ、まさにこれは闇という生き物を呼んでいるんじゃないか？

　この世のものとは思えない声が耳、いや脳そのものに聞こえてくる。

　何者かが魂を引きずり出そうとする。

　助けてくれ。

　悲鳴をあげそうになる。こんなこと、耐えられるわけ──

「声を出すな、大だい介すけ！」

　灰はい島じまの一喝。

「眞如花も全力なの！　魂の移動中に心を乱したら、魂が四散する！」

　そうだな。俺は眞如花を受け入れると約束したはずだ。





夜の精霊　呼び集め

運び手として　雇いたり

対価はすでに　冥めい府ふまで

送り届けよ　その爪つめで

魂たまのもとなる　住すみ処かまで





　俺おれの魂が、灰はい島じまの体から引っ張り出される。

　その魂が、すぐさま隣の松まつ森もり章しよ介うすけの体に入る、むしろ巻きこまれる──！

　気づいた時には、一日ぶりに、松森章介として目を開いた。

　慣れてるとはお世辞にも言えないけど、灰島よりは気楽だな。できれば、この体に慣れる前に元の竹たけば林やし大だい介すけに戻りたいけど。

　ベッドから体を起こす。

　あとは、ぬいぐるみから灰島の体に魂が戻れば完了だな。

　──だが、そこで異変が起きた。

　ご先祖様の一人が、突然、眞ま如じよ花かを突き飛ばした。

「きゃっ！」

　予想もしていなかった衝撃に眞如花は吹き飛ばされたように、転がる。

　何が起きているのか、わからなかった。

　間違いないのは儀式が乱されているということだけだ。

　誰だれもが動けない中、首謀者だけが迅速に灰島の体の前に立ち、



タワトキダメノ

マタコナイイト

シシロサカヤオ

イノニイハクリ



　何語ともつかない呪じゆ文もんを唱えた。

　そして、理科室にあるような三角フラスコを差し出す。

　その中に、灰島の魂が注がれていく！

「大成功だな」

　三角フラスコに魂が入るのが止まると、首謀者は酷薄な笑みを浮かべた。

「ご先祖様、何をしているの……」

　ようやく起き上がった眞ま如じよ花かが、弱々しく声をあげる。

「アタシはご先祖様じゃない。よく数を数えてみればいい」

「あれれ……八人いる……」

　漆うるし原ばら家のご先祖様は七人だったはずだ。

　でも、ここにいるのは八人。

　そういえば、さっきの会話、八人でやっていた……。

「誰だれ？」「あっ、私たちと顔が違う」「似てるけど違う！」「偽者！」「まぎれてたのね」「まさか……」「はかられた！」

　七人の本物のご先祖様たちも戦々恐々としている。

「灰はい島じま縁えにしの魂はもらった。存分に利用させてもらう。そんな、かろうじて魔女の血を引く男なんかより、はるかに価値が高いからな」

　ご先祖様の体が変容していく。

　残忍そうな人相の魔女がそこにいた。

　だが、顔にはどこか見覚えがある。

「あんた、今日来た新任の氏うじ家いえ先生！」

「そういうことだ。アタシの名前はナジャ。『黒い狗いぬ』の一員だ。漆原眞如花が抜けたあとにメンバーに加えられた」

『黒い狗』？　聞いたことのない単語だ。ただ、文脈からすれば、魔女の結社だろう。

「まさか、こんなに簡単に潜入できるとは予想外だった。『黒い狗』きっての天才少女も、ブランクには勝てなかったか。おかげで、こんな機械やらを並べて論理武装しなければ、魂をすぐ横に移すことも、ままならない」

「お前、いったい、何の用だよ。こっちにもわかるように話せ」

　眞如花は放心したようになっている。

　それぐらい、悲惨なことが目の前で起きている。

「我々『黒い狗』は魂を扱う魔法に特化した集団だ。そして、そこのお嬢様の一族は我々のやり方は非人道的だと言って袂たもとを分かった」

「つまり、眞如花たちはお前らの悪どさに愛想を尽かしたってことか」

「なんとでも言え。では、とっとと、さよならするぞ。漆原のお嬢様を殺すのは厳禁されているんでね」

　ナジャと名のった魔女は、手近な窓を開ける。風が研究室に吹きこんでくる。

「ああ、あの日、山に吹いたのも、こんな風だったか？」

「あの風、お前らの仕業だったのか！」

「竹たけ林ばやしの体は預かっている。保存もタダじゃないんで、とっとと取りに来てくれ。たいして価値もないからな」

「なら、すぐに返せよ！」

「漆うるし原ばらのお嬢様を誘い出す餌えさにはなる」

　平然とナジャは言った。まさしく、俺おれの体は餌程度の価値しかないんだろう。

「では、ごきげんよう。トヨツアナダホホ・ブヤキジカインウ・ノミヌトマカブカ・ダヲケノデハノラ」

　ナジャは呪じゆ文もんを唱え、空の彼方へ飛んで行った。

「くそ！　あれじゃ離される一方だ！」

　だが、追うどころじゃなかった。

　眞ま如じよ花かはその場で動けなくなっている。

「また、わたしのせいだ……」

「どうして、眞如花のせいなんだよ」

「わたしたち、漆原の一族は追われてる。だから、わたしの近くの人まで……」

　もし、いつもの眞如花が表の顔だとしたら、今の眞如花はまさしく「裏」だった。

　闇やみの魔女から抜けようとして、でも、訣けつ別べつしきれなくて、その陰に怯おびえている。

「わたしがいなければ、縁えにしも助かったかもしれないのに……」

　わかる、わかるぞ、眞如花。

　理不尽なことって、本当に信じられないぐらい、自分を打ちのめすんだよな。

　とくに生まれつき、決められたことで苦しめられるとか、たまったもんじゃない。

　俺も自分自身を何年も呪のろってきた。

　自分への呪じゆ詛そだったら、ちょっとしたベテランの自信がある。

　でもな、それじゃあ、何もはじまらないんだ。

　俺は眞如花の肩を強く叩たたいた。

「運を憎んで人を憎まず。もちろん、自分を含めてだ」

　まさか、俺が誰だれかを励ますことになるなんてな。

「今は灰はい島じまを助けることだけを考えろ。こんなところでじっとしてて手遅れになったら、それこそ灰島に呪い殺されるぞ」

　本当は正義の味方みたいに灰島を助けに行きたいけど、悲しいかな、俺は一般人なんだ。

　だから、正義の味方の魔女を励ますぐらいしかできない。

　いやいや、自分の体すらないんだから、一般人以下だな。

「そうだね。くよくよしててもダメだよね」

　眞如花が目をぬぐって言う。

　そうだよな、泣くほどつらいよな。

　でも、泣いてる暇すらないんだ。

　これも魔女の宿業だとしたらひどい話だけど、耐えてくれ。

「よし！　すぐに縁えにしを助けに行くよ！　ご先祖様、敵の向かった方角はわかる？」

「北」「東」「上」「東」「北のほう」「西か東、あるいは北か南の方角」「北」

「北東方面だね！　ありがとう！」

　もう少し、このご先祖セブンの信しん憑ぴよ性うせいは向上しないものか……。

　でも、じっとしてるよりは幾分マシだな。

「大だい介すけ、行くよ！」

　眞ま如じよ花かが研究室を飛び出す。

　俺おれもすぐに追いかける。

　そうだよな、研究だけじゃダメなんだ。

　これからは実践──実戦の時間だ。



    

  
    
      
５話　イヌと漆黒魔女



　魔女のとんがり帽子をかぶった眞如花。

　体育の時のジャージの俺。

　俺ももう少しかっこいい装備がほしいところだが、仕方ない。一番動きやすい服っていうと、これしかなかった。

「出発するぞ、眞如花」

「うん！　えいえいおー！」

　俺たちは鬨ときの声をあげる。灰はい島じま、待ってろよ。すぐに行くからな。

　──でも、自分たちの足で追いかけるわけじゃなかった。

「飛ばしていくからね！」

　ご先祖様の一人が愛車のクーパーで俺たちを送迎してくれる。

　たしかに空を飛んだ敵を走って追うのは無理だ。ここは科学の力にあずかろう。

「ひいひいひいひいひいおばあちゃん、ありがとう！　来年の敬老の日にはたくさん肩かた叩たたき券をあげるからね！」

　もっといいものをやれよ、眞ま如じよ花か。

「一族の危機に協力するのは当たり前！　信号は無視するからシートベルトを締めててね！」

「「えっ？」」

　そこから十分ほどは地獄だった。

　むしろ、よく死ななかったと思う。車に当たりそうで当たらないんだ。当たったら死ぬけど。パトカーに追跡されたけど、いつのまにか撒まいてしまった。

「【暴走の漆うるし原ばら】と呼ばれてた頃ころが、なつかしいわ。血がたぎる」

「走り屋か！」

「東海道の飛脚で私より足の速い奴はいなかったからね」

「いつの時代だ！　ひいひいひいひいひいおばあちゃん！」

　暴走運転に慣れだしたころ、眞如花が現実に目を向けだした。

「法のり扉とはいくつも丘があるって話したことあるよね。そのうちの一つに、魔力も取り出しやすいのに、魔女が誰だれも手をつけてなかったところがあるんだ。十中八九、そこにナジャは逃げてる」

「どうして誰も使ってなかったんだ？」

　魔力を引き出せるポイントを魔女が無視するとは思えない。

「ずっと土木会社の所有地だったんだよ。それが去年廃業して空き地になってるの。建物は手付かずで残ってたと思う。そんなところに魔女が住んだら、あまりにも目立っちゃうから、ノータッチになってたはず」

「廃屋か。いかにも悪役がこもってそうだな」

「たぶん、敵は『黒い狗いぬ』の前線基地を作るつもりなんだ。法扉には日本の魔女がたくさん集まってるからね」

　どういう目的があるにしても、とどまってくれるなら手はある。

「あのさ、こんな時に言うことじゃないかもしれないけど……」

　眞如花はおもむろにとんがり帽子をとる。

「いったい、何だ。あらたまって」

「ごめんなさい」

　隣のシートの眞如花が頭を下げる。

　帽子を先にとるとは、学習したな。

「何に対しての『ごめん』なんだ？」

「久しぶりに会おうって大だい介すけにメールしたよね。あれは大介も魂を狙ねらわれるかもしれないって伝えるつもりだったんだ。でも、わたしはずっと言えなかった…………」

「どうして？」

「──嫌われるのが怖くて」

　小声で眞ま如じよ花かはそう付け加えた。

「わたしは、移ってきた真しん宝ぽう学がく園えんでも上う手まくやってきたつもり。友達だと思ってくれている人もけっこういるんじゃないかな。だけど、本当の意味の友達じゃない……」

　ああ、もしかして、眞如花の俺おれへのメールは、眞如花の心の最終防衛ラインだったんじゃないか。

　幼おさ馴なな染じみなら、学校の友達なんかよりも本音に近いことが話せる。

　でも、それだって、何もかも話せたわけじゃなかった。魔女であることだって、伝えられないままで、眞如花は孤独に耐えられなくなっていった。

　それで、俺に会おうってメールを送ることを決断した。

　嫌われるリスクを背負ってでも。

　俺は眞如花の手を握った。

「だから、本当の友達を──灰はい島じまを助けるんだろ？」

「ありがとう、大だい介すけ。わたしのために、こんなに……。魔女でもないのに……」

「眞如花のためでもあるけど、それだけじゃない。俺自身の体のためでもあるし、灰島は俺の友達でもあるからな」

　短い間だけど、あんなに本音で話ができた女の子なんて、眞如花のほかには灰島しかいない。

「う～、なぜか大介と縁えにしが不自然なほど仲良くなってる！」

　どうして、そこでイライラするんだ！　いい話だろ！

「でも、似た者同士だよな」

「え、誰だれと誰が？」

「眞如花と灰島だよ。あいつも、自分が魔女だからほかの連中と仲良くなれるか不安だって言ってた」

「そうなんだ……」

　眞如花の目が遠くを見るようになる。きっと、灰島のことを考えてるんだろう。

　いっそ、完全な悪者の魔女だったら、楽なのにな。

　あるいはどこにでもいる、普通の女子高生だったら悩まなくてもいいだろうに。

　魔女でも女子高生でもあるってことは、どっちにも傾くことができないってことだ。

　その不安を完全に理解することは俺にはできない。いくら、灰島の体になったって、灰島の心まではわかるわけじゃなかった。ぬいぐるみになろうと、ふらんけん君に入っていようと、俺は竹たけば林やし大介の心で生きるしかない。

　だけど、みんなの不安を受け止めてやることぐらいはできる。

　借り物の体で受け止めるっていうのが悲しいけどな。

「怖かったら、俺おれに言えよ」

　眞ま如じよ花かの手にそっと手を重ねた。

「俺だって魔女の血を受け継いでるんだ。だから、魔女の気持ちだってわかるはずだ」

「ありがと、大だい介すけ」

　いつもどおりのやさしい笑みを浮かべる眞如花。

「不思議だね。ふらんけん君の体がこんなにあったかいなんて」

　ああ、人のぬくもりなんて、元のふらんけん君にはなかったんだな。

「きっと、大介の心のあたたかさなんだね」

　その時、北上していた車が唐突に止まった。

「あれ、無茶な運転で壊れましたか？」

「車は通行止め。ちょうど、この上なんだけど。は～、これから奇跡の峠越えをやるつもりだったのにな……」

　車を出て見上げると、うねうねとつづら折りの道が続いていた。

　だが、目の前には「この先行き止まり、通行止め」の看板と車止めのポールがぎっしりと敷き詰められている。

　ここからは自分の足で行けってことか。

「ご先祖様はここで待っててね。罠わながあった時、外から来てくれる役が必要だから」

　縁起でもないけど、たしかに全員が同時に突っこむのはリスクもともなう。

「わかった。危険が迫ったら連絡して。それまでは英気を養っておくから──ぐぅ」

　そう言うと、ご先祖様はすぐに眠りについた。

　不眠症の人に嫉しつ妬とされそうな体質だ。

「よしっ！　行くよ、大介！」

「ああ、灰はい島じまにかっこいいところ、見せてやろう！」



　眞如花と一緒にクーパーから降りる。冷えた外気が肌に刺さってくる。

　人がしばらく歩いていないせいか、道はけっこう荒れていた。

　砂利や石が転がっていて、時たま、こけそうになる。

「ところで現実問題として、勝ち目はあるんだよな？　魔女の力関係はわかってないんだが……」

　いくら勇んでここまで来たとしても、子供と横綱ぐらいの力の差があるなら、再考せざるをえない。灰島を救える見こみのない戦力で飛びこんでも何にもならない。

「勝ち目は十分あるよ。あの人、見事にご先祖様にまぎれこんでたけど、そういうのが上う手まいってことは斥候タイプの人で、戦いは得意じゃない可能性が高い」

　ラスボスが小手先の技ばかり使わないようなものか。

「でも、斥候タイプなら、罠わなの一つや二つ、仕掛けていても珍しくないんだよね」

　──と、両りよ脇うわきから殺気を感じた。

　目だけを光らせた獣が道の両側から出てきた。

　野犬にしては、禍々しすぎる。

「狗いぬだ。下級精霊の一種。『黒い狗』はこの精霊を使役するから、名前がついたんだ」

　つまり、ザコキャラか。ショッカーみたいなもんだな。

　それぐらいの罠ならたいしたことはない。

「でも、数が多すぎやしないか？」

　二十、いや三十匹はいるぞ。

「きっと、ここで体力を消耗させる気なんだよ」

　厄介だな……。こっちは二人しかいない以上、一戦交えるしかない。

　つか、今気づいたんだけど、俺おれって、何の武器も持ってないぞ……。

「今、眞ま如じよ花かの犬嫌いの理由がわかった！」

　こんなの見てたら、そりゃ犬派より猫派になるよな。

「こんな時は帽子の中の使い魔の出番だね！」

　眞如花が帽子をとる。そんなとんでもないものが……？

「今日ハ休ミダー、今日ハ休ミダー」

　悲しげな声が帽子から聞こえてきた。

「ごめん！　定休日だったよ！」

「定休日でも使い魔なら使役させろよ！」

　まずい……押されてる……。

　だが、そんな時、空気を読まない携帯電話がかかってくる。

　松まつ森もり章しよ介うすけにも一応携帯は持たせてるけど、クラスの誰だれだよ。学園長か？

　そんな場合じゃないんだと思いつつ、電話に出る俺は、いい人すぎるかもしれない。

　クラスの誰かじゃなかった。番号を見て、すぐにわかった。

　電話の主は小こ秋あきだ。三日連続でこの時間に小秋と電話してるな。

　ピッ。焦りつつ、通話ボタンを押す。

「少し、血なまぐさい感じなんで、あとにしてくれないか」

『私、小秋』

「わかってるよ、それぐらい」

『十二月になって、めっきり、肌寒くなったね』

「悪い。時候のあいさつをしてる場合じゃないんだ」

『今、お兄ちゃんの、後ろに、いるの』

「なんだよ、そのメリーさんみたいな電話は──」

　振り返ると、本当に小こ秋あきがいた。

　ただし、ちょっと変なのは、着ているのが白い巫み女こ装束のようなものだという点。

　それと、武器なのか槍やりを一本持っている。

　今更、服装やら武器やらで変だとか言ってられないけどな。

　むしろ、なんでこんなところにいるかのほうが問題だ。ひとまず電話は切る。

「そろそろ、一戦、あるかと、思って」

「大当たりだな。今度から巫女さんの言葉はすべて信じることにする。でもな、悪いけど可及的速やかに逃げてくれ。ペットショップには絶対いない獣がたくさんいるだろ」

「敵も、小こし癪やくな、真似をする」

　だんだんと包囲網を狭められているのだが、小秋は平気らしい。

「小秋ちゃん、危ないよ！　早く逃げて！」

　眞ま如じよ花かもさすがに再会を祝している場合じゃなかった。

「問題なし。槍を使うまでもない。むしろ、私は、槍使えない」

「じゃあ、ダメだろ！　つか、その槍は何のために持ってきたんだ！」

「あのね、お兄ちゃん、式しき神がみって言葉、知ってる？」「知ってるけど、それが、この状況とどう関係するんだ？」



    

  
    
      



    

  
    
      「あれは本来は式しき神じんと読むのが正しいはず。式は『使う』という意味で、『神を使うということ』を広く意味する言葉で、式しき神がみってキャラがいるわけじゃない」

「だから、何なんだ？　そろそろ飛びかかられる距離まで迫られてるんだ！」

「というわけで、式しき神じんをする」

　小こ秋あきの手には大量の人ひと形がたが握られていた。

　川に流して、厄を祓はらう時などに見る、あの人形だ。

　ただし、違う点もある。一枚、一枚に小さな漢字がびっしりと書かれている。

　おかげで、普通は白いはずのものが、黒く見えるぐらいだ。

「私は、呪じゆ文もんは、唱えない、タイプ。何事も、予習が、大事──ふぅ」

　小秋はてのひらの人形に息を吹きかける。

　すると、舞い上がった人形はだんだんと形をとりはじめ──いつの間にやらそれぞれが大きなウサギに姿を変えていた。

　どれぐらい大きいかといえば、狗いぬと遜そん色しよくないぐらいに大きい。

　ウサギたちはすぐさま、近場の狗にかぶりつき、敵を消滅させていく。

「これぐらいなら、楽勝」

　活躍しても、やっぱり淡々と小秋が言う。

「ありがとう、小秋ちゃん！」

「正直助かった！　これで先に進める！」

「うん。でも、数が、多すぎる。二人は、先に行って」

　狗は無限に湧わいているんじゃないかというほどに、次々に出てきている。

　小秋を残す不安はあるが、どう見ても小秋が優勢だし、しばらくは大丈夫だろう。

「わかった！　すまんが頼んだ！」

「ああ、それと、これ」

　小秋は、持っていた槍やりを俺おれに手渡してくる。

「使って。むしろ、丸腰で、ここまで来たとか、バカすぎ」

「仕方ないだろ、非常事態だったんだから……。でも、お前の言う通りだな……」

　まさか、魔女と拳こぶしで語り合うわけにもいかないだろう……。

「戦国時代、最も活躍した武器は、鉄砲を例外にすれば、刀なんかよりも槍。リーチが、抜群に、長い。素人でも、ある程度、使える」

「ご忠告、ありがたくいただいとく」

「それと、今の体、お兄ちゃん本体より、かっこいい」

「余計なお世話だ」

　少しだけ気にしてるんだ。作り物に負けるというのは、微妙にプライドが傷つく。

「でも、昔の、お兄ちゃんも、好き」

「フォローありがとう、小こ秋あき」

　相変わらずの無表情だが、うれしくなくもない。

「お兄ちゃん、大好き。あいらぶゆう」

「ああ、俺おれも大好きだ！」

　再び、俺と眞ま如じよ花かは坂を駆け上がる。

　また、すぐに狗いぬが出てきたら最悪だと思ったが、そんなことはないようだった。

「狗を出すのにも、魔力はいるから。おそらく道の狭いところに集中して出現させて、足止めを狙ねらってたんだよ」

「プロの意見を聞くと、説得力があるな」

「はぁ……でも、小秋ちゃん、いいなあ。うらやましさが国民栄誉賞レベルだよ」

「何がだ？　呪じゆ文もんを唱える必要がないところか？」

「あんなに堂々と好きとか言っちゃえて……」

「ああ、あれは小秋の決まり文句だから気にするな」

　都合が悪くなると、すぐに「お兄ちゃん、大好き」で誤魔化すんだ。

「はぁ……わかってないなあ。むしろ、わかられても困るんだけど」

　どうして、ため息つくんだよ。幼おさ馴なな染じみといっても、女心は謎なぞだらけだ……。

　やがて、いかにも廃屋といった感じの二階建ての事務所が見えてきた。

「いかにも、敵が潜んでそうだよな」

　ゆっくりと中に踏みこんでいくと、一部屋だけ明かりが灯ともっていた。

　その中央のテーブルに三角フラスコが置いてある。

　中に入っている緑色のものが、灰はい島じまの魂なんだろう。



ホヤヤスタイ

ノツキノイツ
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ヨヲクスハツ



　──と、足元から声とともに炎の球が飛んできた！

　体をひねって、なんとかよける。あやうく、火だるまになるところだった。

　どういう仕様なのか、壁にぶつかった火の球は建物には燃え移らずに消えた。

「大だい介すけ、テーブルの足元にいる！」

　あわてて、敵が起き上がって距離をとる。さっきのナジャという魔女だ。

「フラスコに気をとられている隙すきに、攻撃してきたのか。やり方が卑ひき怯ようだぞ！」

「ふん、そういう戦法なのだ」

　どうやら斥候タイプというのは本当っぽいな。

　太刀打ちできない大魔法を使うとは思えない。

　ただ、ここは敵のホームグラウンドだ。

　何をしかけられているかわからない。

「ああ、そこまで心配しなくていい。ここではたいして何もしかけてはいない。そのうち引き払うつもりだったからな──カテネ・ゼキラ・ヨヲエ」

　短い呪じゆ文もんをナジャは詠唱する。

　突風が窓にぶつかって、窓ガラスにヒビを入れた。

「ただし、あまり暴れるとテーブルの上での三角フラスコが壊れてしまうかもしれない。そうなると、魂が漏れでてしまうな」

　いやらしそうにナジャは笑う。

　人質をとられているのだ。最初から立場はこっちに不利だ。

「卑ひき怯ようだよ……。縁えにしを返して！」

「『黒い狗いぬ』は昔からこういう組織だ。漆うるし原ばらの人間なら詳しく知ってるはずだ。ああ、もし、余計な動きがあれば、あの突風をフラスコにぶつける」

　うわ、かけらも正々堂々と戦う気がないぞ、この人……。

「もうちょっと、正面から戦えよな……」

　ナジャがバカにしたような顔で俺おれを見た。

「はあ？　こっちはお前らを倒す必要がない。諦あきらめて、帰ってくれ。それに、魔法の力は血筋による先天的な差が大きく出すぎる。才能だけならアタシは漆原の足元にも及ばない。しかし、それで勝負に勝てないかといえば、また別だ。血筋を誇る魔女はたいていが詠唱に時間をかけすぎる。だから、こちらは威力を度外視して、短時間で攻撃できる呪文だけを覚えている」

　え……この人、悪役というか勝負師みたいな発想してるぞ……。

「だ、大だい介すけ、どうしよう……。何もできないよ……。わたしの魔法、全部時間がかかるものばっかりなんだよね……」

「そうだよな……。どうしたらいいんだろう……」

　おい、魔女って時間が稼げなかったら、何もできないんじゃないのか……。

　そこに、いくつもの気配が割りこんできた。

　例の狗だった。

「あぶねっ！」

　とっさに槍やりを突き刺す。

　すると、狗は闇やみの生き物らしく消滅した。

「ほう、魔法槍か。肉体に傷はつけないが、体内の魔力を乱す。上物だな」

　部外者のように、ナジャは淡々と話す。それだけ落ち着き払っているということだ。

「俺おれも魔女の血だけなら引いてるからな！」

　だが、一匹見たら三十匹はいると思えって言葉があるが、ぞろぞろと二匹目、三匹目、四匹目の狗いぬが入ってくる。

　どうやら、ほかの部屋から湧わいてきているらしい。

「時間稼ぎもできないように、狗が増えるようにしている。のんびりしていると、死ぬぞ」

「チェックメイトかよ……」

　こういうのって、敵が油断しているところを狙ねらうというのが定石のはずだが、敵が油断してない場合、どうしたものか……。

「カテネ・ゼキラ・ヨヲエ」

　背中を思いっきり何かに押された。あの風の魔法だ。

　そのまま狗の中に押しこまれる。

「つっ！　一匹、噛かみやがった！」

　すぐさま、魔法槍やりで応戦する。噛まれたところから腐ってくるなんてことはないようだが、しゃれにならない激痛だった。

「大だい介すけ！」

　眞ま如じよ花かの悲鳴が痛々しい。

　くそっ！　眞如花のためにチャンスを作ることもできないのか……。

「アタシはお前たちを攻撃できる。その逆はない。勝負は決まっている」

　マジで痛みだけで気を失いそうになった。

　借り物の体のくせに痛覚は完かん璧ぺきにあるんだよな……。

　待てよ──この体が借り物だとしたら……。

　隙すきを作ることはできるかもしれない。

　命懸けになるが、それでも分がないわけじゃない。

「どうしよう……狗があふれてきそうだよ……」

「逃げる決断をするなら、残り三十秒ほどで決めるべきだな。でないと、何もできずに死ぬぞ。もっとも、せっかく来てくれたんだ。漆うるし原ばらのお嬢様は回収させてもらうがな」

　幸か不幸か、俺たちは追いつめられる一方だ。そのほうがいい。

　ナジャは俺達の選択肢が減る一方だと思っているだろう。

　──いや、思うというか、事実として選択肢は減ってるわけだが……。

　だが、選択肢は減ったほうがいい。

　そこからはみ出せる可能性が高まるからな。

「もう、逃げるのも絶望的なようだな」

　狗の数を見ているのだろう。かすかにナジャの口もとに笑みがほころぶ。

　それでいい、それでいいんだ。

　俺おれは魔法槍やりを構える。

「おい、そこの魔女、覚悟しろぉぉおおおおおっ！」

　そのまま、ナジャ目がけて突撃する。

　ナジャは顔色一つ変えない。魔法詠唱の準備に入る。

　ああ、退路を断たれてバカ正直に特攻してきたな──そんなふうに思ってるだろう。

　俺はそのままかかげた槍を────────捨てた。

　こんなものは必要ないんだ。

　一瞬、ナジャに隙すきが生まれる。

　突撃して武器を捨てるなんて選択肢が、あいつになかったせいだ。

　めあてはな、お前じゃないんだよ。

　俺はテーブルに飛び乗って──三角フラスコをつかむ。

「フラスコ、もらった！」

「ちっ！　ホヤヤスタイ・ノツキノイツ・オラツデカカ・ヨヲクスハツ！　死ね！」

　この詠唱は火の球だな。

　飛び乗った勢いを殺さずに、テーブルの上で背中を向ける。

　フラスコが死守できれば、それでいい。

「うぁぁぁあああ！　あっちいいいいい!!!」

　想像を絶するような痛みが来た。

　でも、生きていられるようだし、フラスコも無事だ。

「眞ま如じよ花か！　このフラスコ、守っててくれ！」

　フラスコを眞如花に向かって投げる。

　しっかりと眞如花もフラスコをキャッチ。

「たしかに受け取ったよ！」

　よし。これで落とされたりしたら、灰はい島じまに呪のろい殺されるからな。

「くっ……ここまでリスクを冒してくるか……」

「お前の敗因は合理的に考えすぎたことだ。人間はもっと非合理に動くこともあるんだ！」

　もしも、俺が生身の竹たけば林やし大だい介すけだったら、あんな捨て身の作戦は思いつけなかったかもしれない。無意識のうちに命が惜しくなっていたかもしれない。

　眞如花には悪いが、ふらんけん君は修理すればいいからな。

「ふん！　お前らが追いつめられていることに変わりはない！」

　悪いな。もう、お前の攻略法はあるんだ。

　お前が読めない裏技が残ってるからな。

「いいや、もう一度お前の読みを破壊させてもらう。俺の頭にはな、さっきから幸運の女神の声が響いてるんだよ。お前には絶対聞こえてない声だ」

　これはホラじゃないからな。

「何をわけのわからんことを！」

「じゃあ、証明してやるよ！」

　俺おれはもう一度、ナジャに向かって走る。

「バカか！　肉弾戦になる前に狙ねらい撃ちにしてやる！」

　俺はナジャに向かって全力疾走する。

　さて、そろそろ、女神の声に答えるか。

　──ハイクオリティ・エクセレントスポーツモードを開始してもよろしいですか？

　はい、お願いします！

　俺の加速度が突然、急上昇する。

　ナジャ、この声はお前には聞こえなかったよな？

「ホヤヤスタイ・ノツキノイツ・オラツデカカ・ヨヲ──」

　お前の詠唱より俺の攻撃が先だ！

　あっ……でも、これはナジャをぶん殴る前に、呪じゆ文もん詠唱が終わりそうだな……。

　かすかにナジャが笑ったのが見えた。

　ひやひやしたが自分の勝ちだ──そう言いたいんだろう。

　俺は首の下にあるボタンを押した。

　口から火が出た。火炎放射器のごとく。

　まさか──そんな顔をナジャはしていた。

　ブグオォォォォォッ！

　その火がナジャに直撃する。

「あっああああああっ！」

　信じられないよな。俺も最初は信じられなかった。

　苦情は製作者の魔女に言ってくれ。

　眞ま如じよ花かに目をやる。それだけで合図には十分だった。

　笑顔のウインクがその答えだ。



射ぬ干ば玉たまの

陽ひより煌きらめく　天界に

ひきずりだした　怨えん恨こんを

浄化の炎で　炙あぶり出し

正義の鎧よろい　纏まとわせて

影の居場所を　奪い取り

円まどかに結ぶ　平穏を

一ひと言こと一言　注ぎゆく

闇やみより深き　冥めい府ふまで



　窓の外がきらめいていた。

　建物周辺が光に覆われている。

　その光が集まってナジャを狙ねらった。

「熱いっ！　焦げる！　うあっ！」

　まさに浄化の炎だ。俺おれの口からの炎とはえらい違いだな。

　闇を引き出すはずの「射ぬ干ば玉たま」が光を呼んでいる。

　──光の力を信じる漆しつ黒こくの魔女。

　まさに、眞ま如じよ花からしい魔法だ。

　その力にやられて、狗いぬたちもまとめて消滅していく。

　まあ、術者のナジャがやられれば、狗も体を維持できないんだろう。

　でも、パンチ力という意味では、弱いかもな。

「大だい介すけ、決めちゃって！」

　眞如花がはしゃいだ声を出す。ああ、何をしろというのか、だいたいわかった。

　俺は魔法槍やりを拾う。魔を貫く、破邪の槍だ。

「食らいやがれっ、暗黒魔女っ！」

　そして、それをナジャに突き刺す。

　ナジャの体から禍々しく赤いオーラのようなものが漏れて、消えた。

　魔力を奪ったんだな。その代わり、傷きず痕あとはない。

「しばらく……魔女は…………無理みたいだな…………」

　ナジャが戦えないのは、ふらつく姿からでもわかる。

　追いかけようとする俺を、眞如花が止めた。

「あの槍のおかげで、しばらくは何の魔法も使えないよ。逃がしてあげよう」

　まあ、捕まえても何かできるわけでもないしな。

「漆うるし原ばらの娘、今回の件は上層部に報告させてもらうぞ」

　ナジャが強がりのように笑う。

「最初から、わたしは『黒い狗』と戦うつもりだよ。大介の体のこともあるし」

　そうだった。ナジャに勝ったからといって、すべてが終わるわけじゃなかった。

　その背後には『黒い狗』という存在が待ちかまえている。

　けれど、そこに、この言葉が絡んでくるとは思わなかった。

「くくく、これは久々の【魔女戦争】になるな」

　過去に、ヨーロッパの魔女は、ほとんどがその戦争に巻きこまれたらしい。

　眞ま如じよ花かの一族もその争いに敗れた結果、日本に来ることになった。

「まさか！　『黒い狗いぬ』と戦うことが、戦争にまで発展なんてしないよ。しかも、今の時代、魔女の陣営は星の数ほどあるんだ。二つに分かれることなんて……」

「なら、『黒い狗』がその他の魔女すべてが結束しないといけないほどに強大になっているとしたら？」

　いやらしい笑みをナジャは浮かべる。

「すでに世界の二割の魔女は我々の影響下にある。計算上は、お前らの学校にも何人かはいるだろうな。せいぜい不安な学校生活を送ってくれ」

　不吉な言葉を吐いてナジャは飛び去る──というわけにはいかないらしく、走って出ていった。

「あれ、飛べるんじゃなかったのか？」

「槍やりのせいで、魔法が使えないのだ！　放っておいてくれ！」

　情けない後ろ姿をさらしてナジャは消えた。

「まあ、なんだかんだで無事に終わったな」

「大だい介すけのおかげだよ！　ありがと！」

　眞如花が腕をつかんでくる。幼おさ馴なな染じみとはいえ、少し照れるな。



    

  
    
      



    

  
    
      　命懸けの直後に、そんなことで意識するのも変かもしれないけど……。

「よし、ご先祖様の車までゆっくり歩いて──」

　あれ。

　あの異変を久しぶりに感じた。

　そろそろ来る頃ころだなとは思ってたんだ。

「どうしたの？」

　そうだよな、さんざん体を酷使したもんな。

「また止まったらしい」



    

  
    
      
エピローグ



「あっ、戻ってる、戻ってる！　元の体に戻ってる！」

　決戦から二時間後、漆うるし原ばら邸にて無事に灰はい島じまを復活させることができた。

　うん、よかった、よかった──と思ってたら、灰島に顔を叩たたかれた。一応、グーじゃなくてパーだったけど……。

「何するんだ！　どうして叩いた？」

「ごめん、トイレとかお風ふ呂ろとかいろいろと思うところがあって。今は反省している」

「そんなにすぐに反省するなら叩く前にしてくれ！」

「じゃあ、代わりにこれで許して」

　叩かれた頬ほおに、くちびるが触れた。

　あれ、まさか、これってキス……？

「だ、大だい介すけに助けてもらったのも、事実だから……特別だから……。二度としないから……」

　灰はい島じまは顔を赤くして、よそを向いている。

「そうだよな、そりゃ、特別だよな……」

　俺おれもどうしていいか、わからないから、言葉に困る。

「えええ！　どういうこと？　縁えにし、今のどういうこと？　ひどいよ！　フライングだよ！　フライング・ビッグバンだよ！」

　眞ま如じよ花かが灰島に抗議する。いや、ありえないことではあるが、どうして、ひどいんだ？

「何か、問題でも？」

「わたしだって、そんなことしたことないのに……」

「何か、問題でも？　眞如花？」

「……ううん、なんでもない」

　どうやら、眞如花は訴えを取り下げたらしい。

「でも、ありがとうね、眞如花」

　灰島が眞如花を抱きしめた。

「助けてくれて、ありがとう。ほんとに、ありがとう」

「だって、わたしたち、友達だからね！」

　よかった。こっちの幼おさ馴なな染じみの関係も完全に修復されたな。

　それと、小こ秋あきはもういなかった。あとで「無事に終電に乗れました。お兄ちゃん、大好き」というメールが来ていた。そっか、無事に帰宅できて、兄としてほっとした。

　もっとも、小秋に勝てる人間なんていないかもしれないが……。

「これにて一件落着だね！　よかった、よかった……」

　大きなため息を、眞如花はついた。

「そうね。また美しい私に戻ったし」

　灰島は微妙に自信過剰なところもちゃんと復活してるな。

「さてと……」

　灰島は一息つくと、例のぬいぐるみをとった。

　それも抱きしめるのかと思ったが、違った。

「かわいいクマさんの一人だけど…………受け取りなさい」

　まさか、こっちに差し出されるとは思わなかった。

「え、本当にいいのか……？　礼だったら別にいいぞ……？」

「こ、これは恥ずかしいだけ！　気が変わらないうちに受け取れ！」

「わかった……ありがたく受け取っておく……」

　受け取りを拒否したら、すごく恨まれそうな気がしたのだ。

「ちなみに、肌身離さず持ち歩くこと。ちゃんと学校に行く時も持ってくること」

「えっ！　それ、罰ゲームだろ！」

　女子の灰はい島じまが持ってくるから許されるのであって、男の俺おれだったら、「キモい、死ね」って言われること、間違いないぞ。

「そんなことない！　どうしてクマさんと一緒に登校できることが罰なの!?」

　やばい、クマさんを悪く言うと、マジで怒られる。

「ねえ、ねえ、縁えにし、わたしには、何もないの～？」

　眞ま如じよ花かが不満顔で寄ってくる。

「漫画返せ」

「ごめん」

　漫画を返さない限り、眞如花は頭があがらないんじゃないだろうか……。

　そんな、やりとりを横目に窓から空を見る。

　欠けた月が輝いていた。

　満月じゃないけど、いかにも魔女が出てきそうな夜だ。

　実はまだ何も終わってないどころか、はじまりなんだよな。

　俺の体は『黒い狗いぬ』に盗まれたままだし、【魔女戦争】だなんて物騒なことまで起きつつあるらしい。

　でも、束の間の平和ぐらいは楽しんでもいいよな。

　月、かなり明るいな。闇やみに溶けこまずに強い光を放っている。

　ある意味、眞如花もあんな感じなんだろうな。

　闇の中であえて光を選択する、たいへんだろうけど頑張れよ、眞如花。

「なんか、たそがれてるね。青春みたい」

　眞如花が俺の横で、同じように窓から顔を出した。

「高校生なんだから青春したっていいだろ。できれば、自分の体でしたいけどな」

「必ず、取り返すから。だから、それまではその章しよう介すけの体で戦っていこう」

「うん。よろしく頼む」

「そうそう、新しい機能をつけたんだよ」

　なんだか、すごく嫌な予感がするなか、眞如花が首を押した。

　目からぴかーっとライトが灯ともる。

「これで夜道でも安心して歩けるよね」

「うん、夜の一人歩きでも安全──ってそんなわけあるか！　こういう生き物から離脱してくる系統のオプションはつけるな！」

　俺は月を見ながら、思った。

　一刻も早く元の体に戻りたい……。



終わり



    

  
    
      
あとがき



　はじめまして、またはお久しぶりです、森もり田た季き節せつと申します。

　突然ですが、幼い頃ころ、将来の夢は魔法使いになることでした。

　森田には変身願望というものがありました。かっこいい人間になりたかったのです。魔法使いなら、魔法で変身できるに違いない！

　小四の頃、魔法が実在しないことに気づき、諦あきらめました。

　しかし、変身したいという気持ちのほうはずっと残っていました。

　できれば、俳優になりたい！

　鏡を見た瞬間、俳優になるという夢は諦めました。

　俳優は無理なので、妥協して漠然と芸能人、たとえばお笑い芸人になれないだろうかと考えました。

　ちょうど、小五の時、生物係、掲示係、保健係、図書係などと共に、森田のクラスには漫才係というものがあり「これはチャンス！」と、その係に入りました。実際は漫才はあまりせず、ショートコントばかりやっていました。

　クラスの中では、ショートコントは割と笑いがとれて、「これは行けるんじゃないか」と野望を燃やしていました。この部分だけ妙に具体的なことからも察していただけると思いますが、漫才係の話は事実です。

　ですが、ある番組で芸人がジェットコースターに乗せられているのを見て、諦めました。森田はああいう乗り物には一切乗れないからです。

　ちなみに一輪車も乗れません。

　乗用車もペーパードライバーなので乗れません。

　さて、変身願望のほうは、まだ消えずに残っていました。

　中学生の森田は「ならばメイクをして変身すればいいのではないか」と考えました。その頃、ビジュアル系バンドがたくさんテレビに出ていました。あんなふうになればいい！

　ギターがまったく上う手まくならないので、諦めました。

　また方針を変更して、「自分は変われなくても、絵でいろいろなものを表現すれば、それは一種の変身ではないか」と思い、イラストレーターになろうとしました。

　美少女を描こうとしても、全然美しくならないので諦めました。



　そして、時は経ち、文章で魔法使いを登場させることが可能な立場になったので、魔法使いと変身がからんだお話を作ってみました。

　楽しんでいただければ、幸いです！



　ここからは謝辞を。

　まず、かわいすぎるイラストを描いて下さったＭｉｔｈａ様、本当にありがとうございます！　こんなイラストが自分でも描けたら森もり田たは絶対に小説を書こうとしなかったと思います。

　いろいろとご迷惑をかけっぱなしの編集の児こ玉だま様、二巻以降もよろしくお願いいたします。

　その他、デザイナー、営業、書店の皆々様と、読者の皆様、本当にありがとうございます。皆様の力で、かろうじてやっていけております。もうすぐ初はつ詣もうでなので、皆様の健康と平和を祈ってきます。

　それと、タイトルについて相談にのってくれた、『帰宅しない部』のおかざき登のぼるさん、非常にありがたかったです。ちなみに森田は卓球部に所属していましたが、卓球より部室でやる麻マー雀ジヤンのほうが上う手まかったです。

　では、二巻でまたお会いしましょう！

二〇一一年　十二月　森田季き節せつ



    

  
    
      　【著者】

　森田季節（もりた・きせつ）

　　第４回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞でデビュー。福井県在住。写真は今住んでる家の近所の写真。栗をかけてクマと格闘する秋も無事に乗り切ったので、のんびり雪山で暮らしてます。



　【イラストレーター】

　Ｍｉｔｈａ（ミサ）

　　ミニスカ、ニーソな女の子と、うさぎをこよなく愛する東京在住のフリーのイラストレーター。ゲーム大好き。４年越しでようやく携帯変えました。なんとiPhoneです。アプリがいろいろ気になって眠れない…！



　　HP「Indico lite インディコライト」

　　http://members.jcom.home.ne.jp/indicolite/



    

  
    
      神聖魔法は漆黒の漆原さん



著　者……森田季節

発行人……三坂泰二

発行所……株式会社メディアファクトリー

　　　　　http://www.mediafactory.co.jp/
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